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プロローグ　神童と呼ばれた男




　産声が聞こえた。不思議なことに、その声は自分自身の意識にも強く残っている。

　喜んでいるのは両親だろうか？

　未発達の視界ではボヤけてよく見えないけど、とても嬉しそうに笑っているのは伝わる。

「見たか今の！」

「ええ、間違いないわ」

「赤ん坊でこれほどの魔力を持って生まれるとは！　この子は間違いなく神童になる。いや、もしかすると我が一族から百年ぶりの『聖域者パラディン』となれる逸材だ！」

　赤ん坊の名前はリンテンス。由緒正しき魔術師の名門、エメロード家の次男として誕生した。

　その五年後――

　両親の期待に応えるように成長し、神童と呼ばれるようになっていた。

「リンテンス！　次は炎の魔術だ！」

「はい！」

　心臓と同じ高さ、場所は逆。右胸を起点にして、生成された魔力を循環させる。循環させた魔力は、術式を介すことで様々な効果を発揮する。

　例えばこんな風に――

「炎の檻よ」

　燃え盛る炎を生成し、縦横を重ねた檻を形作る。攻撃と拘束、二つの意味を持つ魔術。

「どうですか？　父上」

　タラっと汗を流す父上。ニコリと笑い、俺に言う。

「完璧だ、リンテンス」

「ありがとうございます！」

　五歳になった俺は、父の指導のもと魔術の訓練に勤しんでいた。

　初めて魔術を使ったのは三歳の頃。文字の読み書きや一般教養を習うついでに魔術の基礎を学び、こっそり独学で実践訓練をしていたら、父上にバレてしまった。

　怒られたりはせず、むしろもの凄く褒められた。三歳で魔術が使えた者など、歴史に名を残す偉大な魔術師たちも僅かしかいない。

　この頃からだったと思う。俺、リンテンス・エメロードが神童と呼ばれるようになったのは。

　さらに月日は流れ――




「今日からは実践訓練に移るぞ！」

「はい！」

「以前に話した通り、西の森で魔物を狩ってもらう。もちろん私も同行するが、基本的にはお前一人でやってもらう」

「……はい」

　俺はごくりと息を呑んだ。

　魔物とは、異質な魔力によって凶暴化した獣のこと。発生の原因や特性は、未だ謎に包まれており研究が進められている。わかっていることは、動物のように繁殖し、狡こう猾かつで凶暴な存在だということだ。

「そう心配する必要はない。狙うのは比較的弱い魔物だ。お前ならまず間違いなく勝てる」

「は、はい！」

「いざという時は私もいる。臆さず戦いなさい」

　父上は優しく俺の肩を叩いてくれた。その言葉に勇気づけられ、恐怖が少しずつ和らいでいく。

「よし、では馬車を手配する。準備でき次第出発だ」

「はい！」




　馬車に乗り、西の森に入る。何度か訪れている場所でも、魔物を意識すると途端に怪しく見えるのは不思議だ。

　揺れる木々や葉っぱが怖いなんて、誰かに言ってもわかってもらえないだろう。しばらく進むと、獣の道に差しかかる。ここから先は馬車で入っていけない。

　地面に突き刺さった木の看板には、魔物注意とかすれた文字で書かれていた。

「行くぞ」

「……はい」

　緊張するな、と言われても難しい。周りは自分より大きな木ばかりで、草でさえ大きなものは肩の高さを超える。それら全てが敵に見えてしまうのだから、警戒を解くこともできない。

　父上は毅然とした態度で俺の前を歩いている。俺も大人になれば、こんな風に堂々としていられるのだろうか。

　ガサガサガサ――

　明らかに風の揺れではない音が聞こえてきた。父上が足をピタリと止め、表情を曇らせる。

　大きな木をなぎ倒し、姿を現したのは大きなクマの魔物だった。

「グリーンベア！　ここで出てくるのか」

　父上から舌打ちが聞こえた。グリーンベア、以前に本で見たことがある。体長は三メートルを超える巨大なクマで、森を縄張りにしている魔物の一種。個体によっては一匹で小さな村を全滅させることもある。中々凶暴な魔物のはずだ。

　でも――

　俺ならやれる。そう言ってくれた父上の期待に応えたい。心で身体を奮い立たせて、俺は力いっぱいに地面を蹴る。

「――！　待てリンテンス！　さすがにお前でも――」

「おおおおおおおおおおお」

　父上が静止してくれたと気付いたのは、戦いが終わってからだった。周囲の木々が斬り倒され、地面には大穴が開いている。穴を埋めるように横たわっているのは、意識を失ったグリーンベアだった。

「はぁ……はぁ……勝ちました！　父上」

「……驚いたな。まさか倒してしまうとは」

　父上は嬉しそうに笑っていた。そのことが誇らしくて、また頑張ろうと思えた。

　後で聞いた話によると、グリーンベアは魔物の中でも中堅くらいの強さを持っているらしい。

　熟練の魔術師でも、下手をすれば負けてしまう相手だったとか。それは確かに、父上も驚くだろうな。とは言え戦いは無事に終わり、俺と父上は屋敷に戻った。




「聞いてくれ！　リンテンスが一人で魔物を倒したんだ！　それもかなり凶暴な相手をだ」

「本当？　やっぱり凄いわね」

「ああ、自慢の息子だよ」

　夕食を囲む席で、父上と母上が楽しそうに話している。

　話題にのぼっているのは俺のことだ。ちょっと照れくさいけど、やっぱり嬉しさのほうが大きい。両親の期待に応えられるように、これからも頑張らないと。

　さらに五年後――
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　深き森の中。暴れまわる大量の魔物たち。それに立ち向かう魔術師二人は、数に押されて苦戦を強いられていた。

「くそっ！　数が多すぎる」

「予想以上だな。一時撤退するか？」

「馬鹿を言うな。ここで引いたら村まで行くぞ」

「ちっ……とは言え、我々だけでは対処しきれんぞ。増援を要請したのはついさっきだ。支部から急いで来ても十分以上かかる」

　話している二人にじわじわと迫る魔物の群れ。一歩一歩と後ずさりながら、刺激しないように注意を払う。額から頬にかけて流れる汗がポツリと落ちた時、魔物たちが一斉に襲いかかる。

「くっ……」

　もう駄目か。脳裏によぎった諦めの気持ちを、天から降ってきた氷の柱が貫く。

「こ、この魔術は……」

「無事ですか？」

　空から聞こえた声のほうを、二人が同時に見上げる。空気を踏みしめるように立っているのは、マントを靡なびかせている俺だ。

「リンテンス君か！」

「増援に来ました。お二人とも伏せてください！」

「あ、ああ！」

　ここは森の中。二人と魔物たちの距離も近い。広範囲を狙う魔術では二人を巻き込んでしまう。ならばコンパクトかつ一撃で、全ての魔物を貫く。

「降れ！　氷の雨よ！」

　最初に降らせた氷の柱と同系統の魔術。今度は細く短くして、魔物一匹一匹を正確に貫いていく。

「お、おぉ……」

「これが神童の力か」

　驚き呆ぼう然ぜんとする二人の前に、俺はゆっくりと降り立つ。

「無事で何よりです」

　ニコリと微笑ほほえんで二人の身体からだを見る。怪け我がはしていないみたいだし、治療の必要性もなさそうだ。

「ありがとうリンテンス君、助かったよ」

「しかしよくこの短時間で来られたね。君は確か本部にいるはずではなかったかい？」

「はい。ですが支部への救援要請は本部にも届いていましたから。私は転移魔術が使えますし」

「そうだったな。いやーそれにしても驚いた。訓練では何度か見せてもらったが、実際に戦うとこれほどとは」

「私なんてまだまだです」

「謙遜する必要はないよ。あの大群を一瞬で倒してしまうんだから。むしろ誇っていいと思う」

　べた褒めする二人。彼らは王国の魔術師団に属する魔術師。サルバーレ王国におけるプロ魔術師のライセンスを持った者だけが入れる組織のエリートだ。

　十歳になった俺は、父上の計らいで師団の訓練や任務に参加させてもらっている。特例中の特例らしく、父上も大変苦労したとか。お陰で更なる魔術の特訓ができているし、父上には感謝してもしたりない。
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「聞いたぞリンテンス。また大活躍だったようだな」

「いえ、大したことはしていませんよ」

「はっはっは！　魔物の大群を退けたことを、大したことでないというか。さすが我が息子は大物だな」

　楽しそうに笑う父上。食卓を囲むと、いつも笑って俺の自慢をしてくれる。照れくさいのは変わらないけど、やっぱり褒められるのは好きだ。次もまた頑張ろうと思える。

「五年後の入学が楽しみね」

「ああ。まず間違いなく特待クラスに配属されるだろう」

「同年代の子も不ふ憫びんね。リンテンスと比べられたら、みんな劣っているように見えるもの」

「それは仕方がないさ。十以上の属性を扱える魔術師など、師団でもいないのだからな」

　父上が属性と言う単語を口にした。

　魔術には属性がある。炎、水、雷、風、大地の五大属性を基本とし、それ以外の特殊属性を含めると、全部で二十七の属性が存在するそうだ。大抵の魔術師は、この中の一部しか扱えない。

　一つは当たり前、二つ持っていれば上々、三つ以上なら天才と言われるレベル。魔術師の家系であるなら、最低でも三つ以上の属性を扱えなければならない。

　そんな中で俺は、十一の属性を扱うことができた。どれだけ凄いことなのか、子どもの俺でも理解できる。

「まず間違いなく聖域者になれる！　歴史に名を残すのは確実だな！」

「ええ。リンテンスは私たちの誇りね」

　二人は俺のことを褒めてくれる。過度な期待にも聞こえるけど、不思議とプレッシャーには感じていない。

　屋敷での好待遇や周囲の人たちの気遣い。どれも紳士的で、普通じゃ味わえないような優越感。十歳になっても子供で、俺はそういう雰囲気に酔っていたんだ。だけど、そんな日々は突然終わってしまう。




　それは一年に一度来るレベルの大嵐に見舞われた時。俺は師団の手伝いで任務に出ていた。

「凄い雨だな……一旦引き返すぞ、リンテンス」

「はい！」

　出発した頃は一滴も降っていなかったのに……任務地へ着いてすぐ豪雨に見舞われ、やむなく駐屯地へ戻ることに。

　雨と風で前もよく見えない。加えて空はゴロゴロと音を出し、ひっきりなしに雷が光る。普段なら飛行魔術で戻るところだけど、これだけ視界が悪く気候が荒いと、飛んで移動するのはリスキーだ。

　また空が光ったと思ったら、すぐに雷鳴が聞こえた。

「おっ、近くに落ちたな」

「さすがに怖いですね」

「だな。まぁでも、ここに落ちることはないだろ」

　彼の言う通り、雷が人に落ちる確率は極めて低い。周りには自分より背の高い木々もたくさんあるし、落ちたとしても自分のところじゃない。

　そう思っていた俺に――

　ピカッ！

　一筋の光が走り、雷鳴が響き渡る。

　視界が真っ黒く染まった。いや、一瞬だけは真っ白で、気付けば真っ暗だった。夜空に光る星のように、小さな光がぽつりぽつりと見える。

「リンテンス！　おい聞こえるか！」

　俺の名前を呼ぶ声が、かすかに聞こえたような気がする。だけど今は眠くて、そっと目を閉じた。
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　パキッ――

　何かにひびが入る音がした。

　胸が痛い。全身はもっと痛い。その音と痛みで目覚めた時、俺は屋敷のベッドで寝ていた。

「ここは……」

　ガタンと扉が開く。入って来たのは屋敷の使用人。お盆に何か乗っていたが、確認する前にボトリと落とした。

「坊ちゃま……お目覚めになられたのですね！」

「あ、ああ」

「すぐに旦那様と奥様をお呼びします！」

　落とした物には目もくれず、使用人は部屋を出て行った。

　ひどい慌てようには驚かされる。というのも、目覚めてすぐの俺は、自分がどうして寝ているのかわからなかったのだ。

　おぼろげに覚えていることを思い出してみる。

「……そうか」

　確か任務の途中で、雷に打たれたんだ。ゴロゴロと音が鳴っていたし、直前までそんな話をしていた記憶がある。

　まさか落ちるとは……というより、よく無事だったな。任務の途中だったし、魔力で肉体を強化していたのが功を奏したのだろう。

　そうでなければ今頃豚の丸焼きよりこんがり焼かれている。それにしても、何だろうかこの違和感は……。

　手や足はよく動く。肉体的な異常は感じられない。部屋にある鏡を見て確認しても、ぱっと見では異常は見当たらない。

「髪の色……目も」

　いや、見た目の変化はあったようだ。暗くて見落としていたが、髪と目の色が変わっている。赤黒かった髪が真っ白になり、ルビーのような赤い瞳も、サファイアのごとく蒼あおに変化していた。

　そして、身体に残った違和感。あるのは胸の内……いや、右胸の奥。魔力を生成する起点であり、起源と呼ばれる核がある場所。

「まさか……」

　嫌な予感が脳裏をよぎる。雷撃が俺の身体に与えた影響が、もしもそこに至っているのなら。漠然とした不安が押し寄せてきて、試さずにはいられない。

　俺は右手のひらを広げ、術式を形成し魔力を流す。いつも通り、当たり前にやってきた動作を反復する。

「リンテンス！　目覚めたのか！」

「よかったわ。一時はどうなることかと……リンテンス？」

「はっ……はははは」

　笑ってしまう。

　おかしいわけじゃなくて、笑うしかないんだ。

　だってそうだろ？

「どうしたんだ？　身体に異常があるのか？」

「異常……しかないよ」

　魔力の循環、術式の構築、発動後のコントロール。何度も練習して、考えなくてもできるようになっていた。今さら間違えるはずもない。

「使えないんだ」

「え？」

「魔術が……使えない」

「なっ……」

　その時に感じた絶望は、俺一人で収まるものではなかった。異変に気付いた俺は、その日のうちに両親に連れられ王都にある高名な医者を訪ねた。

　深夜だったが、そこは魔術師家系の名門。権力とコネを駆使して、誰にも見られないように診断を依頼。特別な水晶を使って目に見えない異常を確かめてもらった。

「う～ん……」

「どうなんですか？　リンテンスの身体に何が！」

「……大変申し上げにくいのですが……」

　医者は言葉を詰まらせる。余程のことなのだろうと、俺を含む全員がごくりと息を呑んだ。それを見た医者は、大きく息を吐いてから言う。

「ふぅ……結論だけ先に申し上げますと、リンテンス君の起源が変化してしまっています」

「なっ、起源が？」

　起源とは、魔術師にとっての心臓に近い。場所は明確にされておらず、形あるものでないが、最も重要な器官とされる。

　なぜなら起源には、その人が使用できる術式の属性が刻まれているからだ。

　魔術師が多彩な属性を使用できるのは、多くの属性が起源に刻まれているから。一つしか刻まれていない者は、どう足あ掻がいても一種しか使えない。

　そもそも術式を構築することすらできない。唖然とする両親二人。医者は眉をひそめて俺に尋ねる。

「雷に打たれたと聞きましたが？」

「はい」

「おそらくそれによって、起源が雷属性一種に変質してしまったようですね」

「そ、そんなことがあるんですか？」

　信じられないという表情の父上が尋ねた。医者は悩みながら答える。

「正直私も初めて見ます。ですが、お話を伺う限りそれしか考えられません。現に彼の起源は変わってしまっています」

「じゃ、じゃあ……息子は、雷属性しか使えないということですか？」

「……はい」

　十一属性から一属性。その大きな変化が、俺にとってだけでなく、エメロード家にとってどういう意味を持つのか。考える必要もないくらい重大な問題だとわかる。

「治す方法はないのですか！」

「……申し訳ありませんが、現在の技術では人の起源に干渉できません。そもそも原理もわからない変化ですので……」

「そ、そんな……」

　絶望の音が聞こえた。音……そう、音だ。あの時も音が聞こえた。

　何かにひびが入ったような音。あれはたぶん、起源に傷がついた音だったんだ。いいや、それだけじゃないのだろう。砕けかけている。

　これまで培ってきた自信や自負、両親から向けられる期待。

　ガラス細工のように脆もろくて、ギリギリのバランスで立っていた透明な塔が、バラバラに崩壊していく。右胸に手を当てて感じる違和感を、俺は生涯忘れられないだろう。
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　絶望の味を知っている。それは苦くて、痛くて、泥水を啜っているような嫌気が残る。

　今まで積み上げてきたものが一瞬で崩れ去った時、俺の心は絶望で支配された。その後に医者を何件か回り、高名な魔術師にも見てもらった。しかし、導き出される結論は全て同じ。

「こんな状態は見たことがない。残念ですが手の施しようがありません」

「命があったことを喜ぶべきではありませんか？」

「まずは落ち着いてください。一時的なものかもしれませんよ」

　違う、そうじゃない。俺がほしい言葉は、そんなペラペラな慰めやはぐらかしじゃないんだ。

　未来は明るいのだと言ってほしい。これはただの夢で、明日になれば覚めると何度妄想したことか。




　一日、二日、一週間と過ぎていく。必死になって解決法を探してくれていた両親も、次第に表情が険しくなっていった。俺に対する態度も、徐々に冷たくなっている。

「父上、明日は師団に行く日ですが……」

「そんなものはなしだ。今の状態で行って何ができる？　これ以上私たちに恥をかかせないでくれ」

「す、すみません」

　ついこの間までは褒められるばかりだった。冷たい言葉と視線は、俺の心にぐさりと突き刺さる。でも、辛いのは俺だけじゃない。どこかで情報が漏れてしまったのだろう。俺の起源が変質したという噂が広がり、各方面から説明を求める声が挙がっていた。

　それらに対応する父上の心労は、想像するにあまる。母上もあの一件以降、急激に体調を崩されている。元々身体の弱い人だったが、精神を強く揺さぶられ、今は一日の大半をベッドで過ごしていた。

　お前のせいだ。言葉にはされなくても、言われている気がしてならない。俺は不安と後悔を拭い去りたくて、寝る間も惜しんで修行に明け暮れた。

　それでも……。

「くそっ……くそ！　何でできないんだよ！」

　今まで当たり前にやれていたことができない。簡単だった魔術すら、うんともすんとも言ってくれない。動作、感覚に狂いはなくとも、元の起源がおかしくなってしまっている。唯一扱えるのは、雷属性の魔術のみ。

　たった一属性しか使えないなんて、名門とは名ばかりの落ちこぼれだ。それも五大属性は、一つくらい使えて当たり前の領域。

「まだ……まだだ！」

　俺は諦めずに修行を続けた。誰に言われたか忘れたけど、一時的なものかもしれない。ただの慰めかもしれないけれど、今はその言葉に縋すがるしかないと思った。

　来る日も来る日も修行して、ボロボロになるまで頑張った。努力すれば必ず結果が出ていたこれまでとは違う。どんなに自分を追い込んでも、身体に残るのは疲労と痛みだけだった。

　そして……。

「やはりもう限界だ。こうなればアクトを連れ戻したほうがマシだろう」

「ええ」

「まったく一からやり直しではないか！」

　夜な夜な聞こえてくる会話にも、耳を傾けないようにする。聞いてしまえば、確定してしまうから。いいや、すでに決まっていたことなのだろう。俺の起源が変質し、力を失ってしまった時点で、運命は反転したんだ。

「リンテンス、お前は明日から別宅に移り生活しなさい」

「そ、それは……どうしてですか？」

「わからないのか！」

　父上は声を荒らげて怒鳴った。

　わかっているさ。それでも、信じたくないと思ってしまう。

「お前に一体どれだけの時間と金をかけたと思っている？　我が一族の悲願……あと少しだったというのに、お前のミスで全て台無しだ！」

「……」

　本当なら家を追放したいと思っているのだろう。俺がまだ十歳と幼くなければ、この時点で追い出されていたはずだ。父上の目は、今までにないほど怒りに満ちていた。同時にゴミを見るような冷たい目で、俺のことを見つめている。

　――怖い。

　俺はもう逆らえない。

「わかりました」

　翌日には屋敷を出て、王都の外れにある小さめの別荘へ居を移した。普段は使われておらず、手入れこそされているが完全じゃない。本宅のように使用人もいないから、全て自分でこなさなくてはならないという点も違う。

　十歳で一人暮らしなんて、捨てられるのと大差ないだろう。

「ぅ……」

　俺は毎晩のように枕を濡らした。

　自分以外誰もいない家。優しい言葉なんて、ここ数週間は聞いていない。最後に見た人の顔は、俺を人だと思っていない冷たいものだったし。

　何よりそれが、実の父親だったから余計に辛い。孤独だ。一人ぼっちで泣いている。虹みたいに輝いていた世界が、白黒になってしまったような感覚。上下も、左右も逆さまで、何もかもが違う世界。俺はこれからも、この孤独と仲良く暮らしていかなくてはならないのだろうか。

　そう思うとやるせなくて、今すぐ消えてしまいたいとさえ思ったんだ。




◇◇◇




「ふっふふっふ～ん」

　陽気なステップで街を歩く魔術師の男性。白いローブと薄紫色の髪は、見かける人全ての目をひく。いや、容姿だけが理由ではない。彼が持つ称号と名誉、その伝説を知っているからこそ、皆が足を止めて見入る。その彼が向かったのは、エメロード家本宅。彼は躊ちゅう躇ちょなく敷地内に足を踏み入れ、無造作に扉を叩く。

「こんにちはー」

「どちら様で――あ、あなたは！」

「どうもどうも。突然の訪問をお許しください。この屋敷の主あるじはお見えになられますか？」

「は、はい！」

　対応した使用人は慌てふためいている。ニコニコと微笑みながら待つ魔術師。

「お待たせいたしました」

　その後、急ぎ足で姿を現したのは、エメロード家の現当主ガーベルト・エメロード。由緒正しき魔術師の名門、エメロード家の当主である彼ですら、その魔術師の来訪には驚き慌てていた。

「なぜ貴方あなた様がここへ？　何か重要な要件が？」

「いえいえ、単なる興味の範疇ですよ。神童がいるという噂を耳にしまして」

　ガーベルトがピクリと反応する。表情に出ないギリギリの躊躇を、眉をひくつかせることで見せる。

「一目見ておきたいと思ったのですが、その子はどちらに？」

「いえ……その……リンテンスは……」

「おや？　何やら事情がありそうですね」

　ガーベルトは魔術師に事情を話した。すでに知れ渡っている情報であり、隠すだけ無駄である。羞恥に耐えながら、偉大なる者に伝える。

「なるほど、そういう事情があったのですか」

「……申し訳ありません」

「何を謝る必要があるのです。それで、当の本人はここにはいないのですか？」

「はい。今は別宅に」

　魔術師はニヤリと笑みを浮かべ、何かを思いついたような顔をする。

「ほうほう。差し支えなければ、別宅の場所を教えて頂けませんか？」

「え、はい。構いませんが……まさかお会いになられるつもりで？」

「ええ、俄が然ぜん興味が湧いたので」

　魔術師は面白がって笑う。




◇◇◇




　魔術師なら誰もが目指す頂いただき――聖域者。父上はそこに手をかけ、あと一歩のところで届かなかった。その無念は後悔となって、今でも残っている。

　一人になってようやくわかった。父上は俺を愛していたわけじゃない。あの人が愛していたのは、俺が持っていた才能だ。

　自分では成しえなかった場所に手が届くかもしれない才能。それを持って生まれた俺に、あの人は期待して、かつての自分を重ねたんだ。今度こそ、頂に立つために。

　金を使った。時間をさいた。あらゆる手段を尽くして、俺を成長させようとした。

　そうして俺は、全てを失った。

　今の俺は、中身のなくなった器に過ぎない。空っぽの人形なんて、父上にとっては人ですらない。

　ぞんざいに扱われ、別荘へ追いやられるのも、今の俺には何の価値もないからだ。俺はベッドで横になりながら、無気力に呟つぶやく。

「このまま……消えちゃいたいなぁ」

「それは残念だな～。消えたら何も残らないよ？」

「へ……なっ！」

　ベッドの横に見知らぬ男性が立っている。ニコッと微笑み俺を見つめている。突然のことで驚き、飛び起きた俺は距離をとって立つ。

「おぉ～速いね」

「あ、あんたは誰だ？　どうやって入って来た？」

「おっと失敬、何度も呼んだのだが返答がなくてね？　扉が開いていたし、もう入っちゃえと……不法侵入と言わないでくれよ？　鍵をかけていない君も悪いんだから」

　男はニコニコと笑いながら語る。軽薄で、フラフラとしていて、掴つかみどころのない話し方。今まで会ったことのないタイプの人だ。

「結局あんたは誰なんだよ！」

「そうだね、自己紹介がまだだった」

　男性はどこからともなく杖つえを生み出し、トンと床を叩く。真っ暗だった部屋に明かりがともり、彼の薄紫色の髪と瞳がキラッと輝く。

「初めまして、僕はアルフォース・ギフトレン。見ての通り魔術師のお兄さんだよ」

「アルフォースって……聖域者の!?」

「そうだとも！　さすがに知れ渡っているね」

　アルフォース・ギフトレン。現在する五人の聖域者のうちの一人にして、世界最高の魔術師と称される人。歴代聖域者で唯一、神の試練を経て、その権能の一端を授かった魔術師。数々の伝説を残す英雄的存在が、どうして俺の前にいる？
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「さぁ、僕の自己紹介は終わったよ。次は君の番だ」

「……リンテンス・エメロードです」

「うん、リンテンス君だね。よろしく！」

「よ、よろしくお願いします」

　何なのだろう。偉大な人だとわかっても、なぜだか気が抜ける。この話し方と飄ひょう々ひょうとした態度……苦手だ。アルフォース様はじーっと俺を見つめる。

「うんうん、なるほど～。聞いていた通りだね」

「はい？」

「起源が雷を帯びているよ。こんなのは初めて見るな」

「えっ、見えるんですか？」

「ああ、見えるとも。僕の眼は特別製でね？　本来は見えない起源とかいろんなものがハッキリと見える」

　そう言いながら、彼は俺の右胸を指さし触れる。

「な、治す方法はないのですか！」

「うん、ないよ」

　キッパリと彼は言った。縋るような俺の気持ちを、ずばっと斬り裂くように。

「起源は見えても触れられない。それは形あるものではなく、心に近いものだからね。過去未来含めて、人の技術ではたどり着けない」

「そ、そんな……じゃあ俺はこのまま……」

「おや、何だいその顔は？　まるで全てを諦めてしまっているような絶望っぷりじゃないか」

　まるで、ではなく事実だ。全てを失い、今の俺は何もかもを諦めてしまおうと……消えてしまいたいと思っている。

「だ、だって……一種類しか使えない魔術師なんて」

「未来がないと？　馬鹿だねぇ君は。そうやって自分の可能性まで殺してしまうのかい？」

「えっ？」

　可能性と言ったのか？

　この人には一体、何が見えているんだ。

　聖域者とは、神へ挑戦しその恩恵を授かった魔術師のこと。神への挑戦権を得られるのは、一年でたった一人。試練を受けられたとしても、乗り越えなければ聖域者にはなれない。

　過去数百年の間に、聖域者となれた魔術師は、未だ二桁に留まっている。その中でも、神の権能を授かった魔術師はアルフォース様だけだ。

「リンテンス君、魔術師とは何かな？」

「えっ……それは――」

「魔術を行使する者、と考えるなら間違いだよ」

　先に間違いだと否定され、途端に言葉を詰まらせる。だったら何なのだと、俺は視線で訴えた。

「何だい？　もう降参かな？　仕方がない、君はまだ子供だからね。特別に答えを教えてあげようじゃないか」

「……何なんですか？　魔術師って」

「開拓者だよ」

「開拓……者？」

「そう。未知を暴き、文明を発展させ、未来を切り開く者のことだ」

　難しい言葉が並んで、俺は半分も理解できない。ただ伝わるのは、俺が思っている魔術師という概念が、大きくずれているということ。アルフォース様は続けて言う。

「歴史を振り返ってごらん？　文明の発展には、必ず魔術師が貢献しているだろう？　今の生活の大半だって、魔術師が作り上げたものの一端。その恩恵にあずかっているだけだ」

「それは……そうですね」

「うん。まぁもっと簡単に言うとね？　魔術師って新しいものをずっと生み出してきたんだ」

　新しいもの……魔術の発展に伴って進化した文明。俺たちが生活している基盤を作ったのも、昔の偉大な魔術師たちだと、彼は言っている。

「そこに常識はない。そんなものにとらわれていては何も生み出せない。今の君はまさしくそれだ」

「えっ？」

「囚われているじゃないか。才能を失って、何もできなくなってしまったのだと」

「っ……」

　現実に引き戻される一言だ。俺の心に刺さったナイフで、ぐりっと抉えぐられた気がする。

「そうやって限界だと決めつけるから、少し先の未来を掴めなくなるんだよ」

「でも……」

「確かに君は十種の属性を失った。それはハンデだけど、君がこれまでしてきた努力まで消えたわけじゃないだろ？」

　彼はそう言いながら、ニコリと微笑んで指をさす。起源があるとされる右胸から、心臓が鼓動をうつ左胸へ。

「魔力量、コントロールと術式を構築するセンス。それから知識とか、そういうものは消えていない。君はこれまで自分がしてきた努力まで否定するのかい？」

　その言葉に、心が動く。心臓じゃない。止まっていたのは俺の心で、消えてしまいたいという弱さに支配されていた。

　そうだ……思い出した。俺は別に、父上や母上のためだけに魔術を習っていたわけじゃないんだ。

　ただ、楽しかったんだ。新しいことができて、いろんな体験に繋がることが、何にも代えがたい幸福だったんだ。

「俺は……まだ、魔術師になれますか？」

「すでになっているよ。君がそうだと心に強く思っているなら、誰が何と言おうと魔術師だ。そして、面白い才能を持っているね」

「えっ……才能？」

　それはもう失ってしまったもので。どれだけ望んでも戻ってこないと思っていた。才能なんて言葉は、今の俺には関係ないと。そう思っていた俺を、アルフォース様はもっと驚かす。

「うん。どうかな？　僕の弟子になる気はないかい？」

「で、弟子に!?」

　驚きすぎて、流れそうになっていた涙が吹き飛んだ。目を擦り、耳を叩いて聞きなおす。

「どうして？」

「う～ん、何となくかな？　君が気に入った……というのでどうだろう？」

　そう言った彼の笑顔は、底抜けに明るくて、無色透明だった。真意はまったく読み取れない。だけど、俺の答えなら決まっている。やりたいことは、ずっと前から変わらない。

「俺も……聖域者になれますか？」

「それは君次第だ。少なくとも僕は、その可能性があると踏んでいる」

「だったら、俺を弟子にしてください！」

「いいとも！　ただし僕は厳しいよ？　途中で音を上げたって、止めてあげないからね」

「はい！」

　俺は力強く返事をした。

　大丈夫だ。俺はもう、絶望の味を知っている。深くて暗い海底に沈みこんでしまうような冷たさ。孤独がどれだけ寂しいのかを、身をもって体験した。

　こんな気持ちを味わわないで済むなら、俺はどんなことでも乗り越えられる。

「よーし！　じゃあさっそく修行を始めよう」

「え、今からですか？」

「もちろんさ。善は急げって、どこかの偉い人が残した言葉に従おう」

　師匠は俺を屋敷の外へと連れ出した。敷地内には小さい庭があって、簡単な訓練ならできる。向かい合った師匠は、杖をトンと地面に当てた。

　次の瞬間――

　世界が真っ白な壁に包まれて、一瞬だけ宙に浮く。浮遊感が終わると、視界一面を覆うような花畑が映し出される。他にも島が浮いている。

　青い空の真ん中で、俺たちは浮遊する大地の上に立っている。

「な、何ですかこれ！」

「僕の夢を具現化した空間だよ。ここなら邪魔も入らないし、どれだけ派手に動いても誰にも迷惑がかからないからね」

　夢を具現化？

　そんなことが可能なのか？

　ありえない光景を目の前にして理解が追いつかない。それでも確信を持って言える。

　これが……世界最高の魔術師か。




　浮遊する複数の島。木が一本だけ生えている島もあれば、池があったり草原となっていたり。世界各地にある島々を具現化して、空のキャンバスを彩っているようだ。

　これを一人の魔術師が具現化しているなんて、体験している俺でも信じがたい。

「なっ……なんて膨大な魔力なんだ」

　魔力量には自信があったけど、俺なんか足元にも及ばない。大自然を相手にしているような壮大さと、包み込むような包容力を感じる。

　ごくりと息を呑み、師匠をじっと見つめて思う。これだけの魔力を正確にコントロールしていて、本人はいっさい疲労を感じさせない。

　ゆったりと笑んでいる。

「さてと、ステージは整ったことだし、始めようか？」

「何をするんです？」

「戦うんだよ。僕と君が」

「……え？」

　意味がわからなくて、俺は呆然とした。

「あれ？　聞こえなかったかな～。これから僕と本気で戦ってもらうから」

「い……いやいやいや！　ちょっと待ってください！」

　俺とアルフォース様が……師匠と本気で戦う？

　そんなの絶対無理だ。これだけの力を見せつけられて、戦いになるレベルじゃないぞ。

「冗談ではないよ。手っ取り早く君の実力を見るには、戦うのが一番なんだ」

「戦うと言っても……今の俺が使えるのは……」

「雷属性一種だろう？　わかっているから来なさい。まぁ一秒耐えられたら上々かな？」

　そう言われて、ムッとする。いくら何でも舐めすぎだと思った。その苛立ちが表情に出てしまったらしく、師匠はニヤリと笑う。

「うん、いい顔になったね」

「……戦えばいいんですね？」

「ああ、じゃあ始めるよ？　よーい……」

　こうなったら全力で戦ってやるぞ。もしかしたら、この戦いで何か掴めるかもしれない。世界最高の魔術師、その実力を体感できるなら、願ったり叶ったりじゃないか。

「――ドン！」

　と、粋がって挑んだものの……。




「……」

「いやー、驚いたね～。まさか三秒も耐えるなんて」

　草原に大の字で横たわる俺は、まっすぐ空を見上げている。その横に師匠がいて、朗らかに笑いながら腰を下ろした。

　嘘だろ？

　ありえない。俺は一体……何をされたんだ？

　まったく認識できなかった。俺は魔法を使えたのか、師匠も使ったのかすらわからない。

　見えたのは一瞬だけ。とてつもなく速くて、重くて、鋭くて、白い何か。その何かが視界を覆って、俺の全てをかき消してしまった。

「どうだった？」

「……何もわかりませんでした」

「そうかそうか。まっ、最初だから仕方がないけど、君はやっぱり優秀だ」

　どこが？

　疑問に思ったことの答えを、師匠はすぐに口に出す。

「一秒以上耐えたこともそうだが、何より君は意識がある。さっきのを受けて意識を保っていられるのは、相当な魔術センスを持つ者だけさ」

「そう……なんですか？」

「うん。今のは最終確認でもあったんだ。僕の見立てに間違いはないのか。まぁ基本的に僕が間違えるとかありえないんだけどね。文句なしに合格だよ」

　師匠は立ち上がり、俺に手を伸ばした。その手を握ると、ぐっと力強く引っ張り上げらえる。

「君のセンスがあれば、これまで誰も到達できなかった魔術師の極致へ行けるかもしれない」

「本当ですか？」

「僕は間違えない。君が信じてくれるなら、その通りになると約束しよう」

「信じます！　師匠」

「う～ん、いいねその師匠って響き。ずっと弟子が欲しかったんだ～」

　師匠と俺は向かい合う。俺が見上げて、師匠が見下ろす。こうして、俺の修行の日々はスタートした。




◇◇◇




「さーて、今日は痛い修行内容だぞ～」

「痛い？」

　不穏なワードが師匠の口から飛び出す。場所は師匠の作り出した空間。浮遊する島の一つで、距離を取って向かい合っている。

「君はこれから雷属性の魔術を極めなくてはならない。それ以外の選択肢は残されていない」

「はい」

「新しい術式を生み出すって作業をしてもらうけど、その前に大前提として力に慣れるという工程が大事なんだ」

「慣れるですか？　つまりどんどん使えと？」

「いいや」

　師匠は大げさに首を横に振る。続けて師匠は、惜しみない満面の笑みで、とんでもないことを口にする。

「今から君には、僕の雷撃を受け続けてもらうから」

「……は、はい？」

「もぉ～。君はそうやって肝心なことを聞き返すね。言っておくけど聞き間違いじゃないよ」

「い、いや……だとしたら無茶ですよ。師匠の雷撃なんて受けたら最悪し――」

「だーい丈夫！　君は落雷にも耐えられたようだし、魔力による強化はオーケーだからさ」

　そ、そういう問題ではない気が……。

「じゃあいっくぞ～」

　師匠の身体から雷撃がビリビリ起こっている。この時点で察した。冗談ではなく、師匠は本気なのだと。

「レッツびりびり～」

「ぎゃああああああああああああああああああ」

　俺はこの日、生まれて初めて発狂した。




　師匠の修行はスパルタで、休む暇も与えず甘えも許されない。

　やれと言われたらやる。師匠が無理じゃないと言えば、どれだけ無茶でも完遂できる。とにかく信じろ、諦めるなの根性論。正直かなりしんどくて、何度も意識が飛びそうになった。

「はーい寝ない！　まだ半分だぞ～」

「は、はい！」

　魔術における基礎的な部分はマスターしている。これから必要になるのは基礎の応用。新たな術式開発に必要なノウハウを叩き込まれ、それと並行して実戦訓練も行われた。

「冒険者ですか？」

「うん。手っ取り早く実戦経験を積むなら、冒険者になって依頼を受けるほうがいい。僕も偽名でこっそり登録してるんだよ」

「そ、そうだったんですね」

　それは言っても大丈夫なことなのか？

「ちなみにもう登録だけは済ませておいたから」

「えっ！」

　師匠は一枚の用紙を見せてくれた。冒険者登録証と書かれ、左上には冒険者カードと書かれたものがくっつけてある。

「名前とか住所は適当に書いておいたから、君だってバレると困るだろう？」

「ありがとうござい……ます？」

　登録者名：リンリン。

「何ですかリンリンって！」

「可愛いだろ？」

「おかしいでしょ！　偽名にしたってもっと他の名前があったんじゃないですか！」

「えーいいじゃないかリンリン。響きは最高にいいでしょ」

「いやいや、女の子の名前みたいじゃないですか」

「ちなみにこれ一度登録すると変更できないから」

　尚更何してくれてるんですか！

　薄々感じてはいたけど、師匠は適当すぎる。というか、軽薄で何を考えているのかわからない。

　掴みどころのない人、という表現は、まさに師匠のためにあるような言葉だ。

「あ、そうそう！　バレないようにこれつけてね」

「仮面……ですか？」

　師匠が手渡してきたのは、白い仮面だった。赤い目が二つ、耳みたいなトンガリが二つある。

　というかこれ……。

「ウサギのお面じゃ……」

「正解！　道具屋で可愛かったから買って加工したんだ。これをつけて！」

　師匠がむりやり俺の顔に仮面をつける。目の部分は赤いけど、仮面を通して見ても視界は赤くならない。ちょっと息苦しいくらいか。さらに師匠は懐のカバンから赤い服を取り出す。

「この赤いフード付きローブを着れば～　はい完成！」

　ベベーン、と変な効果音が流れたような気がする。師匠は小さな鏡を取り出し、俺にも見えるように顔の前へ出す。

「どうだい？　これで完璧に誰かわからないだろ？」

「……そうですね」

　わからないですよ。どういう趣味嗜好の持ち主なのかも……。




　師匠のスパルタ修行は続く。それは魔術に関すること以外も同じだった。

「剣術？」

「そうだよ。剣だけじゃなくて、弓と槍も習得してもらうから」

「……はい」

「おやおや、なぜ魔術師が剣なんて覚えないといけないんだ？って顔をしているね」

　見事に言い当てられてギクッとする。師匠が口にした通り、俺はまさにそう思っていた。優れた魔術師であるほど、魔術に特化しているべきではないのかと。

「わかってないな～。優れた魔術師ほど、様々な技術や分野に精通しているものなのさ」

「そういうものですか？」

「うん。魔術、薬学、医学……色々な分野があるけど、一つの分野に固執していては新しいものは生まれない。魔術の勉強だけしていればいいと思っていたら大間違いさ」

　そう言いながら、師匠はどこからともなく剣を取り出し地面に突き刺す。

「さぁ始めようか。言っておくけど、僕はその辺の騎士より強いからね」

「よ、よろしくお願いします」

　結論、言葉通り強かった。

　本当にこの人は魔術師なのか？

　と疑問すら浮かぶほどの剣技に驚かされ、転ばされ泣かされ……踏んだり蹴ったりだ。それでも俺は、強くなるために必死だった。
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　修行開始から一か月。少しずつ慣れてきた日常の合間で、師匠が俺に問う。

「動機ですか？」

「そうだよ。魔術師にとって、ではなく全ての人において、努力するためには理由がいる。君は何のために強さを求める？　何のために聖域者を目指す？」

「それは……」

　言われてみればどうしてだろう？

　あまり深く考えたことはなかったな。

「考えがまとまっていないのなら、口に出してみるといいよ」

「はい……えっと、たぶん最初は父上や母上に言われたから、だと思います」

「うんうん、よくある話だね」

　これまでを振り返る。あの日、雷に打たれてしまった瞬間までの自分は、二人の期待に応えたい一心だった。父上と母上は俺を大切にしてくれて、褒められるのが嬉しかったんだ。

　でも……。

「二人がほしかったのは俺じゃなくて、俺の才能だけだったんです。それが……雷に打たれてわかりました」

　当初はひどく落ち込んだ。今となっては目が覚めた気分だけど、師匠と出会わなかったら、自殺も考えていたかもしれない。そして、冷静になった今だから思えること。

　胸の内に残る感情の名前を、ようやく口にすることができる。

「……腹が立ちます。自分を見ていなかった二人に……簡単に切り捨てて、俺は息子なのに」

　理不尽な怒りかもしれない。自分のことを棚に上げて、よく言うと思われても仕方がない。だけど、腹が立ってしまったんだ。俺を一人にして、この何もない広いだけの屋敷に追いやったことが。

「俺は……あの人たちを見返したい。聖域者になって、俺が誰よりも優れているということを証明したいです。不誠実でしょうか？」

「いいや、実にまっすぐでいいと思うよ」

「ありがとう……ございます」

「じゃあ君は、聖域者になって二人と元通りになりたいのかな？」

「それは……たぶん違います。一度でも見捨てられたら、もうあの人たちを信じられない。もし友好的に戻っても、俺が素直に笑えないので」

　たとえ両親だとしても、俺にしたら捨てられたも同然なんだ。今さら元通りにしたいなんて思わない。

「そうか……うん、自分のことをよくわかっている。自分を見つめるということは、強くなる上で大切なことだ。これからもよく考え、見つめ続けるように」

「……はい」
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　修行開始から一年。たったの一年が、俺には何十年分くらい濃く感じられた。毎日続く師匠の扱きに耐え、俺も着実に成長していると実感する。

「ふむふむ、魔力量は一年前の三倍かな？　コントロールも格段に向上しているね」

「ありがとうございます。術式のほうはまだまだ途中ですけどね」

「まぁ仕方がないさ。君が取りかかっている術式は、これまで作られてきた術式とは毛色が違う。僕でも最初は思いつかなかったことだからね」

　俺の開発途中の術式。まだ名前すら決めていないけど、完成すれば唯一無二の武器になる。師匠にも協力してもらって、何とか達成率は五割といったところか。

「さてさて、君もだいぶ成長したことだし、そろそろ僕も自分の仕事をしようかな」

「えっ、それってどういうことですか？」

「う～ん、基礎に応用それ以外。色々と教えてきたけど、もう僕が君に教えることはあんまりないんだよ。だから、僕との修行は一旦終わりにしようと思ってね」

「そ、そんな！　俺はまだ師匠から学びたいことが――」

　焦って声をあげる俺の口を、優しく人差し指で止める。師匠はニコリと微笑んで言う。

「今の君なら一人でも先へ進める。僕が教えたことを忘れさえしなければ……ね」

「……忘れませんよ。師匠に教わった何一つ、取りこぼさないように頭へ叩き込んだんですから」

「はっはっはっ、それは嬉しいね。だったら尚更大丈夫だ」

　師匠は安心したようにほっと息を漏らす。こういう時の師匠は切なげで、どこか別のものを見ているように感じる。

「それにこの一年で、僕への依頼がたーんまり溜まっているんだよ。全部すっぽかしていたからね」

「えぇ……そうだったんですか？」

「うん、面倒だったし」

　俺のためじゃないんだ……ちょっとガッカリしたな。

「さすがに誤魔化せない量になってね。一度ぜーんぶ終わらせてこようと思うんだ」

「どれくらいかかるんですか？」

「さぁ？　最低でも二、三年はかかると思うよ」

「そんなに……」

　三年も一人で修行しなくちゃいけないのか。この広いだけで何もない屋敷で……不安に推しつぶれそうになった俺の頭に、師匠はポンと手を乗せる。

「大丈夫。君はもう一人ではない。離れていても、僕が師匠であることは揺るがぬ事実だ」

「師匠……」

「君はまだ子供だ。寂しさもあるのはわかっている。でも、子供であると同時に、君は魔術師でもあるんだ」

　師匠の瞳が力強く、俺を見つめて言う。

「魔術師ならば、己の目的に一番近い道を進みなさい。とことんどん欲に、効率よく進んでいくんだ。早く追いついてくれると、僕も嬉しい」

「……はい！」

　この時俺は、師匠が俺を弟子にしてくれた本当の理由に触れた気がした。俺が力強く返事をすると、師匠は微笑んで手を離した。

「まぁでも、旅立つ前に試験だけは受けてもらうからね？」

「試験？」

「そうさ。この一年間で君がどれだけ成長したのか。雰囲気ではなく形で証明してもらおう」

　師匠は悪戯を仕掛ける子供のような笑顔を見せる。この笑顔をする時は大抵、何か相当きつい内容をふっかけてくる時だ。俺は覚悟して、ごくりと息を呑む。




「ついてきなさい」

　師匠に連れられ移動した先は、王都からも百キロ以上離れた山脈のふもとだった。転移魔術を使ってひとっ飛びとは言え、この距離の移動は初めてだ。

「師匠、ここは？」

「グレートバレー山脈だよ。君も名前くらい聞いたことあるんじゃないかな？」

「グレートバレー……確か王国最大級の山々が連なる山脈で」

「そして！」

　何かが空を舞った。赤黒くて大きい翼を広げ、空を覆い隠す。獰どう猛もうな牙を見せ、鋭い眼光で睨まれれば、怯んで足が震える。圧倒的な存在感と強さで、全生物上の頂点に君臨する。

　その名は――

「ドラゴン!?」

　赤黒き竜が吠える。思い出したが、この山脈はドラゴンが生息する一級危険区域だ。普通なら絶対に近寄らない。

「最終、いや中間試験かな？　このドラゴンを一人で倒しなさい」

「ちょっ、正気ですか師匠！」

「もちろん！　僕が無茶ぶりで嘘を言ったことがあったかい？」

　ないですよ。だから焦っているんじゃないですか。

「さぁ、この程度の相手に勝てないようじゃ、聖域者にはなれないよ」

「くっ……」

　吠えただけで空気が軋む。俺の呼吸は普段より荒っぽくなって、簡単に息切れを起こしそうだ。数十メートルを超える巨大な姿を見上げる。

　そもそも飛行しているから、地上で戦いを挑む俺は圧倒的に不利。でも、師匠がやれといえばやる。倒せるというのなら、それに間違いはない。

「やってやる！」

　俺は全身に雷を纏まとう。まだまだ開発途中の術式は使えない。既存の術式でどこまでやれるか。

　拳を握り、思いっきり前を殴る。その衝撃と一緒に雷撃を飛ばし、ドラゴンを攻撃した。

「うん、いいね！　無詠唱かつ術式展開も省略できている。でも残念ながら、その程度じゃ倒せない」

　ドラゴンは怒り、尻尾を高速で打ちつけてくる。雷を纏った俺は横に跳び避よけ、続けて雷撃を放っていく。悲鳴のような叫び声をあげるドラゴン。ダメージはあると考えていいのだろうか。

「いや！　これじゃ駄目だ！」

　文献で読んだドラゴンの記述。それによると、ドラゴンの鱗うろこは鋼鉄の何倍も硬く、熱や電撃も通しにくい。ダメージは大してないと考えるべきだ。おそらく俺の魔術だけでは、大ダメージは与えられない。

　加えて――

「気を付けなさい！　ブレスだよ」

　師匠の声が聞こえた。その直後、ドラゴンは大きく口を開けて炎を吐き出す。

「っ……なんて広範囲なんだ」

　消耗すればこちらが不利。いずれ俺の動きも捉えられて、燃やされる未来が予想できる。そうなる前に倒すなら、方法は一つ。

「やるしかないか」

　俺は距離を取り、右腕を天に掲げる。ドラゴンには俺の雷撃を何発か食らわせた。しばらく電撃の痕が残る。それを目印にして、大自然の力を使おう。

「雷魔術の中で最大の威力――これでも食らえ！」

　集まった雷雨。ゴロゴロと鳴り響くそれを、魔術の力で制御する。自分の力で足りないのなら、自然の雷撃をお見舞いするまで。

「雷魔術奥義――天てん雷らい」

　雷一いっ閃せん。ドラゴンの頭上に雷撃が降り注ぐ。

　悲鳴をあげるドラゴン。いかに高度な鱗と言えど、天然の雷撃に俺の魔力を上乗せした一撃なら、鱗を貫いて内部へダメージを与えられる。

「はぁ……はぁ……」

「うん、お見事！　さすが僕の弟子だね」




◇◇◇




「本当に行くんですね」

「そう話しただろう？」

「はい……」

　ドラゴンを倒した翌日。師匠は荷物をまとめて屋敷を出て行くところだ。寂しいけど、師匠には師匠の仕事がある。それに師匠は、俺のことを信じてくれている。

「師匠……俺、頑張りますから」

「うん。魔術学校の入学試験までにはもどるよ。その時が最終試験だと思って覚悟しておいてね」

「はい！」

「いい返事だ。これを渡しておこう」

　師匠は丸くて赤い宝石のついたイヤリングを一つ渡してきた。

「これは？」

「僕を呼び出す魔道具だよ。本当にピンチの時はこれを使いなさい」

「わかりました」

　イヤリングをぐっと握りしめ、俺はできるだけ笑顔で堂々とした態度を見せる。

「ねぇリンテンス。僕がどうして君を弟子にしたのかわかるかい？」

「え？　それは確か……面白い才能を持っているとか？」

　師匠と出会った日に、彼はそう言って俺を弟子にしてくれた。俺が答えると、師匠は笑いながら当時のことを思い返す。

「はっはははは、そうだったね。確かにそう言った。でも、あの言葉に意味なんかない。テキトーに言った言葉だからね」

「じゃあ……何で？」

　笑っていた師匠は落ち着いて、改まったように俺を見つめる。

「僕はね？　こんなんだけど凄く強いんだ。世界で一番強いかもしれない」

「はい。知ってます」

「はははっ、そうだね。大抵のことは一人でできてしまう。だからこそ、僕はずっと一人だ。今まではそれでよかった。だけど……この先に待っている未来では、僕一人じゃ駄目なんだ」

「師匠？」

「僕はね？　自分と同じ場所に立って、一緒に戦ってくれる仲間がほしかったんだよ。そして君なら、そうなれると思ったんだ」

　師匠の話は所々抽象的で、何かを悟っているようにも思えた。だけど、俺にはそんなことどうでもよくて……。

「では行くよ。また会おう」

「はい！　次は師匠を驚かせてみせます！」

　俺がそう言うと、師匠は清すが々すがしい笑顔で――

「期待しているよ」

　と言い、ふわっと風に舞う花弁のように消えていった。

　二、三年か。これから一人で過ごす時間は長いけど、孤独なんて思わない。師匠が帰ってきた時、ガッカリさせないように頑張ろう。

　この時、俺は今さら気付く。

　いつしか聖域者を目指す動機の一つに、師匠の期待に応えたいという想いが加わっていたことを。
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　王都郊外にある低層の木造建築。荒っぽい雰囲気の男たちが行き交う通りから、看板に大きく書かれたギルド会館と言う文字を見上げる。ここは冒険者たちが集う場所。依頼を受けたり、情報交換をしたりするために用意された建物だ。

　カランカラン――

　扉を開けるとベルが鳴って、中の人たちの視線がこちらを向く。受付カウンターへ向かう途中でも、ジロジロ見られていた。

「依頼完了しました」

「お疲れ様です！　確認いたしますので、そのままお待ちください」

　受付前で待つ間も、周囲ではヒソヒソ話が聞こえてくる。

「おい見ろよ」

「ん？　あの仮面の奴やつがどうかしたか？」

「あいつだよ！　ドラゴンの群れを一人で撃退したっていう冒険者」

「えっ、そうなの？　じゃああれが噂の……【七色の雷術師】か」

　二人の冒険者がごくりと息を呑む。他の冒険者たちも、こぞって同じ話題を囁ささやき合っていた。

「すげぇよな～。一人でドラゴンだぜ？」

「ああ。あの体格じゃ強そうに見えないのにな」

「だよな。というか、あの変な仮面は何なんだ？」

「さぁ？　男なのにリンリンって名前も変だし、二つ名と全然合ってないし」

　全員が口を揃そろえて言う。

「「「色々と変だな」」」

　ほら、思った通りじゃないですか師匠！

　貴方が変な偽名とローブにするから、周りからずっと変な目で見られてるんですよ？

　俺は羞恥に耐えられず、依頼の報酬だけ受け取ったら、そそくさとギルド会館を後にした。バレないようにひっそり路地に隠れて、仮面とローブを脱ぎ捨てる。

「ふぅ……辛い」

　師匠が去って三年と半年。俺も今年で十五になり、世の中で言う成人を迎えた。日々の修行も習慣化していて、実戦訓練のために冒険者としての活動も続けている。

　それにしても、あれ以来師匠からの連絡は一切ない。どこで何をしているのかもわからない。

　もうそろそろ入学試験だというのに、帰ってくる気配もないんだが……。

「まさか忘れてないよな」

　屋敷に戻ってから荷物を下ろしてベッドに寝転がる。音沙汰なしと言えば、俺の両親もここ数年の間、一度も会いにこなかった。

　俺から会いに行くこともないし、四年以上会っていないな。それで寂しいとかは感じない。むしろそのことをバネにして、この野郎という気持ちで頑張れた。師匠ならきっと、不誠実とは言わないはずだ。

「師匠……どっかでサボってたりして」

「失敬だな～。君は師匠を何だと思っているんだい？」

　不意に声が聞こえた。心臓の鼓動が高鳴り、勢いよく振り向く。部屋の窓を見ると、そこに彼はいた。ずっと会いたいと思っていた人が、ようやく戻ってきてくれた。

「久しぶりだね、リンテンス。背も大きくなって、見違えたんじゃないか？」

「お帰りなさい……師匠！」

　師匠の見た目は変わらない。たった三年半じゃ、変化は感じられないのか。懐かしさで涙がこみ上げそうになる。

「さっそくだけど、君がどれだけ成長したか見せてもらえるかな？」

「いきなりですね」

「はははっ、最初からそのつもりだったからね」

　パチンと師匠は指を鳴らす。懐かしき天空の世界へ降り立ち、俺たちは向かい合う。

「最初は三秒だったね」

「はい」

「じゃあ今度は十分くらいもつかな？」

「余裕ですよ」

「言うようになったね～。じゃあ見せてもらおうかな？　成長したのは見た目だけじゃないってこと」

　師匠が杖を、俺は拳を構える。そういえばあの時、師匠は杖すら持っていなかったな。たぶん師匠は四年半前より強いはずだ。でも、俺だって以前とは違うぞ。

「行きますよ――師匠！」

「ああ、来なさい」

　俺と師匠の戦いは、あの時とは違う。拳を合わせ、刃を交えて、激震する魔術のぶつかり合いが繰り広げられる。

　激化する戦い。崩れ落ち、震え上がり、嘆き憂う。時間的には十分もなかっただろう。しかし、その僅かな邂かい逅こうで、俺は師匠に見せつけた。いくつもあった浮遊島が綺き麗れいに消え、残された一つに横たわる。

「はぁ……どうですか？」

「うん、いいね」

　俺は天空の地面に横たわり、その隣に師匠もいる。お互いボロボロになって、笑いながら師匠が言う。

「今の君なら、僕以外の相手に負けることはありえないかな？」

「当然……ですよ。何たって師匠の弟子なんですから」

「そうか。文句なしの合格だ！」

　苦節四年半。師匠のもとで修行し、一人になっても修行を怠らずに続けた末、俺はようやく、師匠に認められるくらい強くなれたみたいだ。涙が出そうになるけど、俺はそれを我慢する。だってこれは、ただのスタートラインでしかないのだから。

「一週間後に入学試験だったかな？」

「はい！」

「今の君なら、頑張れという言葉も不要な気もするが……あえて言わせてもらおう」

　師匠が先に起き上がり、俺と向かい合うように立つ。

　伸ばされた手を掴み、俺も立ち上がってから――

「頑張れ！」

「頑張ります！」
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　いわゆるプロローグだ。ここから始まる物語で、俺は聖域者への階段を駆け上がる。全てを失ったところから、今度は全てを手に入れるんだ。










第一章　サルマーニュ魔術学校




　サルバーレ王国。総人口二億二千万人を誇る世界最大の人類国家であり、魔術大国とも呼ばれている。王都レムナンには、優秀な魔術師を育てるために用意された教育機関がある。

　その名も、サルマーニュ魔術学校。毎年、入学の半年前になると、入学試験が執り行われる。

　受験者は二千を優に超えるが、合格できるのは百五十人だけ。

　魔術師の名門から平民まで、その年に十五歳となる全ての国民に受験資格があり、家柄も関係なく審査される。純粋に優秀な魔術師のみを選出するための試験だ。

　そして、聖域者となるには、サルマーニュ魔術学校を首席で卒業しなくてはならない。

　卒業までの三年間で実績を残し、首席となった者だけが、神への挑戦権を得られる。

　挑戦権を得られるのは一年に一人だけ。神おろしと呼ばれるその儀式は、特別かつ大掛かりなため、一年に一度しか行えないからだ。

　チャンスは人生で一度。故に多くの魔術師が、たった一つの席をかけてしのぎを削る。

　当然、神へ挑戦し結果を残さなければ聖域者にはなれないが、まず大前提として権利を得られないと話にならない。

「まずは入学試験を突破しないとね。まぁ君の実力なら問題ないと思うけどさ」

「師匠が言うなら間違いないですね」

「そうだとも。ただ十分に気を付けたまえよ。あそこは魔術学校独自の法で管理されているとは言え、このサルバーレ王国の一部ではある」

　屋敷で夕食をとりながら、師匠の話に耳を傾けていた。俺はフォークに刺した肉を口に入れる手前で止めて、一旦手を下ろして尋ねる。

「どういう意味です？」

「家柄を重視する傾向が色濃いということさ。君もエメロード家の一人なら、そういう場面に出くわしたことがあるんじゃないかな？」

　魔術大国であるこの国では、優秀な魔術師こそが財産。故に元々は貴族でなくとも、功績によっては国から貴族の位が与えられることが多い。

　エメロード家は最初から貴族の家系だが、魔術師家系の名門と呼ばれる家柄の中には、そうやって功績を残して成り上がった者たちがいる。

　そして……。

「逆に転落した家もある。実績が残らなければ認められない。貴族の位をはく奪された家もチラホラあって、そういうところはひどく惨めな思いをするよ」

「……はい。知っています」

　俺も何度か見せられた。父上が焦っていたのは、エメロード家の実績に関わることだ。長年名門として振る舞ってきた俺たち一族も、ここ数十年ではロクな成果を上げていない。

　直接聞いたわけじゃないけど、そろそろ危ないと警告されていたのかもしれない。しかしまぁ、今の俺には関係のない話だ。

　魔術学校入学が叶った時点で、俺はエメロード家との関係を解消される。俺が魔術学校入学を希望していることを手紙で伝えたら、そういう旨が書かれた手紙が返ってきた。もし合格したら費用は出す。ただし、合格しなかったとしても、エメロード家との関係は解消する。という感じで、もうじき無印のリンテンスになる。もう自分から家名を名乗ることはなくなるだろう。

　ちなみにこの屋敷はくれるらしい。元々使っていないボロ屋敷だから、なくなっても痛くないのだろう。

「この屋敷が使えるのは僕も助かるな～。こうして寛くつろげるのってここくらいだからね」

「だからってさぼりの隠れ家にしないでくださいよ」

「おっと手厳しいな僕の弟子は」

「というか今さらですけど、父上には話してないんですね。ここで俺に修行をつけてくれていたこと」

「うん。別に言う必要はないだろう？」

　確かにそうだなと納得する。逆にそれで変に意識されても困るしな。そうして夜は過ぎ、時間はあっという間に流れる。

　入学試験当日の朝。まだ太陽が昇りかけてすらいない時間だ。

「もう出発するのかい？」

「はい。ちょっと身体を動かしたいので、森に寄ろうかなって思ってます」

「なるほどなるほど、準備運動は大切だね。それなら僕が相手をしようか？」

「師匠が相手だと、準備運動にならないでしょ」

　いつでも本気で戦う人だからな。最悪試験前に潰れてしまう。

「はっはっはっ、それもそうか。では行ってくるといい。そして、僕の弟子として盛大に目立ってきなさい」

「はい！　行ってきます師匠」

　俺は師匠に手を振って、屋敷を出発した。魔術学校は王都の中心部に近い場所にある。ほとんど王城の目の前で、ここからは距離が離れているが、時間的余裕はかなりある。

　俺は魔術学校とは反対側へ進み、郊外の森へと入る。よく訓練で使っていた森で、所々に訓練の激しさを物語る痕が残っていた。

「さてと、軽く動くか」

　試験前だし、本当の本当に軽めでいこう。

　まずは魔力を生成し循環させる。普段からやっている魔術の基礎を反復。右胸を起点に、全身へと魔力を巡らせていく。さらにその速度を加速させることで、肉体を強化し、身体能力を底上げする。

　これが強化魔術だ。強化魔術は、あらゆる魔術の基礎であり、術式を介さない最も原始的な魔術。そもそも魔術と呼んでいいのか微妙だが、師匠曰いわくどっちでも問題ないとか。

「うん、いい感じ」

　左右へ飛び回り、木々を避けて走り抜ける。身体がちゃんと自分の身体らしく動く。脚の先から頭のてっぺんまで、自分の指示に応えてくれる感じだ。

　調子はすこぶるいい。と、思っていた俺の耳に、ガサガサと別の音が聞こえる。

「ん？　誰かい――」

「あ、危ない！」

　ゴチン！

　おでこ同士がぶつかった衝撃で、俺は後ろに倒れ込む。

　何だ何だ？

　一瞬だけ誰か見えた気が……。

　太陽が昇りつつあるとは言え、まだ位置は低く森は暗い。相手が何者なのか、ちゃんとは見えなかった。俺はおでこを押さえながら、身体を起こす。

「ってて、ん？」

「うぅ……痛い」

　そこには女の子がいた。俺と同じように額を押さえている。いや、注目すべきはそこじゃなくて、本来ないものがついていること。

「尻尾と……耳？」

　彼女はフードを被かぶっていた。茶色いフードは俺とぶつかった衝撃でめくれてしまったらしい。そこから顔を出して、黄色の綺麗な髪をサラッと揺らす。

　おでこを押さえている手が邪魔をして、左目は見えないけど青い右目はハッキリ見えていた。透き通るような白い肌は整っていて、触らなくてもモチモチしている感じが伝わってくる。

　スレンダーで胸は小さめ。一言で表すと、可愛い女の子だ。いや、そんなことよりも……耳と尻尾がついている。耳と言うのは人間の耳ではないし、尻尾は当然人間にはない。

　大昔はあったとか聞いた気がするけど、現代ではありえない。しかし、目の前の彼女にはどちらもある。

　黄色と白のフサフサした耳に尻尾。形状からして、狐きつねのそれだろうと思う。俺とぶつけたおでこは赤くなっていた。相当痛かったのか涙目になっている。

「痛いなぁ……って、え？　人間だったの!?」

「い、いやこっちのセリフなんだけど……」

　思わず大きな声で反論してしまった。まさかの発言だったから、ついつい動揺してしまったみたいだ。

「あ、いやごめんなさい！　そういう意味じゃなくて、あんまり硬いから岩か何かにぶつかったのかと思って……まさか人だったなんて」

「あぁ、そういうことか」

　少しほっとした。

「ごめんなさい！　急いでてあんまり前を確認してなくて」

「いやいいよ。それより大丈夫？」

「大丈夫です！」

「そう？　おでこかなり腫れてるけど」

　時間が少し経過して、より腫れが強くなっている。

　明らかにコブができている。ちなみに俺は大丈夫だ。強化魔術の使用中だったから、あの程度で怪我はしない。強化魔術を使っていたせいで強い衝撃を生んでしまったわけだが……。

「平気です！　自分で治癒できますから！」

「治癒？」

　彼女は左手を自分の額に近づける。すると、円陣術式が展開され、淡い光が額に注がれる。

　彼女が使っているのは治癒魔術だ。それも無詠唱だし、魔力の流れも悪くない。相当訓練されているのがわかる。治療が終わり、額のコブが綺麗に消えた。ニコッと笑う彼女に、俺から質問する。

「えっと、君も魔術師なの？」

「はい！　そういうあなたも？」

「ああ。俺はリンテンス」

「私はシトネ！」

　シトネ、変わった名前だな。王都の出身ではなさそうだ。

「シトネは何でここに？」

「えーっと、実は私、魔術学校の入学試験を受けに来たの」

「そうなのか。じゃあ俺と同じだな」

「え、リンテンス君も？　じゃあ同い年なんだ」

「ああ」

　年上にでも見えていたのかな。むしろ俺から見て、彼女が同い年には見えない。ぱっと見は年下に見える。

「試験に向かう途中だったとして、何でこんな森に？」

「それはね、私の村が王都の外にあって、ここを通るのが一番近道だったからだよ。でもちょっと寝坊しちゃって……」

「それで慌てて走ってたわけか」

「うん。リンテンス君は？」

「俺は試験前に身体を動かしとこうと思って」

「そうなんだ」

　シトネとの話が進んでいく。彼女がこの森にきた理由とか、目的はわかった。

　って違う！

　そこも気になっていたけど、一番知りたいのはそこじゃない。もっとこう……見た目のことだ。

「あのさ……その耳と尻尾って……本物？」

「え？　うん、本物だよ」

　本物か。ということは、やっぱり彼女は――

「先祖返りなのか」

「うん」

　先祖返り。今から数千年以上昔には、人間以外にもたくさんの種族が存在したらしい。

　そのうちの一つに獣人種と言う、獣と人間が混ざり合ったような種族がいた。

　現代ではいなくなってしまった種族だけど、遺伝子は俺たちの中に残っていて、時折その遺伝の影響から、先祖の姿が身体に現れることがある。

　彼女の場合は見た目通り、狐の獣人を先祖に持っているのだろう。文献で見たり、話には聞いていたから知識としては知っていた。実際に見るのは初めてだし、ちょっと興奮する。

「さ、さ、触ってみてもいいか？」

「えぇ？」

「や、やっぱり駄目か？」

「別に……いいけど」

　シトネは恥ずかしそうに……ではなく、困惑したように頷うなずいた。その理由に心当たりはあるが、今の俺はあまり気にしていない。彼女の尻尾と耳に触れたくてソワソワしている。

「じゃ、じゃあ……」

　モフモフ、ふわふわ。おお……なんて気持ちいい肌触りなんだろう。ちょっと固めだけど、俺にはちょうどいい質感だ。抱き枕にしたらあっという間に夢の中に行けそうな予感がする。

「ぅ……くすぐったいよぉ」

「あ、あーごめん。ありがとう」

「……リンテンス君って変な人？」

「うっ、違うぞ」

　今の行動からして反論になっていないが……しまったな。こういう行動力は師匠に似てきてしまったのだろうか。

「急にごめん」

「ううん。リンテンス君は……普通に接してくれるんだね」

「え、あぁ……そういう偏見はないからな」

「ありがとう！　ちょっと嬉しかった」

　えへへっと言いながら笑うシトネ。その笑顔は優しくて、淡くて、守ってあげたいと思える笑顔だった。

「あっ！」

「え、何？」

　急に大きな声を出したシトネ。驚いた俺に向かって、彼女は時計を確認しながら言う。

「時間だよ時間！」

「時間？」

　俺は徐おもむろに自分が持っていた時計を眺めた。午前七時半。俺が屋敷を出たのは五時で、森に到着したのは六時前だったか。

「もうこんな時間か」

「何でそんなに冷静なの？　試験開始まで一時間しかないんだよ！」

「ああ、そうだな」

「そうだなって……」

　焦っているシトネを見ながら、俺は最初、首を傾かしげた。

　気付いたのは数秒考えた後のこと。試験開始は八時半で、受付開始は八時から。開始時間が早いのは一日のうちに試験を終えるため。そして、ここは王都郊外にある広い森で、試験会場となる学校は遠く離れた王都中心部。歩いて三時間、頑張って走っても一時間以上は確実にかかる距離だ。

「どうしよう、どうしようどうしよう……今日まで頑張ってきたのに、こんなの……」

　シトネの瞳が涙で潤んでいる。今日の試験にかけた想いがあるのが伝わる。そもそも寝坊しなければ……とか無粋なことを口にする場合でもないか。

「大丈夫だよ、間に合うから」

「え？　でも時間……この距離は――」

　ブツブツ言うシトネに手を伸ばし、背中に手を回して抱き寄せ持ち上げる。お姫様だっこというやつだ。

「よし」

「え……えぇ!?　リンテンス君？」

　あわあわと可愛らしく動揺しているシトネ。頬を赤く染め恥ずかしさに耐えているのがわかる。そんな彼女に対して、俺は優しく微笑みながら格好つけたセリフを吐く。

「心配しなくていいよ」

「リンテンス……君？」

「しっかり掴まっていて」

　力いっぱいに地面を蹴る。次に見えた景色は、森の中の薄暗さを忘れさせるだろう。

　青い空と、東から昇った太陽の明るさ。広大な森を上から眺めて、大きな木の枝を踏み台にして、さらに前へと進む。

「えぇ！　何でこんなに速く動けるの？」

「何でって、強化魔術を使ってるからね」

「強化魔術……だけ？　それだけでこんなに？」

「うん」

　シトネは驚いているけど、師匠はもっと速いぞ。強化魔術の効果は、流す魔力量と速度に比例して変化する。大量の魔力を速く滞りなく循環させる。原理は単純だけど、これを極めた魔術師はほとんどいない。と、以前に師匠が言っていた。

　強化魔術に時間をかけるくらいなら、他の属性魔術に時間をかけたほうが有意義だと、多くの魔術師が考えているからだ。

　実際、それは正しい。でも、雷魔術しか使えない俺にとって、強化魔術は大切な術の一つ。ここまで極められたのは、あの日に全てを失った恩恵だな。

「凄い……凄いよリンテンス君！」

「はっはは、ありがとう。でも舌噛かまないようにね？　もうちょっと速度上げるから」

　森から試験会場まで。今の俺なら三十分もあれば余裕でたどり着ける。そうじゃなかったら、時間を気にせず朝練なんてしていないよ。




◇◇◇




「わぁ～。ここが王都の街なんだ」

「ん？　もしかして初めて？」

「うん！　噂には聞いてたけど、すっごく広くて大きいんだね」

　シトネは俺に抱きかかえられながら王都の街を見下ろしている。

　建物から建物へと飛び移りながら、よく見えるようにあえて高く跳んだり。こうして街を改めて見ると、確かにスケールの大きさを感じる。

　特殊な石でできた建物もあれば、木造建築もチラホラ。街道には屋台なんかもあって、昼間は大勢の人で賑にぎわうことだろう。

　王都は円形をしていて、外と内を高く分厚い壁で隔てている。外に近いほど平民が多く住み、中心部の王城に近いほど、貴族たちが暮らす屋敷が多い。中心部へ近づくにつれ、建物の雰囲気は変わっていった。どこもかしこも豪華で大きい家ばかりだ。

　金色の銅像なんて建っている屋敷もあったな。俺はあんまり好きじゃないけど、金色って金持ちっぽくて好まれるのか？

「シトネ、学校が見えてきたぞ」

「本当？」

「ああ、ちょうど目の前だ」

　王城のすぐ前。立派な時計塔をシンボルとする校舎が見える。横長の五階建ての校舎の他には、訓練用の闘技場、人工の森や湖なんかも用意されている。

　敷地面積だけでいえば、王城よりも広いのではないだろうか。

「この辺りで下りようか」

「うん！」

　魔術学校は特殊な結界で覆われている。一定以上の魔力を行使していると、その結界を通ることはできない。強化魔術と言えど例外じゃない。

「ほいっと」

　そういうわけで、近くの広い道に下り、抱きかかえていたシトネを下ろす。一応時計を確認して、午前七時五十五分だったことにほっとする。

「これで間に合うな」

「うん……ありがとうリンテンス君！」

「おっ、シトネ？」

　急に抱き着いてきたシトネ。予期せぬ行動に対応が遅れて、俺は数歩後ずさる。

「お陰で試験を受けられるよ。本当にありがとう」

「い、いや……遅れそうだったのは俺のせいでもあるし。せっかく知り合えたんだから、お互い合格して仲良くしたいからな」

　とかそれっぽい理由を口にして、抱き着く彼女へと視線を下ろす。移動中はわからなかったけど、何だかいい匂いがする。

　これが女の子の匂いってやつか？

　モフモフの尻尾がふりふり動いていて、喜んでいるようにも見えるし。

　可愛いな……もう。

「そ、そろそろ離れてくれる？」

「あっ、ごめんなさい」

　まったく、いろんな意味で頭が疲れたな。師匠と戦う時とは違った緊張感がある。

「さぁ行こう。もうすぐ受付が始まるよ」

「うん！」

　俺たちは横に並んで歩き始めた。すでに魔術学校の校舎は見えている。空から見た全体像と、地上の正面から見る景色は、違った印象があるな。さっきよりも校舎が大きく感じられる。

「受付は正門を入ってすぐだよね？」

「いや、受験者が多いから、毎年闘技場に一旦集合するって聞いたな」

「今年も多いのかな～」

「例に漏れず多いだろ。最低でも千五百……多ければその倍って年もあったかな」

「うぅ……大丈夫かな」

　自信なげに顔を伏せるシトネ。母数の多さを改めて感じると、誰だって不安になるか。

　たぶんこれが普通の反応なのだろう。適当なことは言えないが、森での見事な治癒魔術を思い出す。

「シトネなら大丈夫だろ」

「え？」

「さっきの治癒魔術一つでわかるよ。相当な訓練をしてきたんだなーってことはさ。それに頑張ったんだって自信を持てなきゃ、合格なんてできないと思うぞ」

　なんて偉そうに言っているが、あの頃の落ち込んでいた自分にも当てはまる。まったく耳に痛いセリフを言えるようになったな。自分のことは棚に上げて、だけど。

「リンテンス君……ありがとう。君は優しい人だね」

「別に他意はないからな」

「えっへへ、お陰で少し安心したよ」

　それは何より。と、思いつつ俺たちは正門を潜くぐった。

　黒い鉄柵で囲まれた敷地内への第一歩は、大した意識もせずに踏みしめる。

　そして、たぶんこの辺りからだったのだろう。周囲の視線が多くなったのは。だだっ広い敷地内の道をまっすぐ進み、校舎の手前で左に曲がる。

　さらに進むと、訓練に使われる闘技場にたどり着く。コロシアムと呼ばれる円形闘技場であり、実技訓練の他にも様々な行事で使われるとか。

　ちなみにさらにその奥へ進むと、人工の森と湖があって、そこも訓練場の一つとなっているらしい。

「リンテンス君あそこ！」

「ああ、受付だな」

　闘技場前に簡易テントがずらっと張られている。各テントに受付の職員が配置され、名前やその他の情報を用紙に記載する。一応受験料を取られるが、微々たる金額だ。

「おはようございます。こちらにお名前と生年月日、居住区を書いてください」

「はい」

　俺とシトネは並んで用紙に記入した。一年は三百六十五日、一から十二の月に分かれ、各月の平均は三十日。ちなみに今日は四月一日。用紙の記入は同時に終わり、二枚重ねて受付のお姉さんに渡す。

「確認しますね。シトネさんと、リンテンス・エメロード君？」

　後半の家名が少々上がり気味な発音だった。お姉さんは俺の顔をじっと見つめる。

「あなた……エメロード家の……」

「はい」

「……そう。確認が取れましたのでこちらをお渡しします。試験開始時には必ず闘技場内へ入っていてください」

「わかりました」

　微妙な空気のまま、お姉さんから受験票をもらう。そのまま受付を離れて闘技場に向かうが、後ろからの視線が刺さるようだ。

　すると――

「リンテンス君って貴族だったの？」

「え、ああ……一応な」

「一応？」

「色々あるんだよ」

　名前の後ろに家名がついているのは、貴族の家柄に属する者だけだ。

　加えてエメロード家は名門の一つ。今ではいろんな意味で有名となり、王都内で知らない者は少ないだろう。特にこの学校では……。

「おい見ろよ、あれ」

「ん？　あ、もしかしてあいつが例の神童？」

「元だよ元神童。今じゃ一種類しか属性が使えない落ちこぼれだってさ」

「一種類とか……よくそれで試験を受けようとか思ったな」

　笑い声が聞こえる。陰口もチラホラ耳に入る。わかっていたことだが、やっぱり気分が悪いな。ため息もいつもより大きく出る。

「はぁ……」

「ねぇ、リンテンス君……みんながさっきからその……」

「ああ、俺のことだよ。元神童の落ちこぼれ。十歳までは十一種の属性が扱えて、神童なんて呼ばれてたんだけど、雷に打たれてからは雷属性の魔術しか使えなくなったんだ」

「そ、そうだったんだ……ごめんなさい。変なこと聞いちゃって」

「別にいいよ。今はそんなに気にしてないから」

　実際あまり気にしてはいない。他人にとやかく言われようと、実力を見せつければいい。この後の試験で、それを嫌と言うほど教えてやる。それにあの手の連中は相手にするだけ無駄だ。と、最初は思っていたんだ。

「ていうかあれ、隣にいる奴もやばいな」

「あー思った？　先祖返りだよな。動物の耳と尻尾って……臭いんじゃない」

　なぜか陰口の矛先がシトネに向く。先祖返りであることは、現代では快く思われていない。人間になりそこなった半端者。知性より本能でしか動くことのできない劣等種族と呼ばれている。彼らがシトネに向ける視線は、彼女をあざ笑い馬鹿にするものだった。

「あいつの従者か？　さっすが貴族、面白いおもちゃを持ってるな」

「ぅ……」

　シトネの悲しそうな瞳が見える。

　そしたら――

「まったく……ごちゃごちゃうるさいんだよ。陰口しか言えないなんて、とんだ腰抜けしかいないのか？」

　俺の口は無意識に、彼らに対して悪態をついていた。これにはシトネも驚いて、しゃべった自分自身も驚いている。相手にするだけ無駄だと、わかっていたはずなんだけどな。

「言いたいことがあるなら堂々と言えばいいだろ？　それとも後が怖くて言えないのか？　お前たち程度じゃ、どうせ試験には受からないから安心するといいよ」

「リンテンス君？」

　自分でも不思議だった。別に自分の性格がいいとか思ったことはないけど、こんなにも嫌味なセリフを堂々と言えてしまうなんて。

「てめぇ……俺たちに言ってんのか？」

「さぁな。でも反応したってことは、自覚があるってことだろ？」

　ニヤリと笑う。男たちは怒りで眉間にしわを寄せ、中途半端に突っかかってくる。

「ふざけてんじゃねーぞ！　お前こそ受かると思ってんのか？」

「当たり前だろ。俺のほうが強い」

「はぁ？　馬鹿を言って――」

「どうせすぐにわかる。受験者……いや、この学校で誰が一番優れた魔術師なのか！　それを証明してやる」

　無性に腹が立つ。どうしようもなく苛立って、この場で戦いを始めたいとすら思う。そんな気持ちを抑え込んで、俺は彼らに宣言した。

「リンテンス……君」

「そうだろ？　シトネ」

「……うん！」

　ちょっとは元気になったか。対して周囲の奴らは俺への敵意をむき出しにしている。

「はっ！　だったら見せてもらおうじゃねーか！」

「心配しなくてもすぐわかると言ったろ？」

「ちっ……後悔させてやる」




　闘技場に向かって歩く俺とシトネ。周囲の視線はあれど、今はもう気にしない。

「ごめんね、リンテンス君」

「何でシトネが謝るんだ？　陰口を言っていたのはあいつらだぞ」

「でも……私が一緒にいたせいもあるし」

「はぁ、それを言うなら俺と一緒にいるシトネのほうが変な目で見られるぞ？　落ちこぼれなんかと一緒に歩いてるって。嫌なら今からでも離れて歩く？」

「嫌じゃないよ。リンテンス君が強くて優しい人だって、私は知っているから」

　そう言って、シトネは俺を見上げる。身長差のせいか、上目遣いでうっとりしているようにも見えて、思わずドキッとしてしまう。

「まぁ何であれ、俺たちのやることは変わらない」

「うん！」




　試験は三段階に渡って行われる。

　まず一つ、最初に行われる筆記試験。これは魔術に関する基礎や歴史をどれだけ理解し、記憶しているかを試される。

　続いて正午にかけて、実技試験が行われる。特別な装置によって魔力量を測定したり、魔術師としての適性やセンスを数値化される。

　この二つの試験はそれほど難しくない。大会で言えば予選と言ってもいい。大変なのは午後に行われる実戦試験だ。

「リンテンス君！」

「シトネ、実技は終わったのか？」

「うん！　そっちも？」

「見ての通りだ」

　お互いに二つの試験を終え、今は昼休憩の時間。実戦試験と実践試験の間には、一時間の休憩が設けられている。その間に昼食をとり、午後に備えるというわけだ。

「シトネはどうだった？」

「う～ん、手ごたえはあったと思う。リンテンス君は？」

「俺は大丈夫だよ。実技はまぁあれだけど、筆記は満点を狙えるんじゃないかな？」

「本当？　凄いね！」

「たぶんだけど」

　基礎は死ぬほど叩き込まれたし、歴史についても全部暗記している。これくらいできて普通だと、師匠に煽あおられながら勉強した日々が懐かしいよ。

「残すは一つ……か」

「うん。午後の実戦試験だね」

「ああ。例年通りなら、全員を森に放って三分の一が残るまでサバイバルか」

「だと思うよ。いっちばん大変な試験って聞くよね」

　実戦試験の内容は毎年変わらない。

　闘技場の奥にある森へ入り、受験者全員での大乱闘。特性のブレスレットを装着していて、それが破壊されたら脱落。三分の一が残るまで続け、最終的に何人を倒せたのか、どれだけ生き残れたかが評価される。ブレスレット破壊という明確なターゲットはあるものの、毎年何人かは大怪我をする危険な試験だ。

「頑張らなきゃ」

「ああ。それでさシトネ、俺から提案があるんだけど」

「ん？」




◇◇◇




「予定時刻となりました。ただいまより最終試験を開始します」

　パンと森中に響き渡る音を合図に、受験者は一斉に森へ入る。いきなり乱戦にならないよう、スタート地点は十か所に分けられていた。さらに開始二分間は非戦闘時間として、戦うことは反則となる。

「ここの木って全部大きいんだね」

「たぶん普通の木じゃないな」

　見た目は今朝いた森と同じだが、スケールが三倍違う。

　一本一本が桁違いに高く、幹の太さと葉の量も倍以上だ。詳しいことはわからないけど、魔術的な要素を盛り込んで育てられた木々なのだろう。さて、そんなことを言っている間に非戦闘時間は終わった。

「リンテンス君」

「ああ、途端にこれか」

　わかっていたことだが、清々しいほどクズだな。

「クククッ、また会ったな～。落ちこぼれの元神童君。相変わらず二人仲良さそうだね」

「そっちは随分人が増えたな」

　木々の陰からゾロゾロと人が出てくる。ざっと数えて二十人か。

　俺たちをぐるっと取り囲み、逃げ場をなくしている。こういう状況になるのは、最初から予想できた。大勢で徒党を組んで挑むのは、実戦試験ではよくあることらしいからな。

　それでもシトネは苦い顔をして言う。

「卑ひ怯きょう者」

「おいおい人聞きの悪いこと言うなよ。これはあくまで戦略だ。撃破数以前に三分の一に残ってないと話にならないからね。まず人数を集めるのは常識さ。そこの能無しじゃ考えが及ばなかったみたいだけど」

　ゲラゲラと笑うその他大勢。気品も何も感じられない下品な笑い方だ。

「まぁ卑怯かどうかはいいだろ。こっちも二人だからな」

「うっ……確かに」

　こうなるだろうとわかっていたから、俺もシトネに協力しようと提案した。他の受験者たちも、それぞれ徒党を組んでいる頃だろう。ルールでは禁止されていないので違反とはならない。

　しかしまぁ……。

「二十か」

「ククッ、怖おじ気けづいたか？　今なら泣いて謝れば許してやっても――」

「少なすぎるだろ」

「……何だと？」

　男の顔が険しくなる。俺は大げさに両手を広げて言う。

「少なすぎるって言ったんだよ。二十なんていないのと一緒だ」

「てめぇ……状況が理解できてないのか？」

「こっちのセリフだ。俺を倒したいなら、最低でも受験者の半数は連れて来ないと駄目だな」

「っ――余裕ぶっこけるのも今のうちだぞ！」

　余裕じゃない。もちろん油断でもない。これは紛れもない確信だ。今の俺なら、受験者相手に負けることはない。そんなことあっちゃいけない。なぜなら俺は、あの人の弟子だから。

　円陣術式が次々に展開される。狙いは当然、俺だ。ほぼ全ての方向から一斉に発射されれば、逃げ場がない。

「リンテンス君……」

「大丈夫。俺の傍そばを離れないで」

　俺は右腕を高く上げて、人差し指を突き出す。本来は一方向に打ち出す技だけど、四方八方に敵がいるなら、あえて拡散させて放つまで。

　さて、開戦の狼煙のろしを上げようか。四年半の修行の末に編み出した新術式のお披露目だ。師匠以外に見せるのは、これが初めてだが、とくと見せてやろう。

「終わりだ、落ちこぼれが！」

「いいや、これから落ちるのはお前たちだよ」

　色しき源げん雷らい術じゅつ――

「赤せき雷らい」

　人差し指から周囲に散る赤い稲妻。一瞬にして拡散された攻撃によって円陣術式を抉り破壊し、術者もろとも弾はじき飛ばす。地面には衝撃で大きな穴が点々と開き、敵意を向けていた二十人のうち十六名が、力なく地面に倒れ込む。

「ば、馬鹿な……」

「あれ？　全員やっつけたと思ったが、加減しすぎたか？」

　唖然とする男に、俺は不敵に笑う。

　緑の森に走る赤い稲妻によって、俺たちを取り囲み、勝ち誇ったような態度をとっていた連中は、意識を失い地面を舐めている。もっとも、全員を一撃でというわけにはいかなかったが。

「面倒なルールだな。殺さないように手加減しなきゃならない」

　一、二……四人か。リーダーっぽい男を含めて、四人がまだ立っている。全員男性で、うち一人はフラフラだ。

「ば、馬鹿な……赤い雷？　何なんだ今のは！」
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「雷の魔術だよ。俺はそれしか使えないからな」

「くっ……お前たち集まれ！」

　男が離れて立っていた三人に指示を出す。三人は急いで彼の元へ集まり、前に三人、後ろに一人の陣形をとる。

「わざわざ一か所に集まるなよ。狙ってくれと言っているようなものだぞ？」

　俺は右手を前にかざす。すると、後方三人が両手を合わせ、円陣術式が展開される。円陣の円にそって緑色の半透明な壁を生成。自分たちをドーム状に囲い防御する。

「結界障壁か」

　それも三人合わせて強化しているな。

　結界障壁は無属性魔術の一つ。強化魔術と同様、起源に刻まれた属性とは関係なく、修練によって会得できる。使っているのは後ろの三人だけ。残った一人、リーダー格の男は両手を前にかざし、術式を展開する。

「これで俺には手出しできないだろ？」

「なるほど。結界障壁は、お前の術式が完成するまでの時間稼ぎか」

　男はニヤリと笑う。彼が展開している術式は未完成。おそらくだが、それなりに高度な術式を発動しようとしているようだ。とは言え、彼の力量では瞬時に発動できないから、他の三人が守りの壁を維持していると。

「随分と他人任せなんだな」

「はっ！　余裕ぶっこいてられるのも今のうちだぞ。この術式は俺の家に代々伝わる奥義だ。その威力は岩をも砕く」

「岩を……ねぇ」

　その程度の術か、と正直ガッカリした。俺が知らない新しい術式なら、一度は見てもいいかと思ったんだけどな。所詮はこいつも、師匠には及ばない。

　それに……俺はチラッと隣を見る。

　今は一人じゃないし、好奇心で彼女まで巻き込むのも忍びない。そろそろ他の受験者たちも集まってくるかもしれない。

「悪いけど、その術式が発動する前に終わらせてもらうぞ」

「無駄だ！　いくらお前の雷でも、三人で重ねた結界障壁は破れ――」

「――赤雷」

　右腕から放たれた赤い稲妻は、いともたやすく結界を抉り、後ろの三人を吹き飛ばした。残された男は、術式構成を中断して、両腕をダランと下げる。

「う、嘘だろ……」

「赤雷はただの雷じゃない。穿うがち、貫くという性質をより強化した雷だ。鋼鉄だろうと結界だろうと、俺の魔力が勝っていれば、赤雷に貫けないものはない。絶縁体とかは、さすがに厳しいけどな」

　三人で重ねた結界障壁は確かに強固だった。並の魔術師なら、突破するのに大半の魔力を消費しなければならない。だけど、俺にとってはその程度なら、薄くて脆い壁でしかなかった。

「そ、そんな……雷魔術しか使えない落ちこぼれに……」

「負けるなんてありえない？　たぶん俺も、五年前だったら同じように思ってただろうな」

　神童と呼ばれ、周囲から期待されていた俺は、無意識に他者を見下していた。もしもあの日、全てを失っていなければ、ここで膝をついていたのは俺だったかもしれない。昔の自分を鏡で見せられているようで、気分はよくないな。

「終わりにしよう」

「く、くそが！　この落ちこぼれが！」

　最後の一瞬まで罵声か。俺は呆あきれながら、彼の意識を刈り取り、ブレスレットを破壊した。周囲に倒れている者たちも、ブレスレットは破壊されている。これで撃破数は二十。我ながら順調な滑り出しではあるか。

「待たせてごめんな、シトネ」

「ううん。やっぱり凄いね、リンテンス君は」

「そうでもないさ。あいつらがもっと冷静なら、こうもあっさり倒せてなかったと思うぞ。まぁ結果は変わらなかったと思うけど」

　話している俺たち二人の周囲から、ドンパチ魔術がぶつかり合う音が聞こえてくる。一仕事終えたような気になってしまいそうだけど、まだまだ試験は始まったばかり。

「のんびりしている場合じゃないか」

「うん！　今度は私が頑張る番だよ」

　張り切って握り拳を作るシトネ。実戦試験の成績は、最後まで生き残ることと、撃破数で決まる。逃げ回っているだけでも片方の条件は満たせるが、さすがに撃破数ゼロでは評価も低い。

「じゃあ次の相手はシトネに任せようかな」

「任せて！」




◇◇◇




　森の中を歩く三人の影。予想通り、他の受験者たちも協力関係を築き、チームやコンビで試験に挑んでいる。三人とも周囲を警戒している様子だ。

「いつ敵が襲ってくるかわからない。気を抜くなよ」

「大丈夫よ。近づいてくれば私の探知術式に反応するわ」

　探知領域。結界魔術の応用で、術者を中心とした円内に侵入した敵を感知できる。一定以上魔力を帯びた生物を対象としており、無機物や魔力の弱い者の感知はできない。

　また、守り防ぐ結界ではないため、接近そのものを妨害することも叶わない。対象の速度が対応不可能な速さであれば、感知しても間に合わないだろう。

　故に――パリン！

「なっ、腕輪が！」

「狙撃だと!?」

　さらに二発。光の矢が残りの二つのブレスレットを破壊する。

　術者の距離は百メートルを超える先。太い木の枝に乗って光の弓を構えるシトネが、破壊を確認してガッツポーズをとる。

「よし！」

「え、当たったのか？」

「うん！　三人撃破だよ」

　残念ながら俺には全然見えない。木や葉っぱが邪魔だし、距離が離れていて腕まで見えないぞ。

「よく見えるな」

「私は目がいいからね」

　えっへんと効果音が聞こえるように、彼女は胸を張った。

「千里眼でも持ってるのか？」

「ううん、私の場合はただ普通の人より目がいいだけだよ」

　純粋な身体機能か。これも先祖返りの影響とかなのかもしれない。

　加えて、彼女が使用しているのは光弓術式。光属性魔術の一つで、高密度に圧縮された魔力の形状を変化させ、様々な武器や道具として使うことができる術式だ。

　高度な魔力コントロールと、術式を維持し続けるだけの魔力量が必要となる高等術式。これを使えるだけでも、シトネの実力は相当なものだろう。

　それにしても……。

「てっきり腰のそれで戦うかと思ったよ」

　彼女の左腰には剣が装備されていた。変わった形の剣だ。確か大陸の東側に伝わる剣の一つで、名前は刀という。

「私も最初はそう思ったんだけどね。予想より乱戦になりそうだし、今はこっちのほうが戦いやすいかなって」

「なるほどね。ちなみにどっちのほうが得意なんだ？」

「どっち？」

「弓それと刀それ」

　俺は順番に指をさしながら尋ねた。すると彼女は、迷うことなく腰に装備した剣に触れる。

「こっちだよ」

　それを聞いて、彼女が優れた魔術師だと再確認させられた。地形や相手、ルールに合わせて戦い方を変える。そういうことができるのは、多くの手札を持っている者だけだ。

　何より彼女も、魔術だけに固執していない。師匠がよく言っていた。優れた魔術師であるほど、様々な技術に精通しているものだと。

「今度、シトネとも手合わせしてみたいな」

「えっ、ちょっ……ちょっと私は遠慮したいなぁ」

　なんて会話をしていると、試験中だということをまた忘れそうになる。

「さて、次は俺も戦うぞ」

「うん！　頑張って特待クラスに入らないとね」

「ああ」

　合格者百五十名は、五つのクラスに分けられる。その中でも、成績上位三十人のみが在籍を許されるのが特待クラスだ。聖域者を目指すなら、特待クラスに在籍していることが最低条件。

　卒業時に特待クラス首席の座にいることで、神への挑戦権が得られる。特待クラスの顔ぶれは、入学時点からほぼ変わらないという。

　つまり――

「聖域者になるなら、ここで特待クラスにならなきゃ駄目ってことだ」

「うん！」

　迫りくる受験者を、俺とシトネはバッタバッタとなぎ倒す。

　聖域者になれるのはたったの一人だけ。欲を言えば、特待クラスに入るだけじゃなくて、首席合格を目指したい。というわけだから……。

「ここからは暴れるぞ」




　そして――試験開始から一時間三十分後。バンと高い爆発音が森中に響き、魔道具による放送が流れる。

「規定人数に達しました！　現時刻をもって実戦試験は終了とします」

「ふぅ、終わったか」

「みたいだね」

　俺たちがいる森の一部は、木々が倒れ、大地は抉れ、見るも無残なありさまだ。成績のためとは言え、少々やりすぎたかもしれない。周囲にはブレスレットを破壊され、倒れている他の受験者たちの姿がある。

「さすがに疲れたな」

「そうだね。何だか途中から、もの凄く狙われてた気がするけど……」

「やっぱりシトネもそう思う？」

「うん」

　森を駆けまわりながら受験者たちを倒していた俺たちだけど、残り五分はずっと同じ場所で戦っていた。というのも、次から次へと新しい受験者が襲いかかってきて、その対処に追われたからだ。

　俺としては探す手間が省けてラッキーだったけど。

「示し合わせた感じもなかったし、ただ偶然戦いの真ん中に来ちゃったのかもな」

「だとしたら災難だね」

　あははは、とかれた笑いを見せるシトネ。その後、生き残った受験者たちと共に、森を出て闘技場へ戻る。

　闘技場に設けられたでかい看板には、実戦試験の順位がババンと表示されていた。

「リンテンス君！」

「ああ」

　実戦試験撃破数トップ――リンテンス・エメロード。

　撃破数は過去最多の二九九人。二位と百以上の差をつけて、堂々の一位だった。

「凄いよリンテンス君！」

「ありがとう。そういうシトネだって、五位に名前があるだろ？」

「え？　あ、ホントだ！」

　シトネの撃破数は七十二人。彼女もまた上位に名を連ねる一人になっていた。

「これにて全行程は終了いたしました。受験者の皆様は速やかに試験会場から退室してください」

　闘技場にアナウンスが流れた。八時半から始まった入学試験は、十五時半をもって終了となる。

　合格者の発表は一週間後の正午。魔術学校の門前にでかく貼り出される予定だ。それまで受験者は、ソワソワしながら待つことになる。遠方から来ている者は、王都で宿を取って一週間を過ごす者が多い。

「終わったねー」

「ああ」

　ぐぐっと俺は背伸びをした。最後の実戦試験が予想より大変で、身体に疲れを感じる。

　ゾロゾロと帰宅する受験者たちを見ながら、自分も早く帰りたいと思ったが、ふとシトネはどうするのかが気になる。

「シトネはどうするんだ？　一旦戻るのか？」

「ううん。合格発表までは王都に残るつもりだよ。私の村までけっこう距離もあるしね」

「ふぅん、宿は？」

「あっ……」

　シトネがぴたりと止まる。予想通り、宿泊のための宿はとっていないらしい。あれだけ慌てていれば、当たり前だろう。

「わ、忘れてたよ。今から安いところを探しに行かなきゃ」

「たぶんもう空いてないぞ」

「えっ、そうなの？」

「そりゃそうだろ。今の時期は他の受験者だって宿泊するし、安いところなんて間違いなく満室だよ」

「そ、そうなんだ……うぅ、あんまりお金持ってきてないよお」

　シトネは小さな声で「どうしよう、どうしよう」と呟いている。本気で困っている様子なのは、誰がどう見ても明らかだ。遠方なのに馬車も使わず走って来るくらいだし、色々と大変なのだろう。

「一週間くらいなら野宿も……ありかな」

　とか言い出して、さすがによくないと思った。野宿という時点で危険なのに、女の子が一人でというオプション付き。これは本当によくない虫がつきそうだ。

　このまま放っておくと、本気で野宿しそうだな。せっかく知り合えた縁もある。ここは紳士的に、彼女を守るための提案をしよう。

「おほんっ、シトネ」

「はい？」

「もしよければなんだが、俺の屋敷に泊まるか？」

「え……いいの？」

「ああ。まぁ屋敷と言っても小さいし、使用人もいないから大したもてなしはできないけどさ。シトネがそれでもよければ」

「ぜひお願いします！」

　俺が最後まで言い切る前に、シトネは俺の手をがしっと掴んでそう言った。キラキラと目を輝かせ、尻尾を横にふりふりしながら。あまりに回答が早すぎて、提案した俺のほうが驚いてしまっている。

　一応、男の家に誘われているんだぞ？

　とか思いつつ彼女の表情を見るが、そんなことは微み塵じんも考えていなさそうで呆れてしまう。意識しているこっちが恥ずかしい。

「じゃあ決まりだな」

「うん！　ありがとう、リンテンス君」

「どういたしまして。まっ、これからも共に学校生活を送る仲間だしな」

「合格発表はまだだよ？」

「間違いなく受かってる。俺もシトネも」

「す、凄い自信だね……でもそっか！　そうだよね」

　実戦試験で上位に食い込んだ二人だ。余程午前の試験で悪い評価を得ていない限り、落ちることはないだろう。俺としては、首席で合格できているかが気になって仕方がない、という感じかな。

「さて、それじゃ行こうか」

「うん！　お世話になります」

　そう言って深々と頭を下げるシトネ。俺は大げさだと笑いながら、彼女をつれて屋敷へ向かう。




◇◇◇




「わぁ～。おっきな屋敷だね」

「そう？　他の貴族たちの屋敷に比べたら、小屋みたいな大きさだよ」

「そうなの!?　貴族って凄い」

　シトネはふむふむと頷きながら屋敷を右から左へ見渡していた。もの珍しそうに見ている彼女を見ていると、何だかこっちまで楽しくなる。動きや言動が野性っぽくて可愛らしい。ケモノ臭いとか言っていた奴らは、本当に見る目がないな。

「リンテンス君は一人でここに住んでるの？」

「ん？　ああ、普段はね」

「普段は？」

　シトネは小さく首を傾げる。

「今は師匠が一緒にいるよ」

「リンテンス君の師匠！　どんな人なのかな？」

　急に興味津々の様子を見せるシトネ。その目は好奇心に満ちていた。

「う～ん、会えばわかるよ」

　だから、俺はあえて教えない。言葉通り、会って知るほうがインパクトも大きいと思うから。彼女がどんなリアクションをするのか楽しみだ。

　俺は玄関の扉を開けて中に入る。師匠のことだから、俺の帰宅は感知しているだろう。

　予想通り、俺たちが玄関に入ると……。

「ただいま、師匠」

「おかえりなさい、リンテンス」

　師匠が笑顔で出迎えてくれた。そしてすぐ、師匠の視線は俺ではなく、隣にいる彼女へ向く。

「おや？」

　師匠はシトネを見て驚いた後、ニヤっと笑って俺に言う。

「おやおやおや、入学前から恋人を作ってくるとは、僕の弟子は中々にプレイボーイだね～」

「ちょっ――」

「こ、恋人!?」

　かーっと顔が赤くなる。チラッと見えたシトネの頬も、赤くなっているのがわかった。

「違いますから。からかわないでくださいよ、師匠」

「おや、そうだったのかい？　これはこれは早とちりを失礼した。初めまして可愛らしいお嬢さん、僕はアルフォース・ギフトレン。彼の師匠だ」

「あ、アルフォースって……あの聖域者のアルフォース様!?」

　シトネは目を丸くした。一歩後ずさり、驚きのあまり身体が後ろに傾いている。

「おっと、僕のことを知っているのかい？」

「そりゃ知っているでしょう。魔術師で師匠のことを知らない人なんていませんよ」

「はっはっはっはっ、確かにそうだね」

　師匠はわざとらしく笑っている。シトネはというと、驚いたまま固まって、しばらく何も言葉を発さなかった。期待通り、いいリアクションだ。

　シトネは唖然としたまま棒立ちしている。自己紹介でもしてもらうつもりだったが、どうやら難しそうだ。と思っていたら、師匠も同じことを思ったようだ。

「リンテンス。僕にも彼女を紹介してもらえるかな？」

「はい。彼女はシトネ、俺と同じ魔術学校入学希望者です。森で朝練してる時に会ったんですが、中々の実力を持ってますよ」

「ほうほう、森で会ったのか。なるほど」

　耳にとまったのはそっちですか。何がなるほど、なのか気になるけど、とりあえずニヤニヤしながら俺を見るのを止めてほしいな。すると、我に返ったシトネが、ピシッと気を付けをして師匠に言う。

「あ、あの！　シトネです！　今日からお世話になります」

「ん？　お世話？」

「あーえっと、実はですね――」

　俺は師匠にことの経緯を説明した。師匠は頷きながら聞いていて、最後まで説明すると、納得したように言う。

「そうかそうか、理解したよ」

「はい。そういうわけなので、合格発表まで泊めてあげたいんですが」

「もちろん僕は構わないよ。そもそもここの家主は君だし、僕だって居候みたいなものだからね」

「ありがとうございます！」

「お礼はリンテンスに言ってあげて」

「はい！」

　シトネは元気よく返事をした。話せるようにはなったけど、変わらずガチガチの態度だな。

　無理もない。俺だって、師匠と初めて会った時は驚いたし、あんな状況じゃなければシトネと同じ態度になっていただろう。

　聖域者アルフォース・ギフトレン。当代最高の魔術師と呼ばれ、魔術師であれば彼を知らぬ者はいない。師匠が残した数々の伝説は、多くの魔術師たちの憧れであり、目標となっている。

　そんな伝説的な人物が……。

「さぁさぁお食べ！　今日は僕のおごりだよ！」

「いや……作ったのは俺ですよ」

　こんなにもあっけらかんとした笑顔で前にいたら、調子も狂うというものだ。自己紹介を終えた後、俺は夕食の準備にとりかかり、今は食堂で三人、テーブルを囲んでいる。

「これ全部リンテンス君が作ったの？」

「ああ」

「凄いね。料理もできちゃうんだ」

「まぁ五年も一人暮らしをしていたら、嫌でも身につくよ」

　今日は特別豪勢にしてみた。シトネもいるし、試験の後だったからな。疲れた身体と魔力を回復するのに、食事はとても重要だ。

「いただきまーす！」

　シトネが料理を口に運ぶ。師匠以外の人に料理を振る舞うなんて初めてだから、妙に緊張してしまう。シトネはパクリと食べて、俺はその反応に注目する。

「美お味いしい！」

　と、ニコニコしながらシトネが言ってくれて、俺はほっとした。料理には多少の自信があったけど、美味しいと言ってもらえるのは嬉しいな。

「とっても美味しいよ、リンテンス君！」

「ありがとう。口に合ったみたいでよかったよ」

「中々に絶品だろう？　この屋敷にいれば、毎日この料理が食べられるんだ」

「最高ですね」

「うん間違いない。そこいらの高級宿屋にも負けないさ」

　とか言いながら、シトネと師匠はパクパク料理を口に運ぶ。さっきまで畏縮していたシトネも、すっかり調子を取り戻したようだ。

「何だか意外です」

「ん？　何がだい？」

「その……アルフォース様って、もっと怖い人なのかと思ってました」

「はっはっはっ、よく言われるよ」

　そう言って笑う師匠。王国に仇あだなす賊を一人で壊滅させたり、湖に住む精霊と対話という名の戦闘を繰り広げ勝利したり、十日以上続く豪雨に苛立って空を切ったり。師匠の伝説はすさまじいものばかりだ。

　そこから連想される人物像は、豪胆にして英知の結晶。神々しさすら感じられるようなイメージは、当の本人を見れば薄れるだろう。

「僕はみんなが想像するほど大した人間じゃないよ。ただ、他の人よりちょっとだけ魔術が得意なお兄さんだ」

「ちょっとで聖域者になれませんよ」

「はっはっはっ、なれてしまったのだから仕方がないさ」

　飄々としていて、雲のように掴みどころのない人。いや、舞い落ちる花弁のように、掴もうとしてもヒラリと躱かわされる。師匠はそんな感じの人だ。

「羨ましいな～。リンテンス君はアルフォース様に魔術を教えてもらってたんだよね」

「まぁね」

「おや？　もしかして僕との修行に興味があるのかい？」

　シトネの発言に師匠が食いついた。

「え、あ、はい！」

「だったらちょうどいい。実は久々に、リンテンスに色々と指導しようと思っていたんだ。どうだい？　せっかくだし君も交ざってみるかい？」

「本当ですか!?　ぜひお願いします！」

　シトネは即答した。師匠はニコッと笑って言う。

「いい返事だ！　じゃあさっそく明日から始めよう」

「お願いします！」

「本気か？　シトネ」

「もちろんだよ！　こんな機会滅多にないもん」

「まぁそうだけど……」

　何となく予想できるが、彼女がその気なら無粋なことは言うまい。




　翌日――

「じゃあ始めよう！　まずは基礎のおさらいからだ」

「はい！」

　と元気いっぱいに始めたシトネだったが……その一時間後。

「はぁ……はぁ……うぅ、フラフラする」

「大丈夫か？」

「だ、大丈夫……じゃないかも」

　思った通りこうなったか。普段から準備運動感覚でやっている魔力コントロールの練習。今となっては慣れたけど、当初は俺もシトネみたいに体力切れを起こしていたな。

　一旦休ませてあげたいけど……。

「ほーら！　いつまで休んでいるんだい？　まだまだ序の口だよ」

　スパルタな師匠は許してくれない。俺はそれを知っているから、シトネが修行に交ざると言い出した時は反応に困った。

「さぁ張り切っていこうじゃないか！」

「ぅ……吐きそう」

「頑張れシトネ」

　彼女もこれで、師匠の怖さを思い知ったことだろう。










第二章　合格発表と暗殺者




　入学試験が終わり、合格発表までの一週間。一日、二日、三日と過ぎていく。俺とシトネは師匠に扱かれながら、その期間を過ごしていた。スパルタな師匠の修行に耐える日々は、俺にとっては日常で、懐かしさと安心感を感じさせる。

　対してシトネは……。

「つ、ついていくのでやっとだよ！」

　と呼吸を乱し、汗を流しながら頑張っていた。泣き言みたいなセリフを口にしながらも、最後まで食らいつこうとしている姿勢は凄いと思う。師匠もそんなシトネを気に入ったのか、日に日にスパルタ度は増していった。




　五日後。合格発表まで残すところ二日。明後日の正午には、クラス分けと共に張り出される。ある種待ちわびた瞬間が近づき、俺も密ひそかにソワソワしていた。そしてもう一人。

「はぁ」

　落ち着かずソワソワしている彼女が、夜のベランダで一人、星を眺めていた。

「シトネ？」

「あ、リンテンス君」

　時計の針は日を跨またぎ、夜空には真ん丸の月が輝いている。俺はシトネの隣へ歩み寄って、一緒に星を見る。

「眠れないのか？」

「うん」

「合格発表のこと？」

「うん、正解」

「心配しなくてもいいって。あの成績で落ちてるわけないから」

「そうだといいな～」

　シトネは星を見つめながら小さく微笑む。どこか切なげで、表情と言葉が一致していない違和感に気付く。

「そんなに不安か？」

「だってほら、私はこれだから」

　シトネは自分の耳に触れる。彼女は獣人の先祖返りで、たったそれだけのことで周囲の印象は悪い。ケモノ臭いとか、劣等種族とか。あることないこと散々に言われてきたのは、試験の日に伝わった。

「それこそ心配いらないよ。あそこは優秀な魔術師を育てるためだけの学校だ。家柄も、人種も関係ない。注目されるのは才能があるかどうか。シトネは間違いなく、その条件を満たしているよ」

「そう……かな？」

「ああ。師匠も褒めていたしな」

「本当？」

　俺は頷いてから補足する。

「独学にしては洗練されている。磨けばもっと光る石だって。聖域者が言うんだから、もっと自信を持っていいと思うぞ」

「そっか。ありがとう、リンテンス君」

「いや、言ったのは師匠だぞ？」

「うん。でも今、私のことを気にかけてくれるのはリンテンス君でしょ？　だからありがとうって」

　シトネはそう言って微笑んだ。夜空の月明かりのせいか。その笑顔は妖艶で、見み惚とれてしまいそうだ。

「ど、どういたしまして。ちょっとは自信もてたか？」

「うん！　あーでも、明日になったらまた不安になるかも」

「何だそれ」

「だって気になるんだもん。大丈夫かなーって」

　シトネは小さくため息を漏らし、ベランダの柵に腕をのせる。気持ちはわからなくもないけど。

「そんなんじゃ一日もたないぞ」

「う～ん……」

「ならばいい提案があるぞ！」

　唐突に後ろ、ではなく頭上から声が聞こえた。思わず上を振り仰ぐと、プカプカと浮遊して俺たちを見下ろす師匠がいた。

「アルフォース様!?」

「し、師匠!?　いつからそこに？」

「ん？　君たちが話し始めてからだよ」

　つまりずっといたのか。まったく気付かなかった。

「よっと！　話は聞かせてもらったよ。こういう時は年長者である僕に任せたまえ」

　師匠はベランダに降り立って、わざとらしく大げさに、両手をぶおんと振って語り出す。活いき活きとした表情。こういう時の師匠は、何か悪いことを考えている場合が多い。

　俺は疑うたぐり深く師匠をじとーっと見つめる。

「そんな顔をしないでくれ。何、ちょっとした提案だよ」

「……一応聞きましょうか」

「うむ！　明日は君が彼女に王都の街を案内してあげるのはどうかな？」

「えっ、案内ですか？」

　思ったより普通の提案で、少し拍子抜けした。師匠は続けて言う。

「そうだとも！　落ち着かないというのなら、他のことで気を紛らわせればいい。聞けば王都に来たのは初めてだと言うじゃないか。これからのことを考えたら、一度くらいちゃんと案内してあげたほうがいいのではないかな？」

「た、確かにそうですね」

　おかしい。師匠にしてはまともな提案すぎる。いつもならもっととんでもない提案をしてくるのに……何か裏があるんじゃないか？

　とか考えつつ、シトネの意見を聞くことに。

「シトネはどう？」

「ぜひ！」

「お、おう……そうか」

　こっちは予想より食い気味で、ちょっと引いてしまった。さっきまで不安だとか言っていた癖に、ワクワク顔で見てくるんだもんなぁ。

「よーし！　それじゃ明日はデートで決まりだね！」

「で……」

　デート？

　え、あ……いや、そうなるのか。今さら気付いた。師匠が活き活きしていた理由はこれか。今はニヤニヤしているし。

「別にデートじゃないでしょ。というか案内なら師匠もくればいいじゃないですか」

「なーにを言っているんだい君は～。まったく鈍感だな。そんなんじゃモテないぞ～。それとも一人で案内する自信もないのかな？」

　イラッ！

　これが師匠と会ってから、一番イラついた瞬間だった。表情とか言い方とか、何もかもが気に障さわる。

「わかりましたよ！　じゃあ師匠は家から出ないでくださいね！」

「はっはっはっ、仕方ないな～。明日は二人で楽しんできなさい」

「あと食事も自分で作ってください」

「えっ……そ、それは困るな～」

　苦笑いする師匠。なぜなら師匠は料理が超がつくほど下手だから。




◇◇◇




　翌日の朝。俺は普段よりちょっと早めに起きた。いや、今日のことを考えるとソワソワしてしまって、あまり眠れなかったというのが正しい。

「師匠がデートとか言うからだぞ……」

　女の子と二人で街を回る。確かに、それだけ聞けばデートと言われても不思議じゃない。意識していなければ普段通り過ごせたと思うけど、一度考えてしまったら手遅れだ。

　とりあえず朝食を作り、仕方がないので昼食も準備しておく。師匠がお腹なかを空すかせると、わざわざ俺たちのところに乱入してきそうだからな。そうして時間は過ぎ――

「じゃあ行ってきますね、師匠」

「うむ。今日は楽しんできたまえ！　初デートは思い出に残るからね～」

「っ……まだ言いますか」

　料理に薬でも盛っておけばよかったな……まぁ師匠には毒物が効かないけど。

「変なちょっかいは出さないでくださいよ」

「もちろんだとも！」

「もし出したら本当に夕飯抜きにしますからね」

「も、もちろんだとも」

　この反応は、図星だったかな。

「行こうか、シトネ」

「うん！」

　俺とシトネは屋敷に背を向ける。師匠は大きく手を振りながら、いってらっしゃーいと俺たちが見えなくなるまで言っていた。相変わらず師匠は人をからかう時が一番活き活きとしている。

「シトネは行きたいところとかあるか？」

「う～ん、お任せで！」

「了解。じゃあ適当にブラブラしようか」

「うん！」

　俺はシトネに王都の街を案内する。彼女は王都に来るのはこれが初めてだと言っていた。入学試験の日は、急いでいてロクに景色を眺めることもできなかったからな。

　今日は存分にいろんな場所を見て回ろう。

　最初に向かったのは商店街エリア。道具屋、服屋、雑貨屋、飲食店などなど。様々なお店の建物が並び、広場や大通りには露店もある。

「うわ～。すっごい賑わいだね」

「ここは観光客も多く来るから、大体いつもこんな感じだよ」

「目が回っちゃいそうだよ～」

「はっははは、そのうち慣れるさ」

　前も後ろも左右も人だらけ。俺も小さい頃は、人混みに酔ってしまいそうだったな。行き交う人々も個性豊かだ。観光客も多いせいか、服装に統一性はない。

　時折通りかかる貴族らしき人もいれば、庶民らしいラフな格好の人もいて、人間観察が趣味の人には美味しいスポットかもしれないな。

　服装と言えば……。

「シトネは完全防備だな」

「えっ？　あ、うん、こっちのほうが歩きやすいからね」

　出会った時と同じ服装。フードで耳を隠し、長いマントで尻尾を隠している。端から見れば不審者だが、目立つ耳と尻尾を隠していたほうが、彼女にとっては過ごしやすい。

「ごめんな、シトネ」

「何でリンテンス君が謝るの！　悪いのは私が変な見た目だから……」

「変じゃないよ。少なくとも俺は、その耳も尻尾も可愛らしいと思ってるから」

「へっ……」

　は、恥ずかしいな。

　シトネを元気づけようと思って言ったんだが……。

　チラッと彼女を見る。すると、嬉しそうに微笑んでこう答えた。

「ありがとう」

　その後はぐるっと商店街を一周して、学校までの道順を教えたり、生活の中で使いそうな場所を巡ったりした。歩き通しで疲れてきたから、適当に見つけた喫茶店に入ることに。

「どうだった？　王都の街は」

「ぜーんぶ大きい！」

　シトネは両腕をいっぱいに広げてそう言った。ちゃんと楽しんでもらえたようで何よりだ。周囲からの視線は気になったりもしたし、よくない視線もあったけど。この様子じゃ、シトネは気付いていないのかな。

「なぁ、シトネ」

「ん？」

「シトネはさ。何で魔術学校に入ろうと思ったんだ？」

　俺は密かに気になっていたことを質問した。魔術学校に入れば、良くも悪くも目立つ。彼女の容姿、事情を考えれば、大変な道のりであることは言うまでもない。

　周囲からの視線はもちろん、よくない迫害や偏見は多いだろう。それをわかった上で、彼女は試験を受けに来た。

「もちろん！　聖域者になりたいからだよ！　そうすれば、ちょっとは変わるかなーって思ったの」

「変わる？」

「みんなが私を……先祖返りを見る目だよ。今みたいに嫌ーな目じゃなくて、人として認めてもらえるかなって」

　そうして、彼女は語り出す。自分の過去を……決意を。

「私が先祖返りだってわかったのは五歳になった頃なの。それまでは耳も尻尾もなくて、突然出てきたんだ」

　当時、彼女の両親は驚愕した。驚愕して、彼女を恐れた。小さな村ですら、先祖返りに対する偏見は大きかったのだ。そして、彼女は両親に見捨てられ、偶然拾ってくれた老夫婦のところで暮らすことになったらしい。

　幸いにも老夫婦は優しく、彼女を大事に育ててくれたという。

「おじいちゃんとおばあちゃんはとっても優しくて……でも、お父さんとお母さんのことも大好きだったから、何ていうか割りきれなくて」

　さらに悲しいことが起こる。老夫婦が病に倒れ亡くなってしまった。彼女がまだ十歳の時だ。一人になった彼女は、生きるために働いた。石を投げられ罵倒され、迫害を受けながらも、生きるために必死だった。そんな生活を続ける中で、彼女は思った。

「聖域者はとっても偉い人だから。私がなれたら、もう私みたいな思いをする人はいなくなるかもしれないって」

　それは彼女にとって唯一の希望だった。

　他ひ人と事ごとには思えない。シトネの話を聞きながら、心の中でそう思っていた。

　両親に見捨てられる悲しみ。周囲から向けられる蔑んだような視線。理由は違っても、俺はそれらをよく知っている。

　どれだけ時間が経たとうとも、忘れられない記憶というのは存在する。俺も彼女も、それが悲劇と言う点で一致していた。

「えっと、結局はそんな感じの理由で……自分のためかな？　相応ふさわしくないってわかってるんだけどね」

　そう言って、彼女は申し訳なさそうに笑う。俺はそんな彼女に首を振り、答える。

「そんなことないよ。他の誰かが、自分みたいな気持ちになってほしくない。シトネはそう思ってるんだろ？」

「……うん」

「だったらそれは、とても優しくて立派な理由だと思う。少なくとも俺より何倍も誠実だよ」

　俺が聖域者になりたい理由。それを思い返すと、虚むなしく笑えてくる。彼女の話を聞いた後では特に。

「リンテンス君の理由は？」

「聞いても大した理由じゃないぞ？」

「ううん、知りたい」

「……そっか。うん、前に話したと思うけど、小さい頃の俺は神童なんて呼ばれてたんだ。周囲からの期待も大きくて、両親も……優しかった。でも――」

　優しさの方向が違ったのだと、今ではわかる。あの日、雷に打たれて全てが反転した時から、ハリボテだった多くのものは崩れ落ちた。残されたのは自分一人だけ。そんな俺を、師匠が見つけだして、救い上げてくれた。

「まぁ要するに見返したいんだよ。俺を追い出した人たちをさ。ほら、俺のほうこそ自分のためだけ……大したことない理由だろ？」

「ううん、そんなことない」

「ありがとう。シトネは優しいな」

「違うよ。優しいのはリンテンス君のほうだよ」

　シトネは真剣な眼まな差ざしで俺を見つめてくる。前のめりになって、気持ちが高ぶっているのが伝わった。そうして続ける。

「森で出会った時も、入学試験の時も、今日だってリンテンス君は私に優しくしてくれる。こんな見た目の私を……ちゃんと見てくれる。リンテンス君は他人のために本気で怒れる人だって、私は知ってるから」

「……かもしれない。でも、それは今の俺だからなんだよ。もしも歯車が一つずれていたら、俺も他の奴らみたいに」

「ならない！　ぜーったいにならないよ！」

　シトネは身体を乗り出して、テーブルの上に置いていた俺の手を握る。ぎゅっと、確かな力で優しく。そのぬくもりが伝わって、ドキッとしてしまう。

「あっ、ご、ごめんなさい！」

「いや、だ、大丈夫だ！」

　パッと手を離し、シトネも俺も恥ずかしくて視線を逸そらす。そして俺は、直前に言われた彼女の言葉を思い返す。絶対にならないよ……か。

「ふっ」

「リンテンス君？」

「あーいや、何でもない。お互い頑張らないとな」

「うん！　聖域者になれるのは一人だけだもんね」

「ああ」

　ふと、俺は思う。もしも自分が聖域者になれたのなら、彼女のような先祖返りが、普通の一生を終えられる世の中にしたいと。

　聖域者に与えられた様々な特権を使えば、それも可能だと思う。

　ただ、俺はそれを口にしない。だってそれは、彼女の想いを踏みにじることに繋がるから。

　彼女は彼女の意志でこの街に来た。その覚悟を、俺は尊重したいと思う。




◇◇◇




「遂にこの日が来たね！」

「ああ」

　合格発表当日。今日の正午に、魔術学校では合格者とクラス分けが発表される。俺とシトネは出発の準備をして、玄関に集まっていた。

「いやはや、一週間とは短いものだね～」

　師匠が感慨にふけるようにそう言って、俺とシトネを見つめる。

「本当は、君たち二人のイチャコラをもっと眺めていたいのだが……」

「イチャコラって……してませんよ」

「おやおや？　そう照れなくてもいいのに～。昨日のデートもいい雰囲気だったじゃないか」

「え、み、見てたんですか？」

　シトネが驚いて目を見開く。対して俺は、やっぱりかと呟く。師匠は千里眼を持っているから、離れていても俺たちの状況は見える。

「はぁ……凄い力を覗のぞき見に使わないでくださいよ」

「はっはっはっ！　弟子の成長を見守るのも師匠の役目さ。さぁさぁ二人とも急がなくていいのかい？」

「わかってます」

「あの！　一週間お世話になりました！」

　シトネが深々とお辞儀をした。師匠は手を横に振りながら答える。

「そう畏かしこまらないでおくれ。僕も楽しかったよ。どうせなら入学後も、この屋敷で暮らせばいいのに」

「え、あ、そこまでお世話になるのは」

「悪くないよ。少なくとも私は嬉しい。リンテンスと二人だけより、君がいてくれたほうが華やかだ」

　そう言いながら、師匠は俺に視線でアピールしてくる。

「まぁ、確かにそうですね」

「ほら！　家主もああ言っている。それに学生寮は何かと不便だ。特に君の場合は、あまりよくないことも起こるかもしれない。家とは安らげる場所でなくては」

「そ、そうですね。えっと……」

「シトネが決めていいよ」

　困っている様子のシトネに、俺は囁くようにそう言った。結局は彼女の意思次第だ。すると、シトネはしばらく考えて、顔を上げる。

「じゃあ、お願いします！」

「うん！　いい返事だ」

　師匠もニコニコ。よっぽどシトネのことが気に入ったらしい。かくいう俺も、本音を言えば嬉しいけど、恥ずかしいから言わない。

　俺とシトネは屋敷を出て、魔術学校に向かった。もうすぐ正午になる。少し出遅れたから、張り出される校舎前は混雑しているだろうな。

「緊張してるのか？」

「う、うん。昨日は平気だったんだけど、いざってなるとやっぱりね。リンテンス君は相変わらず余裕があって凄いな～」

「俺の心配は、受かってることより順位だからな」

　願わくば首席で合格していたい。不安があるとすればその一点に限る。俺たちは学校に着くまで、他た愛わいのない話をしながら歩いた。緊張と不安を誤魔化すように。

　そうして、学校の敷地内へと入る。予想通りの大混雑で、発表される掲示板前は特にひどい。人混みが続いていて、近づくのも難しそうだ。

「み、見えないよ～」

「ちょっと待つか」

　しばらく待っていると、徐々に人が減っていく。帰っていく大半が、結果を見て落ち込んでいる受験者ばかりだ。合格していた者たちは、飛び跳ねたり騒いだりして、楽しそうに話している。

「いよいよだね」

「ああ」

　道ができて、俺たちは掲示板へ近づく。一歩進む度にシトネが緊張して、それがこっちにも伝わってくるようだ。俺たちは恐る恐る顔を上げる。

　そして――

「「あった！」」

　お互いの名前を見つけて、思わず声に出していた。まったく同じタイミングで見つけて、二人で顔を見合う。シトネは嬉しそうな顔をして、瞳は涙で潤んでいる。

「や、や……やったよぁ」

「ちょっ、シトネ？」

　そのまま感極まって、彼女は俺に抱き着いてきた。まだ大勢の人が周りにいる状況で、さすがの俺もどう反応していいのか困る。でも、尻尾をふりふりさせているのを見て、俺は小さく微笑む。

　この日にかけた想いが、彼女の表情や声から溢あふれている。

「おめでとう」

　だから、彼女の頭を優しく撫なでた。昨日の話を思い出して、きっとたくさんの苦労があったのだろうと想像できる。

「お互いこれからだな」

「うん！」

　入学はスタートラインでしかない。それでも、今は喜びに浸ってもいいじゃないか。

　少し経って、落ち着いたシトネ。改めて掲示板を見る。俺の名前は、合格者の上から二番目に書かれていた。

「凄いよリンテンス君！　次席だよ！」

「ああ、いや、首席狙いだったんだけどな」

　何となく予想はしていたよ。筆記、実戦共に高い成績を収めた自負はある。ただ俺の場合、適性を測る実技試験は厳しかった。あそこで大きく減点があったのだろう。

「首席は……グレン・ボルフステン」

　ボルフステン家か。確か、エメロード家に並ぶ魔術師の名門貴族。一世代前の聖域者にも、ボルフステン家の出身者がいたな。なるほど、あの家の出身者が参加していたのなら、首席になるのも頷ける。

　どんな奴なのか気になるな。

「次席でも凄いよ！」

「はははっ、そういうシトネだって上から数えたほうが早いじゃないか」

「えっへへ～。ありがとう」

　シトネは七番目の成績だったらしい。お互いこれで、特待クラスへ所属することは決まった。聖域者になるための第一歩は、これで果たされたようだ。

　喜びの余韻を噛み締めつつ、俺たちは校外へと出る。シトネは一度村に戻って、荷物の整理をしてから王都に帰ってくるそうだ。

「途中まで送るよ」

「ううん、そこまでしてもらわなくても大丈夫だよ」

「今さら遠慮しなくていい。このまま帰ったら、どうせ師匠に色々言われるからな」

　男としてちゃんと見送らないと駄目じゃないか！

　まったく君は……これだからモテないんだぞ？

　とか言われること間違いなし。想像しただけでムカつくから、今日の夕飯は野菜ばっかりにしようかな。

「そう？　じゃあお言葉に甘えるね」

「ああ」

　それから王都の外まで一緒に行って、適当な馬車を借りた。運転はしたことがあるというし、引っ越しなら荷物も多いだろうからな。お互い名残惜しかったのか、普段より歩くペースが遅い。

　気が付けば夕方になっていて、慌ててシトネは馬車に乗り、王都を出発した。

「気を付けてなー！」

「うん！　また後でねー！」

　互いに手を振り別れる。また後でという言葉が、これほど待ち遠しいと感じたのは、生まれて初めてかもしれないな。さて、彼女が戻ってくるまでにやることは多いぞ。屋敷の掃除は絶対だし、生活用品も一人分追加しないとな。

「いや……その前に一番の厄介事を済ませるか」

　俺はそう呟いて帰路につく。あえて、普段なら絶対に通らない道を進む。人通りが少なく、大きな声で叫んでも、周囲の建物に反射して空に響くだけ。仮に事件が起こるなら、こういう場所なのだろうと思う。

　そう、だから――暗殺するなら打ってつけのタイミングだ。

「――!?」

　風を斬り裂く音が聞こえる。トンと地面に着地して、彼らは驚愕していた。そこには誰もいない。

　刃を振るった相手は、いつの間にか姿を消していた。

「やっぱりつけられてたか……それも三人」

　彼らは声の主に気付いて振り返る。彼らの眼前には俺が立ち、その身体からは青い稲妻が走る。彼らは警戒しながら呟く。

「青い雷？」

「ん？　あーそうか、そういえば、あいつは赤いほうしか見せてなかったな」

　暗殺者が僅かに反応を見せる。わかっていたことだが、彼らの雇い主が確定した。

　ずっと感じていた気配。昨日、シトネと王都の街を回っていた時からだ。多くの視線の中にポツリポツリと、気味が悪い視線が混ざっていた。

　悪意や敵意とも異なる。無機質で、不透明な感情の視線……その中に潜む僅かな殺気を、俺は感じ取っていた。もちろん確信はなかったけど、当たったみたいでよかった。

「……どうやって見抜いた？」

「気付いたのは俺だけど、見つけたのは俺じゃない。俺の師匠は眼がよくてさ？　盗み見しているのが、自分たちだけだと思ったら大間違いだ」

　俺とシトネの様子を、師匠は千里眼で見ていた。目的はまったく別のことだったけど、偶然にもそのお陰で、怪しいこいつらを発見できたわけだ。そう言う意味では、師匠の盗み見も悪く言えないな。

「ちなみに、今の話をしているなら答えはこれだ」

　俺は纏っている電撃を見せて言う。

「生体電気。音や気配を消していても、身体の中を流れる電気は誤魔化せない。俺はそういう微弱な電気の流れがわかるんだよ」

「なるほど……参考になった」

　そう呟いて暗殺者は武器を構える。暗殺が失敗して姿を見せた今、彼らはこの場で俺を殺すしかない。すでに隠すことのない殺気を感じる。

「参考か。残念ながらそれを活かす機会は、金こん輪りん際ざい訪れない」

　俺も拳を握り、戦闘態勢をとる。

　敵は暗殺者三人。感覚でわかるが、三人とも結構な手て練だれだ。気配の誤魔化し方、身のこなしや雰囲気。もしも襲われたのが俺じゃなければ、殺されていたかもしれない。

　俺は大きく息を吸い、吐き出す。

　次の瞬間、彼らは音もなく消えた。三人は音を置き去りにする速度で動き、刃を俺の喉元目掛けて振るう。

　が、これはかすりもしない。彼らの視界から俺は消え、続けて二人が倒れる。

「ぐほっ！」

「うっ！」

「――また躱しただと!?」

「当たり前だ。俺のほうが速いんだからな」

　彼も速さには自信があったらしい。だけどそれは俺も同じだ。

　これが色源雷術の二色目、蒼そう雷らい。俺が纏っている蒼い雷は、俺が新たに編み出した魔術の一つ。いわば強化魔術の一種で、蒼雷を発動している間、身体能力が爆発的に高まる。

　肉体強度はもちろん、五感も研ぎ澄まされ、あらゆる状況への対応力が向上する。従来の強化魔術と併用すれば、拳でドラゴンと殴り合えるほどだ。

　一瞬にして二人が倒されたことで後ずさる暗殺者。俺は再び構えをとり、纏った雷を光速で巡らせる。そして、蒼雷発動中の速度はまさに――

「くっ……」

「逃がさない」

　雷のごとし！

「っ……おぁ」

「恨むなら、お前たちを雇ったあいつを恨んでくれ」

　俺の拳が暗殺者の鳩尾みぞおちを抉り、血ち反へ吐どを吐いて倒れ込む。静かに、あっけなく戦いは終わった。

「これで一安心……ってわけにもいかないか」

　暗殺は失敗しても、雇い主をどうにかしないと。一応目星はついているとは言え相手は貴族だ。下手に動くと、逆にこっちが不利になるかもしれない。

　ここは慎重に、慎重にどうしようか。確実な証拠は最低限必要だとして、後は俺の発言を聞いてくれるかどうか。

「こいつらから情報を読み取る魔術が使えたらな」

「なればその役、ワシが請け負おうか」

「えっ……あなたは――」
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　とある貴族の屋敷。夜遅いというのに一室だけ明かりがついている。と言っても小さな明かりだ。机一つを照らせる程度の弱々しい明かり。その中に一人、ニヤニヤと笑う男がいた。

　トントントン――

「ん？　こんな時間に誰だ？」

　彼は徐に立ち上がり、扉の前へと歩み寄る。大きいほうの明かりをつけて、扉を開ける。

「父上？」

　扉の前では、彼の父親が立っていた。険しい表情で彼を見つめている。そして、彼は父親の後ろにもう一人……俺の姿を見る。その瞬間、彼は動揺し三歩下がった。

「こんばんは」

「な、なぜお前がここにいる！」

「なぜ……か。いろんな意味を含んでいそうな問いだな。一ひと先まず、さっきはお世話になりました、とだけ答えておこう」

「……何の話だ？」

「わかっている癖に」

「何の話かさっぱりわからないな。それよりこんな夜遅くに貴族の屋敷を尋ねてくるなんて、無礼じゃないか？」

　彼はしらを切ろうとする。知らぬ存ぜぬで通せば誤魔化せると思っているのだろう。

「ルフス」

　父親が彼の名を呼んだ。ピリッとした空気が立ち込める中、父親は彼に言う。

「お前が彼に……暗殺者を仕向けたのだな？」

「なっ、何を言っているのですか父上。この僕がそんなことをするはずないじゃないですか！　まさか、そこの男の意見に耳を傾けたとでも？　証拠も何もないというのに」

「……」

　父親は黙り込む。悲しそうに目を瞑つむり、後ろを振り向く。

「証拠ならあるさ。暗殺者の記憶から、依頼のやり取りまで覗かせてもらったよ」

「は？　ありえないな。君は雷魔術しか使えないだろう？」

「ああ、だから俺じゃない」

　俺の後ろから一人、白く長い髭ひげを生やした老人がやってくる。彼はその老人を見た途端、顔色を変え、目を丸くする。

「記憶を読み取ったのはワシじゃよ」

「な……ナベリウス学校長!?　なぜ貴方がここに！」

「なに、彼とは縁があってのう。それよりルフス君、ワシはとても残念じゃよ。君の合格は取り消させてもらおう」

「っ……待ってください！」

「ならん」

　学校長はハッキリと、力強い言葉で言う。

「君は人を殺あやめようとした。それも他人の手を借り、自らは手を汚さない方法でじゃ。これより君は罪人として処罰される」

「そ、そんな……」

「悔い改めよ。自らの行いを見つめ、反省し、これからの償いに活かしなさい」

　学校長のありがたい言葉は、たぶん彼には届いていない。あるのは純粋な絶望だけだ。でも、全然不憫には思わない。強いて一つ謝ることがあるとすれば……ごめんな。

　お前の名前……今初めて知ったよ。

　罪人となったルフスは、王国の役人に連行されていった。残された両親はその責任を取らされることになる。彼の家も相当な名家だったようだが、これで家の名に大きな傷がついただろう。

　一時の感情に任せて行動すると、身を亡ぼすといういい例だ。その数時間ほど前に遡る。
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　路地で倒れている暗殺者たちは、まだ死んではいない。気絶した彼らの額に触れ、情報を読み取る。干渉魔術と言って、極めて特殊な属性魔術の一つだ。

「うむ、わかったぞ」

「どうでしたか？」

「君が予想した通りじゃよ」

「そうですか」

　ここ最近の出来事を振り返っても、恨みを買うなら彼だからな。試験であれだけ盛大に失態を晒さらしたんだ。俺を恨んでいても不思議じゃない。俺からしたらただの逆恨みだけど。

　予想通りとは言え、何だか複雑な気分だ。

「この者たちはワシの部下に任せよう。リンテンス君はワシと一緒に、雇い主の元へ行くとしようかのう」

「え、はい。ありがとうございます」

　この人の名前はナベリウス・セロト。サルマーニュ魔術学校のトップにして、聖域者を育てた師でもある。かくいう師匠も、この人から魔術を学んだとか。話には聞いていたけど、会うのはこれが初めてだ。ちょっと緊張するな。

「でも、学校長がどうしてこんな場所に？」

「アルフォースからお願いされてのう。弟子に悪い虫がついておるから、何とかしてくれと」

「師匠が？」

「そうじゃ。自分が出て行くと余計ややこしくなるからと言ってな」

　そうだったのか。師匠はこの件に関して……僕は狙われてないし、君に任せるよー、とか心無いことを言っていた癖に。何だかんだで、俺のことを心配してくれていたのか。よし、夕飯は肉も入れよう。

「さぁ行こうか」

「はい」
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　そうしてルフスの家に向かい、先に父親に話を通した。後はすでに見た通りの結末だ。それから俺は、校長先生に連れられ、校長室に案内された。歴代の校長の絵が飾られていて、奥には偉い人が座る椅子と机がある。

　俺は手前の向かい合ったソファーに座り、校長先生が対面に座る。

「いや、すまんのう。大変な出来事があった後だというのに」

「そんな、大したことはなかったですから」

「ほっほっほっ！　あの手練れを相手にその感想とは。さすがアルフォースが弟子にとっただけのことはあるのう」

　この言い方……もしかして途中から見ていたのか。俺の感知には引っかからなかったし、師匠みたいに千里眼でも持っているのかな。校長先生は紅茶をずずっと飲み、カップを置いて俺を見る。

「実はのう。君とは一度、こうして話してみたいと思っておったのじゃ」

「そうだったんですね。俺も、校長先生とは話してみたいなと思っていました」

「ほう、そうじゃったのか？」

「はい。師匠の師匠だった人ですから」

　彼はこれまでに三人の聖域者を育てている。うち一人が俺の師匠アルフォース・ギフトレン。その現代最高の魔術師を育てた人がどんな人なのかと、ずっと興味があった。

「ほっほっほっ！　何もワシが凄いわけではない。アルフォースを含め、彼らが努力した結果じゃ」

　などと謙遜しているが、彼の指導は大きい。偶然で三人も聖域者になることはありえないからな。魔術師を育てることに関しては、この人より優れた指導者はいないだろう。

「師匠も呼べばよかったですね」

「あやつは呼んでも来んじゃろう」

「えっ、どうしてです？」

「君も聞いておるじゃろ？　あやつはワシのことを何と言っておった」

　そう尋ねられて、納得した。

「見た目は優しそうに見えるけど、中身は鬼か悪魔だ……と」

「ほっ！　あやつめ変わらず悪態をつきおって。今回の連絡も顔を見せず、一方的な通信のみじゃったからのう」

　それはたぶん、顔を合わせると説教が始まるからだと思います……。

　師匠のスパルタは、この人譲りなのでは？

　とか思いながら、俺は乾いた笑いを見せる。すると、校長先生は不意に切なげな表情を見せ、改まって俺に尋ねてくる。

「アルフォースは元気かのう？」

「はい。元気だと思いますよ」

「そうか」

　何だか深みのある声色だった。しみじみと思い出にふけっているようにも見える。もしかすると、師匠とこの人の間では、他にも色々とあったのかもしれない。

「あーそうじゃった。リンテンス君、合格おめでとう」

「ありがとうございます」

「素晴らしい成績じゃったな。首席とも僅かな差であったが、今年の一年生は粒ぞろいじゃ。一緒に居おった先祖返りの女の子ものう」

「シトネですか？　ええ、独学であそこまで鍛え上げるなんて凄いですよ」

「ほう！　独学じゃったのか！　なればこの先もっと伸びるのう」

　校長先生は楽しそうに語っていた。シトネのことも褒めているし、偏見とかはなさそうでほっとする。当たり前か。師匠の師匠なんだから。

「さて、君はこれから大変じゃな。他の者たちよりも、道は過酷じゃろう」

「はい。わかった上でここに来ましたから」

「弟子の弟子だからと言って、贔ひい屓きするつもりはないからのう？」

「わかっています。俺は自分の力で、聖域者まで上り詰めてみせますよ」

「ほっほっ！　期待しておるぞ」

　夜の面談はこうして終わる。ハプニングがきっかけで、思いがけず嬉しい時間が過ごせたな。まぁもっとも……屋敷でお腹を空かせている師匠のことは、途中まで忘れていたのだけど。










第三章　炎と雷の演武




　入学式の一週間前。俺は普段通りの時間に起きて朝食をとり、午前中は日課の自主トレーニングに励んでいた。すると、玄関側からヒヒーンと馬の鳴き声が聞こえる。

　誰か来たのかと思い、玄関側に回ってみると、一台の馬車が停まっていた。チラッと、黄色いフサフサの尻尾が見える。

「ただいま！　リンテンス君！」

「おかえり、シトネ」

　馬車に乗っていたのはシトネだった。

　合格発表の日に、彼女は荷物の整理をするため生まれ故郷の村に戻っていたが、無事に戻ってこられたようだ。彼女はぴょんと馬車から飛び降りて、俺のところまで駆け寄ってくる。

「元気だった？」

「見ての通り。そっちは？」

「私も元気だよ！」

「ならよかった。思ったより早かったね」

　なんとなく入学の三日前くらいに戻ってくるものだろうと思っていた。シトネはちょっと恥ずかしそうに笑い、ちょんちょんと頬に手を当てながら、満面の笑みを見せて言う。

「えっへへ～。早くリンテンス君に会いたくて、急いで準備してきたんだ！」

　その笑顔に、思わずドキッとしてしまう。前々から感じていたけど、シトネはこういうことをストレートに言うから、いろんな意味で心臓に悪いな。

　いや、めちゃくちゃ嬉しいのだけど。

「ありがとう。俺も会いたかったよ」

「本当？」

「ああ」

「そっか～。えへへ～」

　ニタニタと嬉しそうに笑うシトネ。微笑ましくも恥じらいのある表情を見ながら、俺もほっとしたように息をつく。

「おやおや、再会早々イチャつくなんて、見せびらかしてくれるじゃーないか」

「うっ、師匠……」

「アルフォース様！　ただいま戻りました！」

　いつの間にやら師匠が後ろに立っていた。俺が気付けないってことは、隠ぺいと気配遮断の魔術でも使っていたのか。聖域者の力をこんな場面で使わないでほしいよ。

「やぁ、シトネちゃん。無事にここまで戻ってこられたようで安心したよ。道中危険はなかったかい？」

「はい！　ぜーんぜん平気でした。王都の周りは平和ですね」

「いやいや最近はそうでもないさ。人も大勢いるしトラブルは絶えないよ。どこかの誰かさんが街で暗殺者に狙われたようだし」

「そ、そうなんですか？　その人は大丈夫だったのかな」

　その人は彼女の隣に立っているのだが……。

「安心したまえ。暗殺者を返り討ちにしてピンピンしているよ」

「返り討ち？　凄いですね！　どんな人なのかな～」

　だから……いや、あえて説明することでもないか。褒められているはずなのに、何だか全然嬉しくもないし。師匠も面白がっているな。

　また賑やかな毎日が始まる。そう思うとちょっぴり嬉しくて、二人に見えないように笑った。

　そして――




「どう？　制服似合ってるかな？」

「ああ」

「やった！　リンテンス君もいい感じだね」

「ありがと」

　支給された制服に着替えて、俺とシトネは屋敷の玄関に集まっていた。そこへ師匠がやってきて言う。

「二人とも忘れ物はないかい？」

「はい！」

「大丈夫ですよ」

「そうかそうか！　これで君たちも、晴れて魔術学校の一年生だね」

　サルマーニュ魔術学校。その入学式が今日、これから行われる。初めて着た制服は、どちらかというと着せられている感じだ。何だか落ち着かないが、じきに慣れるだろう。

「じゃあ師匠、昼過ぎには帰ってくると思うので」

「ああ、いってらっしゃい」

「「行ってきます」」

　師匠と屋敷に挨拶をして、俺たちは魔術学校へと向かった。

　ソワソワしたり、ワクワクしたり。せわしない様子のシトネが隣にいて、こっちにも緊張が伝わってくる。校舎へ近づくにつれ、徐々に同じ制服の人たちが増えてきた。

　皆、俺たちと同じ新入生だろう。胸に黄金のバッジをつけている生徒は、特待クラスに属する生徒だ。俺もシトネもつけていて、光の反射で光るから目立つ。

「ま、また見られてるよぉ」

「はははっ、これにも慣れないとな」

　これから三年間。俺とシトネは色々な意味で注目されるだろうからな。

　入学式が行われるのは闘技場だ。百五十人に加え、在校生徒の三百人弱と、教員や一部保護者も参列している。さらにはこの国のトップである陛下も、特別席からご観覧されているそうだ。

「き、緊張するね」

「そうか？　俺たちには役目もないし、気楽だと思うけど」

「う～ん……でもやっぱり緊張する」

　シトネは尻尾を小さく揺らしてそう言った。人混みの中にいることも、彼女にとってはストレスなのかもしれない。とは言え、本当に立って話を聞いているだけだから、俺たちは気楽なものだ。

　大変なのは首席に選ばれた生徒。新入生代表として挨拶をしなくちゃならない。

「続いて新入生代表挨拶。新入生代表――グレン・ボルフステン君」

「はい！」

　ちょうど代表挨拶の時間になったらしい。豪華に用意された壇上へ上がったのは、燃えるような赤い髪の美男子。彼こそ入学試験を首席で合格した生徒であり、名家ボルフステン家の嫡男。聖域者を目指す俺にとって、最大のライバルになり得る生徒だ。

　淡々と定型文を読み上げていく。堂々とした立ち振る舞いは、さすが名門貴族と言える。

「最後に、私と同じく入学した皆さん。共に学び、競い合い、魔術師の頂である聖域者を目指しましょう。仲間として、ライバルとして」

　ん？

　今、彼が俺を見たように思う。

　パチパチと拍手が聞こえる中で、確かに目が合った。




　入学式が終わると、各クラスに分かれてオリエンテーションが行われる。五階建ての校舎の二階が、俺たち新入生の教室が並ぶ階層だ。特待クラスの教室は、階段を上ってすぐ右にある。

　三十人一クラス。弧を描くように席が並び、前から段々上に一つずつ上がっている。席の指定は特になくて、各々が好きな席へ座った。俺とシトネは、窓側の一番後ろの席を選んだ。

「いいのか？　もっと近いほうが黒板見やすいぞ」

「大丈夫！　私は目がいいから」

「ああ、そういえばそうだったな」

　入学試験でも見せつけられたっけ。

「リンテンス君こそいいの？」

「俺も端っこがいいんだ」

　この位置なら、嫌な視線も少ないだろうしな。席は四十あって、四つずつ並んでいる。俺の隣は空いているが、たぶん誰も座ってこないだろう。そう思っていたのだが……。

「隣いいかな？」

　そいつは平然と声をかけてきた。燃えるような赤い髪は、近くで見るほど濃くて重たい。

「グレン・ボルフステン」

「ああ。君はリンテンス・エメロードだね？」

「そうだけど？」

　まさか彼から話しかけてくるとは予想外だった。周りの空気がぴりつく。シトネも俺の横で隠れるように、じっと身を縮めている。名家同士とは言え、面識はなかったはずだが。

「それで、いいかな？」

「別に構わないよ」

「ありがとう。では失礼するよ」

　そう言って彼は俺の隣に座った。もう一人、銀色の髪の女の子が彼の隣に座る。師匠に似て少し紫がかった髪色だけど、こっちは氷のように冷たい感じがする。

「ああ、彼女かい？　彼女はセリカ、僕の専属メイドで、クラスメイトだ」

「メイド？」

「初めましてリンテンス様。セリカ・ブラントと申します。以後お見知りおきを」

「どうも」

　丁寧な挨拶だが、どこか無機質で、感情がこもっていない。続けてグレンの視線は、俺の横にいるシトネに向く。シトネもそれに気付いて、びくっと大げさに反応した。

「そちらは、シトネさんだったかな？」

「は、はい！」

「そう畏まらないでくれ。ここでは貴族の位も関係ないから」

「……わ、わかりました」

　と言いながら、緊張はまったく取れていない。グレンからは貴族らしい風格も感じられて、シトネには神々しく見えるのかも。俺も一応貴族だが、出会い方があれだったし、随分と反応が違うな。

「僕のことはグレンでいいよ」

「そうか。じゃあ俺もリンテンスでいいよ」

「了解だ。これからよろしく頼むよ」

　グレンは俺に握手を求めてきた。名門貴族の嫡男であれば俺に対しての偏見は大きいだろう。と、勝手に思い込んでいたが、どうやら彼は違うようだ。ほっとした気持ちが半分と、申し訳なさが半分混ざり合う。

「ああ」

　彼とは仲良くなれそうだな。そう感じながら、俺は彼の手を取ろうとする。が、途中で気付いた。

　彼ではない。周囲から俺に向けられる敵意の視線。言葉にはしていなくとも、彼に対して馴なれ馴れしく、対等のように話していることが気に入らない。

　そう言っているような視線が刺さって、俺は途中で手を止めた。

「こちらこそよろしく」

　すまないとは思っている。だが、これ以上余計な心配事は増やしたくない。前みたいに夜道を襲われたら面倒だからな。チラッと見えた彼の顔は、少し寂しそうにも見えた。

　そして時間が過ぎ、オリエンテーションが始まる。

「担任のガラドだ。今日から一年間、このクラスを受け持つことになった。皆、よろしく頼む」

　担任からの挨拶が淡々と終わり、続けて生徒の自己紹介に移る。順番は入学試験の成績順だと言われ、最初にグレンが立ち上がった。

「皆さんこんにちは、グレン・ボルフステンです。三年間、共に競い合い、高め合いましょう」

　彼は端的に済ませたようだ。パチパチと温かい拍手が響く。続けて名前を呼ばれたのは、次席である俺だった。

「リンテンス・エメロードです。よろしくお願いします」

「あいつが落ちこぼれの……」

「ああ、雷属性しか使えないんだろ？」

　ぼそぼそと噂を口にするクラスメイトたち。拍手こそ起こったが、グレンとはえらい差だ。仕方ないことだが、俺はもう慣れている。そう、俺はいいんだ。でも――

「シトネです。色々と初めてのことで緊張していますが、どうぞよろしくお願いします！」

　彼女の元気な挨拶にも、チラホラ心無い言葉が聞こえてくる。

　わかっていたことだ。彼女自身も覚悟していただろう。だが、それでも悲しいことは変わらない。

　聞いている俺も……不快だな。自己紹介が終わり、注意事項が話された。登校初日は午前中で終わる。正午前に自由行動を言い渡され、俺たちは一息つく。

「まだ時間があるな。シトネはどうする？」

「う～ん、ちょっと校舎を見て回りたいかな？　でもあんまり遅くなるとさ」

「ああ」

　また師匠がブーブー言いそうだ。ただ、一時間くらいの余裕はあるし、簡単に見て回るなら大丈夫だろう。

「あれが次席って冗談だろ？」

「だよな。絶対何か不正を働いたんじゃないか？　エメロード家って一応は名家だしさ」

「お金の力？　汚いな～」

「さすが名門貴族の落ちこぼれ」

　教室を出ようと立ち上がった時、俺に向けられた視線と言葉に立ち止まる。先生がいなくなった途端にこれだ。本当にどうしようもないな。

「リンテンス君」

「気にするな」

　相手にするだけ損だ。無視して教室の出口へ向かう。

「獣臭そうな従者までつれてるしよ～」

「だな。趣味も気持ち悪いとか終わってるぜ」

　ピタリと、足を止める。俺のことはいい。どう言われようと、もう慣れてしまっている。だけど、シトネのことを知らない連中が、彼女を悪く言うのは耐えられない。

「やめないか」

　怒りと共に振り返る。そんな俺の視界に、グレンの姿が飛び込む。

　俺の怒りが爆発する寸前。グレンの言葉が俺を引き留め、全員の視線が彼に集まる。

「根拠もなしに人を馬鹿にするなんて、よくないとは思わないのかな？」

「い、いやその……」

「ここは魔術学校だ。生まれも育ちも関係なく、魔術師としての力量が物差しになる。彼らは自らの力でその席を勝ち取り、ここにいる。そもそも、あの試験で不正ができると思っているのかな？」

　グレンの言葉に、全員が黙り込む。彼の言っていることは正しくて、何も言い返せない。加えて彼は首席であり、名門の生まれだ。

　社会的地位も高い。そんな彼が言うからこそ、皆も納得せざるを得ないだろう。俺が同じことを言っても、くだらないと一蹴されて終わるだろうな。

　お陰様で、俺も一先ず落ち着けた。シトネもほっとしたように胸を撫で下ろしているのがわかる。

「だが、まぁ……君たちの気持ちもわからなくはない」

　グレンには感謝しないとな。そう思ったが、話はそこで終わらなかった。彼は俺を睨むように見つめながら、続けて言う。

「彼が一属性しか使えない魔術師と言うのは事実なのだろうね。そんな彼が特待クラス……しかも次席だ。信じられないと目を疑う者もいて当然」

「そ、そうだ！」

「一属性だけで試験を通っただけでもおかしいだろ」

　水を得た魚のように、静かだった彼らは騒ぎ出す。

　どういうつもりだ？

　さっきまで俺たちのことを擁護していた癖に、手のひら返しで批判か。結局こいつも、他の奴らと同じなのか。ふと、握手を求められた時の彼が思い浮かぶ。

　あの表情、言葉に嘘はなかった。少なくとも俺はそう感じた。

「まぁ待ってくれ。リンテンス君、よければ僕と模擬戦闘をしてくれないかな？」

「なんだと？」

「午後から自由だろう？　訓練室は学生なら自由に使っていいそうだし、僕と勝負してみないか？　親睦もかねてだ。みんなにも見てもらおう」

　グレンは平然とした顔で淡々と告げる。

　こいつ……本当に何を考えているんだ？

　クラスメイトの前で俺をぼこぼこにして、自分の地位を確かなものにでもしようって算段か？　いや、それにしてはやり方が強引すぎるな。

「お断りだよ。何でお前と」

「そうかい？」

「逃げるなよ！」

「はっ、どうせ実力は大したことないんだろ？　次席になったのもまぐれだな」

　教室中にヤジが飛び交う。強い後ろ盾を得た途端にこれだ。虎の威を借る狐という言葉を師匠から教えてもらったが、まさに今の光景だな。こっちの狐は可愛くて、素直で努力家なのに。

「ほら、みんなもこう言っているよ？　いいのかい？　このまま舐められたままで」

「……何を考えている？」

「それは戦えばわかるよ」

　俺とグレンは睨み合う。今のところ、こいつが何を考えているのかさっぱりだ。ただ……そうだな。舐められっぱなし、馬鹿にされ続けるのも嫌なのは確かだ。

「わかった。受けて立つ」

「うん、決まりだね」

　グレンの意図は不明のまま、俺たちはゾロゾロと訓練室に足を運んだ。各クラスの教室は、二階が一年生、三階が二年生、四階が三年生と順に高くなっていく。

　訓練室は最上階の五階に設けられていた。専用の移動魔道設備を使えば、階段を上らなくても五階にすぐ上がれる。最先端の魔道具技術が結集された校舎だ。できればもっとじっくり見て回りたかったな。

「ここが訓練室か」

「今は殺風景だが、設定をいじれば景色を変えられるよ」

　真四角の部屋だ。正方形の白いタイルが綺麗に並んだ壁と天井。魔力が流れていて、かなりの頑丈さを誇っていると聞く。また、仮に破壊されても自己修復するとか。

「城の壁に使われている技術と同じだ。ここならいくら暴れても問題ない」

「そうらしいな」

　俺とグレンは向かい合い、距離をとる。クラスメイトたちは離れた場所から俺たちを見ていて、グレンの横にはセリカが、俺の横にはシトネがいる。

「リンテンス君、よかったの？」

「ん？　まぁ仕方ないだろ。あのまま無視してたら、後からずっとネチネチ言われ続けるし」

「でも……」

「俺だけじゃなくて、シトネのことも馬鹿にされたしな。普通に腹が立った」

　俺が素直にそう言うと、シトネはちょっぴり嬉しそうに頬を緩める。ただ、すぐに心配そうな表情に戻ってしまう。

「それともシトネは、俺が負けると思ってるの？」

「ううん、思わない」

「ならしっかり見ていてくれ」

「うん！」

　シトネは尻尾を振り、クラスメイトたちとは反対側へ離れていく。セリカもシトネと同じほうへ歩いていき、二人が並んでこちらを向いた。

「準備はできたようだね」

「ああ」

　俺とグレンは声が届く距離まで近づき、向かい合う。いつの間にか、彼は腰に剣を携えていた。

「では始めようか？」

「ああ……なぁグレン、この戦いに何の意味があるんだ？」

「さっきも言ったよ？　戦えばわかるってね」

「……そうか」

　どうやら彼に答える気はないらしい。話すつもりのない相手にいくら質問しても無駄だ。質問を諦めた俺に、グレンはぼそりと言う。

「ただ、一つだけ教えておこう」

「――何だ？」

「僕は君と、本気で戦ってみたいと思っていたんだ」

　そう言って、グレンは右手を前にかざす。今の話は紛れもなく本音に聞こえた。そういうことなら俺も本音で答えよう。

「奇遇だな？　俺もだよ」

　そして本気で戦おう。俺も同じように右手を前にかざす。互いに笑みを浮かべた直後、戦いの火ぶたが切られる。

「――赤雷」

「真しん紅く！」

　赤い稲妻と紅蓮の炎。二つの赤がぶつかり合い、弾け飛ぶ。

　エメロード家と並ぶ魔術師の名門ボルフステン家。多彩な属性術式を持つエメロード家に対して、ボルフステン家は炎属性の魔術に特化していた。
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　もちろん他の属性が使えないわけではない。

　貴族らしく三属性以上の術式は使えるし、魔力量も家の名に恥じないレベルではある。そして、生まれてくる子供は、皆等しく炎魔術に対して絶大な適性を持つとされる。中でも相伝の術式【真紅】は、究極の炎魔術と称されていた。

　今のがボルフステン家の真紅か。燃やすという特性をより強化した炎だと聞いていたが、まさか俺の赤雷も燃やすとは。炎すら燃やす紅蓮の炎。貫くという特性を強化した俺の赤雷に似ているな。

　色も近いし……いや、やっぱり別物か。あっちの術式は、先祖代々受け継がれてきた由緒正しきもの。同列に並べるのは失礼に当たる。

「驚いたな。僕の真紅をかき消すなんて」

「それはお互い様だ」

　俺の赤雷と張り合って相殺されるとはな。

「確かにそうだね。今の赤い雷は、実戦試験でも使っていた術式だね？」

「ん？　何だ、見てたのか」

「ああ、偶たま々たま見かけてね。僕も戦闘中だったし、こうしてじっくり見られて嬉しいよ」

　グレンは両腕を左右に広げ、左右から真紅を発動させる。紅蓮の炎は二つの渦を作り、俺の左右から迫ってくる。俺は彼と同じ構えをとり、赤雷を発動させ相殺した。一度目と同様に大きな爆発音と煙が発生し、一時的に視界が塞がれる。

「――！」

　瞬間、煙の中から振り下ろされる剣。グレンが腰の剣を抜き、真紅を纏わせ攻撃してきたのだ。俺は咄とっ嗟さに大きく身体を捻ひねり躱す。

「よく躱したね」

「残念だけど俺に不意打ちは効かない」

　生体電気で位置は丸わかりだ。煙に巻こうと、俺の感覚は敵を捉える。躱した体勢から右手を構えグレンに向ける。

「赤雷」

　至近距離で赤い雷を放つ。グレンは大きくのけぞり、炎の噴射で後方に跳び避けた。炎で回避を加速させたか。それに加えて……。

「腰の剣は飾りじゃなかったんだな」

「ん？　当然だよ。これでも僕は、騎士としての訓練も積んでいる。自慢じゃないが、剣術にも自信はあるよ」

「……そうか」

　さすがにわかっているか。俺やシトネと同じように、魔術だけに偏った戦い方はしていない。こいつも、師匠の言う優れた魔術師の一人なんだ。

「だったら俺も剣を取ろう」

　色源雷術――

「藍あい雷らい――二刀」

　藍色の雷が両手から発生し、一本に収束して剣の形を作り出す。雷で創造した二刀に、グレンは目を見開き驚く。

「藍色の剣……いや刀か。雷を高密度に圧縮させて刀の形状に留めているんだね？」

「ああ、見ての通りな」

「恐ろしく緻密な魔力コントロールが必要な術だろう？　それに相当な魔力を消費し続ける。維持し続けられるのかな？」

　グレンが地面を強く蹴って飛び出す。炎を足に纏わせ、炎の放出で加速しての突進。俺は二刀を構えて迎え撃つ。

「俺も剣術は得意なんだよ」

　師匠直伝の剣術だ。王国の騎士にも負けない自信がある。

　炎を纏った剣と、藍色の刀が斬り結ぶ。喉元に迫る刃をグレンはギリギリで躱し、炎を纏わせた剣で振り抜く。すさまじい熱量だが、躱せば問題ない。

「驚いた！　本当に得意なんだね」

「お前こそ！」

　ギリギリの攻防が繰り広げられる。訓練であるから多少の手加減はあれど、ここまで食い下がられるとは思わなかった。彼の剣からは相当な鍛錬が感じられる。

　炎と雷の刃は衝突する度に激しい音と火花を散らす。俺が二刀でグレンが一刀、手数の多さならこちらが上。だけど一撃の正確性はグレンのほうがやや上回っている。

　悔しいけど、剣術の才能はグレンのほうが上なのだろう。何度も攻撃を当てるチャンスは見えているのに、そのチャンスに手を伸ばせない。

　鋭く正確な攻撃をしても、グレンも同様に鋭い攻撃を繰り出してくる。剣術での身のこなし、どの攻撃を受け、どこで攻撃を躱すのか。その判断が正確だ。

　このまま戦っても、互いに消耗するだけだ。

　ならば一手――かき乱そう。

「蒼雷」

「っ――」

　身体強化による速度上昇。一瞬で彼の背後に回り込み、二刀の藍雷で切り抜く。が、刃は彼の肉体には届かない。

「炎の衣!?」

　彼は真紅の炎を高密度に圧縮し、自身の身体を覆っていた。肉眼では見えないほどで薄くして。藍雷はその衣に阻まれ、振り返ってグレンの斬撃を躱し、俺は距離をとる。

「また驚かされたよ。急に加速するなんてね」

「それはこっちのセリフだ」

　藍雷は色源雷術の中でも一番の密度を誇る。その刃がまったく入らないとは……真紅の衣の密度のほうが上だということ。

「赤い雷、藍色の雷……そして蒼い雷か」

　グレンがぼそりと呟き、不敵に笑って俺に問いかける。

「一体何色持っているんだい？」

「さぁね」

「普通、一つの属性だけでこれだけ多彩な術式は行使できない。それも無詠唱かつ術式展開もなしで……初めて見るものばかりだ」

　それは当然だ。色源雷術は俺だけが使える術式なのだから。

　本来、起源に刻まれていない属性の術式は、知っていても構成すらできない。だが、俺の場合は後天的にそれらが使用不可能となった。発動はしないだけで、術式構築まではできる。

　単体では何の意味もないが、それを雷属性の術式と合成することで様々な効果を付与した雷撃を生み出す。それを総合して、『色源雷術』と呼ぶ。

　最初にこの可能性に気付いたのは師匠だ。本来、同時に別々の術式を発動することはできても、それを直接重ねて発動させた場合、どちらも上手く効果を発揮しない。

　互いの術式が邪魔をし合ってしまうからだ。でも、俺の場合は少し違う。片方は発動しない術式であり、効果そのものは術式として残っている。故に、重ねて発動させた場合でも、主の術式は雷属性のもの。競合はせず、上手く溶け合うことができる。

　初めて言われた時は半信半疑だった。そこから改良を重ね、この術式は完成している。師匠曰く、どんな術式より緻密な魔力コントロールが必要であるため、優れた魔術師でなくては成立しない。

　本当の意味で、俺だけに許された絶技。

「予想以上だよ、リンテンス君。じゃあ、第二ラウンドを始めようか」

「ああ」




◇◇◇




　リンテンスとグレンの戦いは激しさを増していた。そんな二人を見つめる二人。特にシトネは、心配そうに見つめている。

「リンテンス君……」

　彼が負けるわけない。そう思うことと、心配しないのは別だ。加えて相手は強者だとわかる。不安が彼女の表情から滲にじみでている。

「心配いりません」

「え？」

　そんな彼女に語りかけるセリカ。まっすぐグレンを見つめ、彼女はシトネに言う。

「グレン様は、お優しい方ですから」




◇◇◇




「いくよ！」

　真紅の炎を剣に纏わせ振るい、渦のように巻いて放つ。俺は斜め上に跳んで躱し、思考を巡らす。

　ここからどうするか。速度はこちらが上。隙をつく程度なら容易だが、あの炎の衣を突破できないと意味がない。藍雷単体では難しいとなれば、赤雷の最大出力でも通らないだろう。

　緑雷はこの地形じゃ使えないし、そもそも炎相手は相性が悪すぎるしな。奥の手もここでは使えない。残された手段で、あいつの守りを崩す方法は……ある。

　後は、どうやって当てるか。

「仕方ない。地道にいくか」

　作戦を頭の中で構築した俺は、グレンの懐へもぐりこむ。やはり速度はこちらが勝っている。グレンは反応こそできるが一瞬遅れる。

「無駄だよ！」

　俺の攻撃はまたしても炎の衣に阻まれてしまう。グレンはすかさず炎を放つ。俺は余裕をもって躱し、続けて連続で斬りかかる。

「すさまじい剣技だな。受けるのでやっとだよ。でも――」

　連続攻撃の一部は、衣でガードしている。彼は俺の速度に反応できないのではなく、する必要がないのだろう。あの炎の衣を纏っている限り、大抵の攻撃は通らない。残る斬撃は剣で受け、次第にその比率は変化する。

「じき慣れるよ」

「かもしれないな」

　そして最も恐るべき対応の速さだ。嘘やハッタリではなく、本当に慣れてきている。ガンッと剣同士がぶつかり合う音がして、鍔つば迫ぜり合いになる。互いの顔がよく見える距離で、俺は彼に問う。

「あのさ。戦えばわかるって言ってたよな？」

「ん？　そうだけど？」

「悪いけど全然わからないんだが」

「あれ？　そうなのか？」

「ああ」

　こうして戦って感じているのは、グレンという男の強さだけだ。先生と戦う以外で、ここまでスリルを感じたのは初めてかもしれない。少なくとも同学年で、今の俺と張り合える魔術師がいるなんて思いもしなかった。

「そうか……ひょっとして君、他人にあんまり興味ないだろ？」

　俺はギクッとする。図星だったから、反論もできない。

「相手による……かな」

「そう。じゃあ、戦いの途中だけど、少しだけ周りに耳を傾けてごらん」

「周り？」

「ああ」

　グレンの目配せは、クラスメイトたちを示していた。鍔迫り合いの最中だが、俺は彼らの声に意識を向ける。すると――

「おい……やばいなあいつ。真紅と互角に張り合ってるぞ」

「あ、ああ……あんな熱量前にしたら、普通近寄ることも難しいのに」

「まぐれじゃ……なかったのかも」

「だ、だな」

　てっきり、悪態や罵声が続いていると思っていた。予想外の反応を聞いて、少し力が抜けてしまう。

「ほら、聞こえるだろ？　彼らも君を認めつつあるんだよ」

「……なるほど、そういう腹か」

　グレンは微笑む。彼は最初から、俺の実力を見せつけようとしていた。

　まぐれではないのだと。本物の魔術師であると証明して、彼らの評価を改めさせる。そのためだけに挑発して、この戦いを始めたのか。

　なんだよそれ。

　思わず俺も笑ってしまう。

「お人よしだな」

「ははっ、よく言われるよ」

　やっぱり、あの時の感覚は間違っていなかった。こいつは俺たちを見下していない。ちゃんと、一人の人として、魔術師として見ている。

「でも勘違いしないでほしい。立役者にはなっても、負け役になるつもりはないから」

　グレンが火力を上げる。さっきまでは手加減していたのか。

「全力でいくよ！　そして僕が勝つ！」

　爆速で向かってくるグレン。最初より速度も上がっている。ただし、まだ俺の蒼雷の速度のほうが上だ。対応は容易にできる。

「逃がさないよ」

　が、それはあちらも同じこと。慣れ始めている。俺の速さに、動きに。

　俺は地面を蹴り上げ、空高く跳び上がる。左手を前に、右手を後ろに。それぞれの藍雷を変形させ、左手は弓に、右手は四本の矢に変える。

「藍雷――弓きゅう」

　四連射。矢がグレンに降り注ぐが、これを炎を纏った剣で弾き、炎を消して言う。

「弓も作れるのか！　驚いたけど、子供だましだよ！」

　再び炎を纏わせ追撃の火炎を放つ。俺はぐるっと身を捻って躱し二刀を生み出して応戦する。彼の言う通り、驚きはあっても不意はつけない。

　徐々に……しかし確実に、彼は俺の動きを捉えている。

　そして遂に――

「捉えたよ！」

　彼の反応が俺の動きを捉える。はずだった。

「なっ……」

　少なくとも彼の中では、間違いなく捉えていたのだろう。しかし、身体はそれに応えない。自分の思った通りに身体が動かなくて、魔力のコントロールも乱れている。という状態に、彼は陥っていて、自らの身体を見る。

「紫の……雷？」

「色源雷術、紫し雷らい」

　俺は二刀を下ろし、彼に教える。

「その紫の雷は、対象の魔力の流れを著しく乱す。生物に当てれば肉体の動きを抑制し、魔力コントロールを狂わせる。結界とか術式に流れれば、発動や効果を妨害する」

「いつの間に……どうやって炎の衣を？」

　俺は答えを見せる。両手に持った二刀が、僅かに紫雷を帯びていた。

「紫雷は効果こそ優秀だけど、射程が短くて威力も弱い。だからこうして、他の雷撃に混ぜ込んで当てるのさ」

　同じ術式でも、別々の効果の雷を同時使用するのは簡単じゃない。加えて一瞬も気の抜けない戦いの中だ。これを可能にするために、俺は師匠と何度も戦った。さらに俺は指をさして言う。

「その剣、耐熱性に優れているみたいだけど、完全じゃないんだろ？　だからお前は、定期的に炎を消して熱を冷ましていた。違うか？」

「そうか。剣から流していたんだね？」

「正解だ」

　衣に直接流し込む手もあったが、相手は相当な鍛錬を積んだ強者。途中で狙いがバレると思って、地道に流し込む方向でいった。しゃべっていた鍔迫り合いの最中でも、こっそり流していたのに、あいつは気付かなかった。

「やられたね……魔力の流れが乱れて、維持するのがやっとだ」

「むしろ維持できている時点で凄いんだけどな。まぁでも、その状態なら今度こそ貫けるかな？」

　ここまでが準備。あの頑強な炎の衣を突破するためには、これくらいしないと足りなかった。気付かれるかどうかの勝負だったけど、何とかなったらしい。

　藍雷を解除し、右手を前に突き出す。

　色源雷術最大出力。

「――赤雷」

　赤い稲妻が、紅蓮の炎を貫く。その威力は、ドラゴンブレスと張り合えるほど。生身の人間に使って直撃すれば、死は確実と言えるだろう。

　グレンは紫雷の影響で魔力の流れが乱され、炎の衣の維持が困難になっている。だからこそ、赤雷でも貫通できると踏んだ。そして同時に、彼ならば紫雷を受けた状態でも、赤雷に耐えられると考えた。

「はぁ……くっ……」

　爆発の煙が晴れ、グレンが片膝をついている。額からは血を流し、息も絶え絶え。炎の衣は完全に消失しており、剣も床に転がっている。

「さすがだな。予想通り赤雷にも耐えたか」

「ははっ……いや、ギリギリだったよ。お陰で魔力はもう空さ。しかし思った以上に強いんだな君は」

「そっちこそ」

　正直、学生のレベルで俺と張り合える奴がいるなんて思わなかった。最高の師匠に鍛え上げられた俺が、生ぬるい環境で育った奴らに劣るはずがないと。シトネのことと言い、考えを改めたほうがよさそうだ。

　誰だろうと、どんな環境だろうと、努力した奴はちゃんと強い。当たり前のことだけど、忘れてしまっていたことを思い出した。俺は小さくため息を漏らし、グレンに手を差し伸べる。

「立てるか？」

「ああ、何とかね」

　グレンは俺の手をとり、ぐっと引き上げる。

「なぁ、何でこんなことしたんだ？」

「何でとは？」

「この模擬戦はお前の作戦だろ？　それも初対面の俺のためにさ」

「いいや、僕は君のことを知っていた。同じ名門だから、小さい頃はよく比較されたんだよ」

「そうだったのか？」

　エメロード家とボルフステン家は、古くから関りのある家柄と聞く。

　初代の当主が友人同士で、共に競い合い高め合ったとか。そこから長い年月と共に交流はなくなっていったが、名門同士、互いを意識せずにはいられなかった。

「君に負けるな、劣るな。散々そう言われて、毎日を魔術の修行に費やしたよ。でも、君に悲劇が起こってからは、そう言われなくなった。お前は凄いとか、手のひらを返すように褒められるようになったよ」

　グレンはちっとも嬉しそうに語らない。褒められる理由が、彼にとっては嬉しいことではなかったのだろう。むしろ、腹立たしかったかもしれない。

　自分の努力を認められたのではなく、相手が勝手に失速して、ようやく追い抜けただけ。もしも俺が彼の立場なら、素直に喜べないと思う。

「正直悔しかったし、可哀想だと思った。見てもいない相手なのに、僕は勝手に哀れんだんだ。でも、入学試験で見た君は、僕の想像を遥かに超えていた。迫りくる受験者たちをものともせず、雷のように煌きらめき貫く。その姿を見て、自分の愚かさを痛感したよ」

　彼は愚かさと言った。他人を哀れんだ自分を愚かだと。そう言える彼はきっと、心の強い人だと思う。

「それと同じくらい、こうも思ったよ。君と戦ってみたい。戦って、今の僕とどちらが上なのか確かめたい。だからこの戦いは、僕自身のためでもあったんだ。完敗だったけどね」

「完敗？　本気も出してない癖によく言う」

「本気だったよ？」

「炎魔術しか使ってないじゃないか。俺じゃないんだから、他の魔術だって使えるだろ？　それを使わなくて何が全力だ」

　俺が呆れたようにそう言うと、グレンは小さく笑い首を横に振る。

「確かに使えるよ。ただ、君も知っている通り僕の家は炎魔術を極めた一族だ。他の魔術は使えても、炎魔術には及ばない。仮に掛け合わせたとして、多少の変化が出る程度さ。大して状況は変わらない。あれが僕にとって一番強い戦い方だったんだよ」

「誇りってやつか？」

「う～ん、どちらかというと意地かな？」

「意地か」

　それは何となく、俺と似ている気がして、少し嬉しくなった。グレンは俺を下から上に見回して、呆れたように言う。

「それに君のほうこそ全力ではなかっただろう？」

「どうしてそう思う？」

「だって、あれだけの戦闘の後だっていうのに、君は汗一つかいていないじゃないか」

「え、ああ……」

　本当だ。言われて気付いたが、俺は一滴も汗をかいていない。

「君には余裕があった。僕と違ってね」

「……まぁ、毎日死ぬギリギリまで追い込まれてるからな」

「ふっ、僕も相当追い込んでいるつもりだったが、まだまだ努力不足だったということか」

　グレンはそう言って納得したように頷き、改めて俺を見つめる。

「これで目標ができたよ。僕は必ず君を超える。聖域者になるのは僕だ」

　そう宣言し、右手を前に出し握手を求めている。俺を超える……か。そんな風に言われるなんて、修行していた頃はこれっぽっちも思わなかったな。感慨深いものを感じつつ、俺は彼の手を握る。

「だったら俺は、誰も届かないくらい前に進むさ。聖域者になるのは俺だ」

　俺とグレンは、握る手に力を込める。

　すると――パチパチパチ。

　拍手が湧き起こった。振り向いた先にいるクラスメイトたちからだ。戦う前に感じていた侮蔑の視線は一つもない。聞こえてくるのは称賛の声と、温かい拍手だけだった。

　どうやら今の戦いを見て、彼らの考えも変わったようだ。グレンの思惑通りに。

「あーそうだ。一つ忘れていた」

「ん？」

「もしよければ、僕の友人になってくれないかい？」

「今さらだろ」

「はっはっはっ、確かにそうだね」

　互いの力を確かめ合い、認め合った。戦いを終えて握手を交わした時点で、言葉など必要ない。同じ頂を目指すライバルであり、これから共に戦う仲間でもあり。俺とグレンはこうして友達になった。










第四章　アクト・エメロード




　熱い握手を交わした俺とグレン。そこへシトネが駆け寄ってきて、心配そうに言う。

「リンテンス君！　大丈夫？　怪我とかしてない？」

「大丈夫だ。それより、グレンの傷を治してもらえるか？」

「え、あ、うん！」

「助かるよ。僕とセリカは治癒術が使えなくてね」

　シトネが治癒術式を発動させ、グレンの傷を癒やす。その間に、セリカも俺たちのところまで近寄ってきていた。

「これで治りましたよ」

「ありがとう、シトネさん」

　グレンがお礼を口にすると、シトネは照れて笑う。目を逸らして照れ隠しをしても、素直な尻尾で丸わかりだ。

「お疲れ様でした。グレン様」

「すまないセリカ、負けてしまった。不ふ甲が斐いないところを見せてしまったね」

「いいえ、グレン様はいつでも凛り々りしく勇ましいです」

「負けた僕にそう言ってくれるのは君くらいだよ。次は勝つ」

「はい。信じております」

　グレンとセリカは互いに顔を見合いながら微笑む。この二人の関係は、単なる主従だけに収まらないような気がする。

「さて、いつまでもここを占領していては他の生徒たちの迷惑だな」

「そうだな。俺たちも早く帰らないと、お腹を空かせた師匠に文句を言われそうだ」

　持っている時計を確認すると、帰ると言った時間はとうに過ぎている。

　師匠のことだから、千里眼で見て気付いているかもしれないけど、後から駄々をこねられると面倒だ。とか考えていると、グレンがぼそりと口にする。

「師匠……君の師匠はどんな人なんだい？」

「ん？」

「いや、少し気になってね。君をここまで鍛え上げた人だろ？」

「ああ、そういうことか。なら今から会ってみるか？」

　シトネも知っているし、友達に隠すようなことでもない。

「いいのかい？」

「ああ。時間があればだけど」

「ぜひ頼むよ！　この後はちょうど予定が空いているからね」

「決まりだな」

　そういう話の流れで、グレンがうちへ来ることになった。もちろんセリカも一緒だ。

　道中、誰なのかと聞かれたけど、会えばわかると回答を濁しておいた。二人が師匠に会ってどんなリアクションをするのか楽しみだな。

　そして――




　屋敷に到着し、玄関の扉を開ける。

「ただいま戻りました」

「その声は！」

　奥の部屋から師匠の声が聞こえた。ドンドンと走る音が近寄ってきて、師匠が颯さっ爽そうと姿を現す。

「遅いじゃないか～。まったく君は、空腹の師匠を忘れてどこで遊んでいたんだい？」

「あ、貴方は……アルフォース様？」

「ん、おや？　君はボルフステン家の子かな」

「は、はい！　グレン・ボルフステンです」

「何だ、二人とも面識があったのか」

　いや名門の生まれと聖域者の師匠だ。一度くらい会っていても不思議じゃないか。

「あ、ああ、お会いするのは二度目だが……まさか君の師匠というのは」

「そう。目の前にいるこの人だ」

「なっ……」

「おぉ～。いい反応だね～。いかにも！　リンテンスは僕の弟子だ」

　グレンは驚いて、口を大きく開けたまま固まっていた。ナイスなリアクションに大満足の師匠は、一時的に空腹も忘れている。

　すぐに思い出して、早く昼食を用意してくれと駄々をこね始めたから、俺は急いで準備をして、料理をテーブルに並べる。グレンとセリカも同席することになって、五人で一つのテーブルを囲む。

「いやーめでたいね～。まさかリンテンスが、初日から友人を連れて来るなんて。嬉しくて涙が出てくるよ」

「そういうわざとらしい芝居は止めてくださいよ、師匠」

「いやいや、嬉しいのは本当さ。君はてっきり、シトネちゃん以外と仲良くする気はないと思っていたからね」

　シトネがピクリと反応する。

「俺も最初はそのつもりでしたよ」

「へっ？」

「そうかそうか。だそうだよシトネちゃん？　君は特別らしい」

「えっ、あ……はぃ」

　シトネは恥ずかしそうに頬を赤らめて下を向く。無意識にからかうネタを与えてしまったようだ。

　俺も後から恥ずかしくなって、ちょっと気まずい雰囲気になる。それを壊すように、グレンが言う。

「しかし驚いたな。まさかアルフォース様が君の師匠とは……道理で強いわけだ」

「はっはっはっ、自慢の弟子だよ。君も一度戦ってみるといい」

「もう戦いました」

「なっ、そうなのかい？」

　師匠が驚きながら俺に視線で確認を求めてくる。俺が頷くと、ガーンと落ち込んだ様子で頭に手を当てて言う。

「しまった……僕としたことが、そんな面白そうな場面を見逃すとは……」

　落ち込む師匠。意外だな。てっきり師匠なら、常に盗み見していると思ったのに。何か他に見るものでもあったのか？

　と言う感じで初日は過ぎ、俺たちは翌日を迎える。ちなみに、俺とシトネが一緒に暮らしていることについては、二人とも何も言わないでいてくれた。
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　翌日から普通に授業を受ける。

　基本的には座学で、魔術の基礎と歴史。ハッキリ言ってつまらない。俺以外も思っているに違いない。歴史はさておき、基礎が重要だと理解していても、すでに熟知している身としては退屈だ。

「魔術の基本は魔力コントロールだ。ここを勘違いする魔術師は大成しないからな」

　と、先生が熱弁している。師匠から散々教えられたことだ。今さらはき違えることはない。

「ふぁ～」

　失礼だとわかっていても、無意識に欠伸あくびが出てしまう。対してシトネたちは熱心だな。先生の話を聞きながら、ちゃんとメモをとっている。三人ともこれくらいの内容なら、とっくに熟知しているだろうに。

「真面目だな」

「あれ？　リンテンス君はメモとらないの？」

「俺もちゃんと聞いてるよ。知らない内容だったらメモするけど」

「そうなの？　私は一応メモだけしているけど」

「知ってることはいらないんじゃないか？」

「う～ん、そうなのかな～」

　と二人で話していると、それに気付いた先生がこちらを向く。

「そこの二人！　私語は慎みなさい！」

「あっ、ご、ごめんなさい！」

「すみません。気を付けます」

「やれやれ」

　シトネはびくりと反応して慌てて頭を下げていた。隣でグレンは俺たちを呆れた顔で見ている。退屈な授業にはいい刺激になったかな。
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　午前中の授業が終わり、昼休憩の時間になる。生徒たちはパラパラと教室を出て行った。

「俺たちも食堂に行くか」

「うん！」

　俺とシトネ、グレンとセリカも一緒に一階の食堂へ向かう。昼食はここで食べる決まりになっていて、厨ちゅう房ぼうではせっせと料理を作っている。

　メニューから何か注文する生徒もいれば、自分で作ってくる生徒もいて、こういう場所でも個性が出るな。ちなみに俺とシトネは……。

「はい、シトネの分」

「ありがとう！」

　俺はお弁当をシトネに手渡した。手作りの弁当を開けて、一緒に手を合わせて「いただきます」を言う。さぁ食べようと口を開いた時、目の前から視線を感じる。

「何だよ」

「いや凄いな。弁当まで自分で作っているのか。それもシトネさんの分まで」

「まぁな」

　一人暮らしの影響か、料理は日課になってしまった。そんなに嫌いじゃないし苦にはならない。むしろシトネが美味しそうに食べてくれるから、毎日張り切ってしまうことも。

「とーっても美味しいんだよ！」

「ああ。前にいただいた昼食もよかったな。料理もできるなんて憧れるよ」

「よしてくれ」

　料理を覚えた経緯を考えたら、とても羨ましがられることじゃないからな。仕方なくというのが正解だ。

「そうだ！　今度僕たちの分も作ってきてくれないかい？」

「え、嫌だけど」

「うっ……即答とは」

　だって面倒だし。という本音は口にせず、黙ってパクパク食事を続ける。すると、グレンは悪戯を仕掛ける子供のように笑い、俺を見ながら言う。

「そうか、なるほど……シトネさん以外に他人の弁当は作らない、ということだね」

「は？　何言って」

「いやいい、わかっているさ。彼女は特別なんだね」

「っ！　ごほっ……」

　シトネがビックリしてむせてしまった。グレンがそんな冗談を言うなんて。まるで師匠みたいだと思って、俺は呆れ顔をする。

「やれやれ。というか、お前はセリカに作ってもらえばいいだろ」

「ん、あーそうだね。でもセリカも忙しいから、余計な仕事を増やすのは忍びないな」

　俺ならいいのか？

　グレンの奴、中々いい性格しているな。ちょっとずつ素が出てきたらしい。

「心配いりません。グレン様がお望みであれば、昼食は私が用意いたします」

「本当かい？　じゃあ明日は頼むよ」

「かしこまりました」

　淡々と会話を進める二人。もっと慌てたり、恥ずかしがることを期待したのだが……からかうつもりで失敗したようだ。

「あーそうだ。来週から実技訓練が始まるそうだけど、チームはどうする？」

「チーム？」

「何だ？　もしかして聞いていなかったのかい？」

　おぼろげに覚えているような……いないような。グレンに言われて思い出そうとしているが、ピンとこない。そんな俺に呆れたグレンが、ため息交じりに説明する。

「実技訓練は三人以上のチームで受ける決まりだ。来週までに各々でチームを組むよう言われていただろう？」

「そうだったけ？　シトネは知ってた？」

「うん」

「あ、そう……」

　完全に聞き漏らしたな。

「魔術師はチームで行動することが多いからね。その一環だろう」

「それは知ってる」

　魔術師団の任務でもそうだった。単独で任務にあたるのは、魔術師でもごく一部。それこそ師匠のような人だけだ。

「で、どうする？」

「この四人でいいんじゃないか？」

「最大五人だけど、一人は追加しなくていいかな？」

「必要ない。ここにいる四人で十分最強のチームだろ」

「ははっ、確かにね」

　グレンはたぶん、わかっていて尋ねたのだろう。俺に直接確認して、口で言わせるために。本当にいい性格しているよ。
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　教室に入って、先生が来るのを待つ。時間になって鐘の音が鳴ると、ガラガラと扉を開けて先生がやってくる。連絡事項をさらっと流し、一枚の紙をヒラヒラと示しながら言う。

「えぇ～。昨日も伝えたが、明後日から学外研修だ。三日間あるから、各々準備しておくように」

「学外……研修？」

「リンテンス？」

　隣のグレンがちょっぴり怖い顔をしている。声に出さなくとも、聞いていなかったのかという言葉が聞こえるようだ。師匠との会話なら、しょうもないダジャレまで覚えているのに。とりあえず俺は素直に謝って、説明を求める。

「お願いします」

「はぁ……君はどこまで他人に興味がないんだい？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど」

　じっと睨まれたので、そっと目を逸らす。その後、グレンはため息をこぼしつつ、簡単に説明してくれた。どうやら明後日、新入生全員で学校が管理する別の領地へ行き、三日間実技訓練を受けるらしい。目的の大部分は、生徒同士の交流を深め、互いの実力や能力を共有し、今後の授業や試験に活かすためだとか。

　ちなみに毎年恒例というわけでもなく、年度によってない年もあるそうだ。

「何で恒例じゃないんだ？」

「開催地となっている場所の気候だな。この時期は特に荒れやすくて、訓練どころじゃなくなるらしい。しかも一度崩れると長く続くらしいからな」

　なるほど。入学してすぐに学外研修なんて不自然だと思った。今年は気候の関係もあって、早めに開催することになったらしい。

「今なら大丈夫そうって話か」

「ああ。それと実技訓練はチームで行われるからな」

　チームか。そういえば、グレンたちと一緒のチームを組んだんだっけ？

　何とかそこは覚えているようで、自分の記憶力にほっとしている。
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　学外研修について知ってから、日にちはあっという間に過ぎて。研修を明日に控えた今日の夜は、夕食を食べながらシトネと話していた。

「楽しみだな～。明日からの研修！」

「そんなにか？」

「うん！　リンテンス君は楽しみじゃないの？」

「う～ん、正直よくわからないな」

　学外研修の内容は、森や山、川などの大自然を用いた訓練をするらしい。詳しくどんなことをするのかは、向こうについてから教えてもらえるそうだ。

　場所は王都の東にある魔術学校の特別施設。本来は実戦訓練などで用いられるフィールドでもある。

「何をするか知らないけど、結局普段の訓練よりずっと楽だろうからさ」

「それは……そうだね。うん、間違いないと思う」

「だろ？　別にキツければいいってわけじゃないけどさ」

　学校での授業もそうだが、師匠から教わった内容を反復しているだけだ。

　最近はこれなら一人で特訓していたほうが効率がいいのではないか、と思い始めていたり。決して授業を受けるのが面倒だからとか、そういう不真面目な理由ではない。

「でもでも！　グレン君たちも一緒にお泊まりだよ？」

「そうだな」

「……それだけ？」

「どんな反応を期待してたんだよ」

　シトネは時々よくわからない質問をしてくるな。

「だってお友達と一日中一緒なんて普通ないよ？　もっと楽しみにしてもいいのにな～」

「いや、それなら始終シトネといるだろ？」

「あ、そういえばそっか」

　うっかりしてました、みたいな顔をするシトネ。彼女の笑顔を見ながら、ふと思ったことを口にする。

「シトネといると落ち着くからな。一日一緒にいるなら、俺はシトネ一人のほうが嬉しい」

「えっ……」

　あれ？

　口走った後で気付く。また俺の口は、感情をそのままに出してしまった。チラッとシトネの顔を見ると、恥ずかしそうに頬を赤らめて、目を逸らしたり合わせたりしていた。

　尻尾は上機嫌にふりふりと左右に動いている。

　そんな彼女を見ていたら、こっちまで同じくらい恥ずかしくなって、しばらく無言のまま夕食を食べていた。
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　翌日。いつものように登校、するのではなく、見た目の三倍の容量が入るバッグの魔道具を持ち学校へ行く。正門を入ったところでグレンたちと合流。そのまま校舎へ向かうと、すでに新入生たちが校舎の前にずらっと列を作っていた。

「移動って徒歩なんだよな？」

「ああ。専用の地下トンネルがあって、まっすぐ進めば二時間くらいで着くぞ」

「に、二時間も歩くんだね」

　うぇーっと嫌そうな顔をするシトネ。研修には新入生全員が参加するから、この人数で移動となると大変そうだな。俺たちがじゃなく、引率の先生たちが。

「各クラスで点呼をとってください！　全員が集まったクラスから出発します！」

　どこからか先生の大きな指示が聞こえてきた。指示通り、それぞれのクラスで集まる。さすが特待クラスの俺たちは、一番最初に全員が集まって、そのまま校舎裏にある専用トンネルへ向かった。

　校舎の裏にある倉庫の中に、人工的に掘られた穴がある。壁や天井は補強されており、左右には明かりもあって視界は良好だ。

「本当にまっすぐなんだね」

「果てしないな……」

　当たり前だけど先が見えない。二時間ただ歩くというのも、それはそれでキツそうだな。と思いながら別にやることもなく、他愛もない会話を楽しんでいたら、案外退屈せずに移動時間を過ごせた。

　そして、トンネルを抜けた先には、校舎によく似た建物が森のど真ん中に建っていた。

「ここが特別実習施設グレモーラだ」

　森に囲まれたその施設は、元々軍事施設として建てられたそうだ。三十年前まで、この辺りは多数の魔物が出没する危険地帯だった。

　特に恐ろしかったのは、ドラゴンやワイバーンなど空を飛ぶ魔物が生息していたこと。一時期、大量発生して、王都まで来た個体も少なくなかったとか。その事態に対処するため、このグレモーラは建造された。

「対魔物の施設だから、校舎より頑丈に作られている。と言っても、今では魔物など出現しないから安心してくれ」

「何だ、魔物いないのか」

「一人だけガッカリしている人がいるな」

「そのようですね」

「あはははは……」

　シトネの苦笑いが聞こえる。魔物でも出現するなら、いい訓練相手になるかと思ったんだけど……。

「いっそドラゴンでも出てくれると嬉しいのにな」

「ぶ、物騒なこと言わないでよ、リンテンス君」

「そうなったら君が戦ってくれるのか？」

「ああ。久しぶりだけど、中々手て強ごわいんだぞ」

　ちょっと昔を思い出す。師匠がいなかった間にこなした冒険者としての依頼の数々。一番しんどかったのは、ドラゴンの巣穴から卵を持ち出す依頼だったな。研究サンプルにしたいからって内容だったけど、十匹以上に追い回されて肝を冷やしたよ。

「その話後で聞かせてもらえるか？」

「え？」

「私も聞きたいな～」

「別にいいけどさ」

　それなら道中に話せばよかったと思ったけど、グレンもシトネも興味津々な様子だったから後でゆっくり話して聞かせよう。




　俺たちが到着してから三十分後。全クラスが揃い、グレモーラの前に集合した。特待クラスの先生が今回の研修を取り仕切っているらしく、全員の前で説明を始める。

「ここでの注意事項はすでに把握していると思う。よって今から訓練を開始する」

　さっそくか。自然を活かした訓練と聞いているが、一体何からするのだろう。隣でシトネがワクワクして尻尾を振っている。

「まず最初に身体を慣らす！　全員で今から伝えるルートを通りこの領地を一周してきてもらうぞ！」

「領地を一周って、どのくらいあるんだ？」

「さすがに僕でもわからないな。ただ単純な広さだけなら、王都と同じくらいだったはずだ」

　王都を一周ぐるりと歩いた場合、大体三時間くらいかかる距離だ。それと同じで、尚なお且かつこの大自然となれば、もっと時間がかかるだろう。身体慣らしという意味では、確かに悪くない。

「コースは特に険しいルートを選択しておいた。強化魔術の使用は許可するが、それ以外は禁止とする。もし破れば最初からやり直しになるから注意してくれ。それと各クラスに目標タイムを設けてある！　特待クラスは一時間以内、その他のクラスは二時間以内だ！」

　達成できなかった生徒は、グレモーラの掃除を早朝からしてもらうというペナルティーも付け加えて説明された。朝から起きて広い建物を掃除……みんな嫌そうな顔をしているな。俺は屋敷の掃除を一人でやっているし、綺麗にするのは嫌いじゃないけど。

「一時間か」

「私たちだけ倍の速さでゴールしろってことだね」

「それくらい余裕でできるだろうってことじゃないか？」

「だろうな」

「なぁグレン、せっかくだし競争しないか？」

「もちろんいいとも！　君との勝負は望むところだ」

　炎魔術を使っていないのに燃えたように熱くなるグレン。勝負が好きなのか、ただの負けず嫌いなのか。どっちにしろ、グレンがいてくれると張り合いがあっていい。

　先生からコースを教えられる。まず、森の中心部にある湖まで直進し、湖の中央を渡る。そのまままっすぐ行くと、かつてドラゴンの巣があったという渓谷に入る。

　渓谷を下って、反対側へ渡ったら、今度は岩山を駆け登っていく。後は山を下りて森を大回りすればゴール。徒歩で移動すれば、半日はかかる距離らしい。

「は、半日？　それって一時間はギリギリなんじゃないかな？」

「大丈夫だろ。妨害があるわけでもないらしいし」

「リンテンス君はいいと思うけどさぁ～」

「シトネも大丈夫だよ」

「本当？」

「ああ。俺が保証する」

　シトネは元々身体能力が高い。先祖返りだからというのもあるが、鍛錬を積んできた成果のほうが大きいだろう。強化魔術も洗練されているし、このくらいの課題なら余裕だと思う。

　俺がそう言うと、シトネは「そっか～」と言いながらニコッと微笑む。

「リンテンス君が言うなら間違いないね！」

「ああ。もっと自信持っていいと思うぞ」

「うん！　じゃあリンテンス君を追い越せるように頑張るよ！」

「おぉ、シトネさんもやる気だね？　一緒に彼に一泡吹かせてやろうじゃないか」

「そうだね！　頑張るぞ～」

「僕も負けないさ」

　グレンとシトネが勝手に二人で盛り上がり出した。仲良さげに話す様子を見ていると、何だかモヤっとする。

　このモヤモヤの意味はわからないけど、とりあえず本気で引き離そうと決めた。準備を進め、スタート地点につく。俺は脚に意識を集中して、駆け抜けるルートを目で確認する。

　緑の葉っぱで光が遮られ、昼間だというのに森は薄暗い。整備された道とは違うから、迷ったり変な盛り上がりに躓つまずいたりすることもあるだろう。

　足底の感覚と、視覚情報を瞬時に処理して、正しい身体の使い方ができないと駄目だ。こういう環境での訓練に慣れていないと、思わぬ失敗をするかもしれないな。

「全員準備はできたな？　では――はじめ！」

　まぁ、俺は普段からやっていることだから問題ないが。

「なっ――」

「速っ！」

　グレンとシトネが二人して驚く。いや、彼らだけではなくて、周囲にいた全員……先生も驚いていた。俺はただ、力いっぱい地面を蹴って走り抜けただけだ。

　ちょっと目で追えないスピードに達しただけなのに、後ろを向けば誰もいない。

「ちょっと速すぎたかな」

　とか言いながら、さっきのモヤモヤの解消にはなってスッキリする。やっぱり俺って性格悪いのかな。

　独走状態の俺は、森の中を最短ルートで駆け抜ける。枝や蔓つるを上手く使い、一番近くて速い道順を、次へ次へと探っていく。早々に森を抜け、湖へと到着した。

　思っていたより大きな湖で、向こう岸まで千メートルくらいある。泳いだらさぞ大変だろう。そう言う場合は、水面を走れば問題ない。

「冷たっ！」

　水面を駆けるコツは、次の脚をとにかく前に出すこと。

　出し続ければ沈まない。単純な理由。強化魔術で魔力の流れを加速させれば、身体能力も極限まで高められる。そういえば、昔よく師匠と競争させられたな。

　大人げなく本気でやるから、俺は一度も勝てなかったけど。

「懐かしいな」

　と呟きながら、俺は当然のように水面を駆け抜ける。水面を駆け抜け、反対岸へ回る。再び森へ入り、すぐそこは崖になっていた。

「うおっと！」

　ギリギリで気付いていなかったら、そのまま落下するところだった。底は深すぎて見えない。このまま落下していたら、さすがの俺でも骨を折っていただろう。蒼雷を使っていいのなら話は別だけど。

「さて、ここを下りるんだったな」

　渓谷の反対側へ渡る際、一度下りてから登れという指示があった。湖とは違って、反対側までそう遠くない距離だ。思いっきりジャンプすれば俺なら届きそうだけど、ルール違反になるからできない。

　仕方ないので、崖を真下に下ることにした。両脚を集中的に強化して、崖の岩肌をガリガリ削りながら落ちていく。速度さえある程度殺してしまえば、落下の衝撃は防げる。これができないなら、時間をかけて壁を掴んで下りていくしかないだろう。

「強化魔術だけって言われると、選択肢が狭まるな。俺は元々選択できるほど手数はないけどさ」

　誰もいないから暇になりつつあって、独り言を口にする。そのまま落下して、渓谷の底にたどり着いた。何だか異様な雰囲気だ。

　暗くてよく見えないが、ごつごつとした岩が並んでいて、風が吹き抜けている。それもちょっと臭い。嗅いだことのある匂いではあったけど、すぐには何かわからなかった。

　ただ――

「これ……」

　あるものを見つけて、期待がよぎる。いや、この場合は不安と言ったほうが適切なのだろう。

　この研修中に、一波乱がありそうな予感だ。

　その後は普通に崖を垂直に登って、渓谷の反対側へ到達。岩山を登ったら、後は下りて走るだけ。一周を終えて、先生のいるスタート地点へ戻ってくる。

「速いなリンテンス！　もう戻ってきたのか？」

「ええ。ちなみに何分でしたか？」

「二十九分だ。凄いぞ！　歴代二位の記録だな」

「二位？」

　あれ？

　てっきり一位とか思っていたんだけど……いや、もしかして――

「ちなみに一位は、アルフォース様だ」

「……やっぱり」

　ここでも師匠に負けたのか。中々勝たせてくれない人だな、まったく。

　俺から十五分遅れて、二番手にグレンが到着する。続けてシトネが二分遅れでゴール。二人とも息を切らしてヘトヘトのご様子。

「リンテンス君、速すぎだよぉ」

「そうか？　でも残念ながら師匠はもっと速いらしいぞ」

「えぇ……」

　疲れと呆れが同時に出たような顔をするシトネ。その横で息を切らしながら悔しそうにグレンが言う。

「まだまだ修行が足りなかったか……だが次こそ勝ってみせるよ」

「はははっ、負けず嫌いだな」

「君と同じさ」

「確かに。お互い負けてられないよな」

　もしも次やるなら、師匠の記録を超えてみせる。そう思った俺だったが、結局これに挑んだのはこの一回きりだった。
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　スタートから二時間後。

「よーし、時間内にゴールできた者はそのまま次の訓練に移るぞ！　皆、ゴールした時にベルトはもらっているな？」

　ゴールした際に黒いベルトを配られている。先生から腰に巻くよう指示され言われた通りにする。すると、ベルトの背中側から半透明なヒラヒラの布が出現し、胸のところには数字が現れた。

「一？」

「私は三だよ」

「ボクは二だな」

「私は七です。おそらく先ほどの順位ではないでしょうか？」

　セリカがそう言って、納得する。胸に表示されているのは、準備運動のレースでついた順位と一緒だ。続けて先生が説明を始める。

「今から行う訓練は先ほどと同じ個人戦だ！　背から出ている尾、それを奪い合ってもらう」

　先生が説明したルール。尾を奪うと、相手の順位と入れ替わる。胸の数字を目印に、自分より高い順位の尾を奪って最終的に上位を目指せ。さっきと同じで、強化魔術以外は使用禁止。

　簡単に言うとそんな感じだった。

「順位に応じてポイントも付与する！　皆、頑張ってくれ」

　ポイントって？

　とはさすがにならなかった。魔術学校での成績は、定期試験の結果と、こういう訓練や競技などで配られるポイントで決まる。

　このポイントが少なかったり、定期試験で悪い結果を出すと、特待クラスから落とされることもあるから注意しよう。

「要するに鬼ごっこだね！」

「いや、だとしたら理不尽すぎるだろ」

　一位の俺は全員から狙われる。自分以外の百人以上が鬼って……どんな鬼ごっこだ。

「鬼ごっことは何だ？」

「あれ？　グレン君やったことないの？」

「王都じゃあんまりやらないからな」

「そうなんだ。じゃあ何でリンテンス君は知ってるの？」

「師匠に教えてもらった」

「あぁ～。なるほど」

　鬼ごっこだ～とか言って、一日中追いかけ回された過去がある。修行の一環とは言え、本気で怖かったよ。

「制限時間は一時間！　スタート地点はこちらで指定する。各々最善を尽くすように」

「一時間か」

「リンテンス、今度は君を捕まえるよ」

「いいや、今回も逃げ切ってみせる」

　師匠以外に捕まるつもりは毛頭ない。

「では各自指定されたポイントに向かってくれ！」

「すぐに見つけるぞ、リンテンス」

「ああ、待ってる」

「ふっ、その余裕もいつまでもつかな？」

　グレンは俺にそう言って、反対方向へと歩いて行った。シトネとセリカも同様に異なる位置へ向かう。どこへ向かったのかは、指定された個人にしかわからない。俺はこのスタート地点だったりする。

「ふぅ、一時間逃げ切れば勝ち……か」

　今回のルール上、参加者は二つに分かれるだろう。

　一つは自分の順位を守りながら、より上位の参加者を追う者。そして順位が最初から低い者は、逃げることは考えず上位陣を探し、追い回すことに徹する。

　対して俺の場合は、この二つには当てはまらない。

　なぜなら、俺より上はいないから。一位である俺は、一時間、残りの百四十九人から逃げ続けなければならない。正直、ちょっとしんどいと覚悟している。

　強化魔術以外は使えず、相手を必要以上に攻撃することも禁止されているから、俺は逃げることしかできない。せめて攻撃が許可されていれば、追ってきた人たちを返り討ちにできるのに……とか物騒なことを考えているうちに、全員が所定のポイントへたどり着いたようだ。

　合図は先生が持っている大筒の魔道具。とても大きな音が鳴るから、森全域に聞こえるそうだ。

「リンテンス、君も準備はいいか？」

「はい」

「よし、では始める。両耳を塞いでくれ」

　先生の指示に従い、両耳を手で覆う。大筒を構え、発射ボタンを押せば――

　ドンッ！

　空気の振動で身体が揺れるほどの爆発音が響き渡った。爆発音と共に俺も森の中へと駆けていく。さて、早々に何人かの気配があるな。

「いたぞ！」

「ラッキーだぜ」

　さっそく二人。開始から十秒足らずで接敵した。スタート地点が近かった者だろう。一人は幸運を喜んでいるようだが、果たしてそれはどうかな？

「捕まえられるかな？」

「なっ――」

「速すぎんだろ……」

　一瞬で目の前から消えた俺に、唖然とする二人。直接声は聞こえなかったが、嘘だろとか言ってたと思う。数人ならこの通り、簡単に引き離せるが……。

「エメロードだ！」

「おい待て！」

「はっはは！　次から次へと」

　止まらない。どこへ逃げようとも、俺以外の百四十九人が襲ってくる。見つかれば追われ、隠れていてもこの人数ならすぐにバレる。ならば走り回るしかない。休んでいる暇など、今の俺にはないようだ。

「リンテンス！」

「グレンか」

　開始十五分。早々に大本命の鬼と出くわした。

「今度こそ捕まえるぞ！」

「逃げ切ってやるさ！」

　追うグレンから俺は全力で逃げる。木々の間をすり抜け、他のクラスメイトたちを避けて走る。最短ルートかつ人が少ない場所を選びながら進む。少しでも判断を誤れば、後ろから迫る鬼に丸のみにされるぞ。

「見ーつけた！」

　今度はシトネか。グレンに追われる途中で、木の枝を掴んでシトネが現れる。

「ほい！　あー惜しい」

「危ないなぁ」

　シトネは枝から枝へ飛び移り、上から落ちるようにして俺を捕まえようとした。

　横に跳んで躱したけど、思ったよりスレスレだったな。地上を走る他のクラスメイトと違って、シトネは周囲の地形を巧みに使ってくる。

　立体的な攻め方をされると、単純に速い相手より厄介だな。

「やるな！　シトネさん」

「えっへへ～。リンテンス君はグレン君には渡さないよ」

「いいや、彼は僕がもらうよ」

　何だか別の意味に聞こえてくるな。複数人から詰め寄られているのも、何だか新鮮味を感じる。そんなことをしみじみと感じていた俺の背後に、新しい気配が出現。

「油断しましたね」

「セリカ!?」

　背後にいたのはセリカだった。恐ろしいことに、接近されるまで気配がまったく感じられなかったんだ。すでに彼女の手は、俺の腰から伸びるそれに触れている。

　とられる――

　瞬時の状況判断。俺の身体は、その直感に反応して動く。両脚で急ブレーキをかけ、そのまま後ろへ一回転。セリカの背後へ回る。

「――！　これを躱すのですね」

「ギリッギリだよ」

　まったく油断できない。グレンとシトネ以上に注意が必要だな。

「しかし、よろしいのですか？」

　後になってから気付く。俺はずっと追われていた。そこへセリカの奇襲。宙返りで躱した先には、当然グレンとシトネがいる。

「そちらは死地ですよ」

　そうだった。改めて、自分以外は全て敵だと思い知る。

　前方にはグレンとシトネ、後ろにはセリカ。左右の木々の間からも、他のクラスメイトが迫っている。示し合わせたわけではないだろう。

　ただ、俺を捕まえるという彼らの目的は一致していた。故に偶然が重なって、共闘したようになっている。平面上に逃げ場はない。

　ならばどうするか？

　当然上に逃げるしかない。俺は大ジャンプで空中へ回避する。しかし、そうなると当然グレンたちも追ってくるだろう。最初に反応したのはやはりグレンだった。

「空中では避けられないだろ？」

　後から跳んだグレンは、俺に目掛けて突っ込んでくる。確かに、強化魔術しか使えないルール上、空中へ逃げることは自殺行為だろう。でもそれは――

「そっちも同じだろ」

　俺は身を捻ってグレンを躱す。そのまま脚を掴んで、背を踏み台にする。

「じゃあな」

　思いっきり踏んで、俺は斜め前へ跳び出す。攻撃は禁止のルールだけど、相手に触ることは禁止されていない。

「くっ……やられたな」

　現在十五分経過。残り時間……四十五分。逃げる俺と、追いかけるグレンたち。他の者たちからも追われ、一度も止まれない。

「速すぎる……」

「はっ！　いくら速くてもそのうち体力の限界が来るだろ！」

「一位の人ってしんどそう」

　追っ手を躱す最中、彼らから色々な声をもらう。一時間も休憩なしの全力疾走を続けることが、どれほど負担か言うまでもない。想像しただけでもどっと疲れるようだ。実際はそんなこともなくて……。

「いいぞこれ！　いい運動になるな」

　意外と楽しんでいるなんて、誰も予想できなかっただろう。

　退屈だと思っていた学外研修。いきなりハードモードだが、俺にとっては好都合。戦うことができず、百四十九人から逃げ続けるこの状況は、今までに体験したことがない。

　下手したら師匠から追い回されていた時よりキツいかもしれないな。

　残り三十分と少し。俺はひたすら走り続け、全員から逃げ切った。スタートと同じ爆発音が鳴り響いて、訓練の終わりを知る。

「もう終わり？　あと一時間くらいやってもいいのに」

　他のみんなが「はぁはぁ」と息を切らしているのに対して、俺は名残惜しさを感じていた。グレンたちも自分の順位は守り切っている。何度もチャンスを逃して悔しがっていたな。
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　一日目の訓練は鬼ごっこで終わりだった。まだ時間的な余裕こそあったものの、初日ということもあり短い。それでも猛ダッシュで疲れている者も多かった。

「確かに疲れたな～」

「そうは見えないが？」

　俺とグレンは同じ部屋で寛いでいる。二人一部屋が用意され、今は夕食まで待機中だ。俺はベッドに座り、グレンは目の前の椅子に座っている。

「あれでも呼吸一つ乱さないとはさすがだな」

「いや、さすがに結構キツかったよ。あの人数から逃げるのは大変だな」

「そう言いながら、途中笑っていただろ？」

「見てたのか」

「ああ。あの状況で笑えるなんて、正気の沙汰じゃないと思ったぞ」

　中々の言われようだが、実際その通りなのだろう。疲れはあるけど、楽しさのほうが勝っていた。師匠と訓練している時の感覚に近い。要するに、満足したということだ。

「なぁリンテンス、今度また僕と手合わせしてくれないか？」

「ん、別にいいけど」

「ありがとう。やはり君と戦うほうが訓練になる。できるなら定期的にやりたいほどだよ」

「いいなそれ。じゃあ三日おきとか？」

「いいのか？」

「ああ。俺も師匠がいなくて退屈してたところだから」

　グレンはいい訓練相手になる。この間、模擬戦闘と称して相手をしてもらって、そう感じていた。

　師匠はいつ戻るかわからないし、俺にとっても好都合だ。

「ならこの研修が終わったら」

「ああ」
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　男女で宿泊施設は分かれている。リンテンスとグレンが同室であるように、シトネとセリカも同じ部屋だった。男二人が修行トークで盛り上がる中、女性二人はというと……

「……思ったより広いね」

「そうですね」

　何とも言えない雰囲気を漂わせていた。

（うぅ～、どうしよう、気まずい）

　シトネは困っていた。部屋割りは基本的に希望に沿ってされた。知り合い同士のほうがいいからと、同じ部屋になるよう提案したのはシトネだった。しかし、後になってから気付いたようだが、シトネはセリカと親しく話したことがない。大抵はリンテンスが傍にいて、向こうにもグレンがいる。

　四人でいる時にちょっと話した程度である。

（な、何か話題提供しなきゃ）

「ね、ねぇセリカちゃん」

「何でしょう？」

「セリカちゃんってグレン君のメイドさんだよね？」

「はい」

「すっごく仲がいいけど、いつから一緒にいるの？」

「そうですね……」

　シトネの質問を聞いたセリカは、少し間をあけてから答える。

「私がグレン様のメイドになったのは、物心ついてすぐのことでした」

「そんなに早くから？」

「はい。私の家系は代々、ボルフステン家に仕えてきましたので」

「そっか～。だから二人とも仲がいいんだね」

　シトネはちょっぴり羨ましかった。自分ももっと前から、リンテンスと知り合っていれば、もっと仲良くなれたのかと。そんなことを考えていたシトネに、セリカが教える。

「そう見えるのはきっと、グレン様のお陰です」

「え、どうして？」

「私はあくまで使用人。父や母からも、節度をもって接するよう教え込まれました。ですがグレン様は、使用人の私にも優しく接してくださいました」

　主と使用人の関係は、決して仲睦むつまじいものではない。従える者と、従う者。完全な上下関係が成立している時点で、友人や知人とは明らかに異なる。グレンとセリカの場合が特別なだけだと、シトネは知らなかった。

「私にだけではありません。グレン様は誰に対しても平等に接してくださいます。中にはそれを快く思わない方もみえますが、多くの方がグレン様を支持してくださいます」

「そうなんだ。何だかリンテンス君と似てるね」

「はい。私もそう感じております。おそらくグレン様もだと思います」

「うん。二人ともすっかり仲良しだもん」

　グレンのことになると言葉数が増えるセリカ。気まずい雰囲気は解消され、それぞれの出会いを話し出すと、止まらなくなっていた。こうして二人は少しだけ、仲良くなれたと実感する。
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　待機時間を過ごし、夕食で再び全員が集まる。広々とした部屋に長テーブルが連なっていて、そこに百五十人が座っている。さすがに圧巻の光景だと思った。俺たちもそのうちの一テーブルを使い、夕食をとる。

「食事は魔力回復にいいし、たくさん食べないとな」

「うん！　いっただきまーす！」

　シトネは何だか上機嫌だ。セリカとも親しげに話している様子を見れたし、いい関係を築けているようでほっとする。

「明日からは何するのかな～」

「例年通りであれば、本格的な訓練は次回からのはずですね」

「先生もそんなこと言ってたね。ってことは明日も鬼ごっこ？」

「あれは今日の一回限りだと思いますよ。準備運動としてなら、一番最初に行った森を一周を優先するでしょうし」

「えぇ～。あれは走るばっかりで面白くないよぉ」

　シトネがぐでーっとしながらそう言った。確かに、ただ走るだけではつまらないのは事実だ。俺も準備運動と言うなら、鬼ごっこのほうが嬉しい。あれを準備運動と捉えるかは、先生たち次第になると思うけど。シトネとセリカの会話を聞きながら、グレンが言う。

「いやしかし、あれも中々に刺激的だったと思うよ。特に湖と渓谷は渡るのに苦労させられたからね」

「そうですね。噂では、リンテンス様は水上を走っていたと聞きますが」

「えぇ！　そうなの？」

　シトネの視線がこちらに向く。そんなに驚くようなことなのかと、俺は首を傾げた。そうして渓谷でのことを思い出す。

「渓谷か」

「どうかしたか？」

「いや、そういえば渓谷におもしろ……妙な痕跡があったんだよ」

「痕跡？」

　グレンが聞き返す。この様子だと、気付いたのは俺だけのようだ。

「でかいものが落下した跡と、引きずって動いた跡だったかな」

「そんなものがあったのか」

「全然気付かなかったよ」

「移動に集中していましたからね。リンテンス様と違い、余裕はありませんでしたので」

　そうでなくても暗かったし、よく見ないとわからない。加えてそれの存在を知らなければ、痕跡を痕跡として捉えられなかっただろう。二重の意味で仕方がないと言うと、グレンが尋ねてくる。

「それで何の痕跡だったんだ？」

「たぶんドラゴンだと思う」

　三秒。シーンと静まり返る。

「「「ドラゴン!?」」」

「うおっ、ビックリしたな」

　突然の大声で身体がのけぞる。他のクラスメイトたちも、グレンたちの声に驚いている様子。お気になさらずとジェスチャーで示す俺に、驚いたままのシトネが言う。

「驚いたのはこっちだよ！　ドラゴン!?」

「本当なのか？　リンテンス」

「ああ、うん。あれと同じ痕跡を前にドラゴンの巣で見たことがあるからな」

　大きく太い尻尾を引きずったような跡もあった。巨体と尻尾の跡が残っていて、その場所が渓谷となればドラゴンの可能性が一番高い。話によれば、ここは昔ドラゴンの生息地だったらしいし、いても不思議ではない……か？

「事実だとすれば大問題です」

「ああ。研修が中止されることもあるぞ」

　セリカとグレンが深刻な表情で言う。

「中止はさすがにいきすぎじゃないか？」

「何を言っているんだ。ドラゴンは一級災害指定の魔物だ。それがいるとわかっているのに、研修を続けるのはリスクが高すぎる」

「一級災害指定……そういえばそうだったな」

　世界中に存在する魔物。その種類は年々増え続け、現在五百を超えているらしい。等級別災害指定は、大きさ、強さ、繁殖能力などを基準として、どれだけの脅威があるかを分類するもの。一級災害指定は、一匹でもいれば都市が半壊する可能性が高いことを示している。

　ドラゴンは強力な存在だ。年が経つにつれ数も減ってきたが、その脅威は薄れていないと聞く。

「いや、でも大丈夫だと思うぞ？　いても一匹だし」

「それは君の基準だろう？　判断するのは先生たちだ。後で報告しに行こう」

「まぁ、そうだな」

　正直、ちょっとガッカリしている自分がいる。ドラゴンとは久しく戦っていないし、強敵だから訓練相手にもピッタリだ。あわよくばと言う期待もあったから、その分の落胆もある。

　その後、俺とグレンで先生に報告をした。結論だけ先に言うと、研修は続行することになった。この周辺に関しては、常に数名の監視がいる。研修前から観察されているが、ドラゴンらしき影はなかったそうだ。痕跡も最近のものではないという判断となった。

「中止は免れたか」

「みたいだな」

　グレンも納得している。確かに監視がいて、見ていないとなれば安全と判断できなくはない。ただ、俺は密かに思っていた。あの痕跡は、少なくともドラゴンとの戦いがあったという時代にできたものではなかった。もしかすると、何か起ころうとしているのかもしれない……と。
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「今日は校舎の案内をする。皆、私の後についてきなさい」

　先生が教壇でそう言う。黒板には長々と注意事項と説明が書かれていた。

　学外研修は、最終日まで特に変わったこともなく終わり、翌日から学校で普通の授業が始まる。不穏な気配はあったが……次回に期待といったところだ。そして今日は、今さらかと思えるオリエンテーションの続きで、校舎の紹介がされることになった。俺たちは席を立ち、先生の後に続いていった。

　一階から順番に見ていく。特別教室や職員室、食堂なんかは全て一階だ。続く二階は一年生の教室で、さっと流してみていく。三階も二年生の教室で、造りや風景はさほど変わらない。

　四階も同様なのだが、俺はちょっと憂鬱だった。この階層には、あの人がいる。

「そういえば、君のお兄さんが三年にいるのではなかったかい？」

「……ああ」

「え、リンテンス君ってお兄さんがいたの？」

「おや？　シトネさんは知らなかったのか。アクト・エメロード三年首席。この学校で今、最も聖域者に近い人だよ」

「そ、そうだったんだ」

　そう言いながら、シトネは俺に目を向ける。俺が浮かない顔をしていることに気付いたのか、シトネが声をかけてくる。

「リンテンス君？」

「ん？　ああ、そうだな。兄さんは凄いよ」

　無論、それだけじゃないけど。と、思った直後だった。

「久しぶりだな、リンテンス」

　その声は――

「兄さん」

　青黒い髪に、サファイアより濃い瞳。立ち姿、その風格は強者そのものであり、どことなく似ている。雷に打たれる前の自分と、姿が重なる。

　アクト・エメロード。俺の兄で、魔術学校三年首席の座についている。いることは知っていた。この階に来れば、出くわす可能性が高いことも。

　そして、会えば必ず、不穏な雰囲気になることも、容易に想像できた。今まさに、ピリピリと肌に刺さる緊張感が立ち込める。それを感じ取ったのか、四人を除く生徒たちは、目を背けながら先に進んでいった。

「お久しぶりです。兄さん」

「……ああ、十年ぶりか」

「……はい」

　淡々とした会話だ。仲のいい兄弟ではないと、誰もが思うだろう。冷たいその視線は、身内に向けられるような目ではない。まるで、親の仇かたきを睨むように、兄さんは俺から目を離さない。俺も……目は背けない。互いに無言のまま、気持ちの悪い静寂が続く。

「父上から」

　兄さんがぽつりと口を開く。

「入学したとは聞いていた。それも次席で……正直驚いたぞ。お前のような落ちこぼれが、ここへ入学できただけでも奇跡に等しいというのに」

「……そうでしょうね。特に、父上にとっては予想外だったでしょう」

「ああ。だが、それまでだ。お前ではこれより先に進めない」

「どういう意味です？」

「お前では聖域者にはなれないと言っているんだ」

　兄さんはそう断言して、俺にもっと冷たい視線を向ける。もはや殺意と言っても過言ではないレベルだ。常人なら震え上がってしまうかもしれない。でも、俺は引くことなく言う。

「それは、やってみないとわかりませんよ？」

「ほう、言うようになったな」

　視線がバチバチと火花を散らすようだ。途中、後ろに立つシトネが、僅かに震えていることに気付く。俺に向けられたそれを、一番近くにいる彼女が感じ取ってしまっているようだ。兄さんは他の生徒たちに視線を向ける。

　小さく短く息を吐き、俺の横を通り過ぎながら――

「いずれ思い知るぞ」

　そう言って、兄さんは去っていった。後ろ姿が見えなくなるまで、俺はじっと兄さんを見つめ続ける。しばらくして、置いて行かれないようクラスメイトの元へ駆け寄った。

「大丈夫だったか？　シトネ」

「う、うん……私よりリンテンス君は？」

「俺は平気だ。会えばこうなるってわかっていた」

「そ、そうなんだね」

　シトネは不安そうな表情で、俺をチラチラ見ては目を逸らす。兄さんのことが気になるけど、聞いてもいいのかわからない、という感じか。

　そういえば、兄さんのことはまったく話していなかったな。機会もなかったし、話す理由もなかったからか。なら、今がちょうどいい機会なのだろう。

「シトネ」

「な、何？」

「帰ったら話すよ」

「……うん」

　シトネは優しく微笑み頷いた。こうして、午前のオリエンテーションは終わり、午後から授業が開始される。授業内容はまた知っていることの反復でつまらない内容だった……と思う。正直、あまり集中できなかった。久しぶりに会った兄さんの顔が、言葉が、頭に浮かんで離れないから。




　悶もん々もんとしたまま時間は過ぎ、放課後となる。グレンとセリカと別れ、俺とシトネは屋敷に帰った。

「ただいま戻りました」

「おかえり。おや？　今日は随分としょぼくれているね」

「ええ……まぁ」

「うんうん、大体予想はつく。兄に会ったんだね？」

　師匠はずばり言い当てた。たぶん、千里眼で見ていたのだろう。俺は頷き、ため息をつく。

「まぁまぁ、一先ず夕食にしようじゃないか」

「そうですね」

　作るのは俺なんだけど。それから普段通りに夕食をとって、片付けて。シャワーを浴びてから、俺は一人でベランダに顔を出した。すると、後ろから近づく足音に気付く。

「シトネか？」

「正解！　よくわかったね」

「何となくだよ」

　師匠はもっと変な登場の仕方をするし、騒がしいからな。消去法でシトネしかいない。という分析は置いておいて、俺はシトネに話すことがあったんだ。シトネは俺の隣に来る。

「兄さんのことだけど……今でもいい？」

「うん、聞きたいな」

「わかった。俺が神童って呼ばれていたのは教えたよな？」

「うん」

「兄さんも最初は、同じように呼ばれてたんだよ」

　エメロード家に神童が生まれた。そうもてはやされ、周囲からも期待されていた。だけどそれも長くは続かなかった。そう、リンテンスと言う弟の誕生で、兄さんの人生は大きく狂ったんだ。

「簡単に言うとさ。俺のほうが才能を秘めていたんだよ。それで両親は喜んで、俺を鍛えることに全霊を注ぐことにした」

「じゃあお兄さんは？」

「放置された。この屋敷も元々は、兄さんが十二歳の頃まで暮らしていたんだよ」

「そうだったの？」

「ああ」

　そのことを知ったのは、師匠と出会ってしばらく後のことだった。古くて放置されていたはずの建物だったのに、なぜか最低限の手入れがされていたから、疑問には感じていたんだ。

　その後の経緯は簡単だ。俺が落ちぶれたことで、両親は兄さんを呼び戻し、代わりに俺をここへ放り込んだ。

「兄さんにとっては散々だろうね。俺のせいで振り回されたんだ。恨まれてても不思議じゃないよ」

「……」

　シトネは何も言わなかった。何を言っても、この時の俺には響かないと思ったのだろうか。




　授業が始まる前、担任の先生が教壇に立った。

「来週の今日、親善試合が行われる。立候補者はいるか？」

「親善試合？」

「おい、まさかこれも聞いていなかったのかい？」

「え……ああ、うん」

　返す言葉もない。グレンは呆れながら、俺に説明してくれる。

「毎年入学してすぐ、一年生と三年生の代表が交流をかねて模擬戦をするんだよ」

「へぇ～」

　意味合い的には、交流というより世の中の厳しさを教える……みたいな感じらしい。自信満々の新入生が行きすぎないよう、在校生が力を見せつける。

「外部の観客も入れるから、僕たちにとっては最初のアピールの場にもなるけどね」

「なるほど」

「ちなみに、三年の代表は大抵首席だ」

　首席と言う単語を聞いて、思わずびくっと反応した。兄さんが出てくるのか。

「立候補者はいないか？　いないのであれば、首席のグレンにお願いするつもりだが」

「先生！」

　と手を挙げたのはグレンだった。

「何だ？　グレン」

「立候補ではなく、推薦してもよろしいでしょうか？」

「ん？　まぁ、いいぞ」

「ありがとうございます。僕は彼を、リンテンスを代表に推薦します」

　グレンは俺を指示し、堂々と名前を強調してそう言った。ざわつく教室と、驚くシトネ。当のグレンはニヤっと笑い、俺は眉をひそめる。

「グレン？」

「このクラスで一番強いのは君だ。代表と言うなら君こそ相応しい」

「いや、首席はお前だろ？」

「ああ、だが僕は君に負けたばかりだ。自分の実力不足を痛感させられている。それに……」

　グレンは表情を変える。ニヤついていた顔が一変して、真剣な眼差しを向ける。

「相手は君の兄だろう。ならば実力の話を抜いても、君が一番戦いたいと思っているんじゃないかい？」

「……」

　正直、図星だった。兄さんが相手と聞いて、戦うなら自分がいいと思った。ただ、周囲の目もあるだろうから、今回は控えようかと思っていたのに。

「もちろん嫌と言うなら僕が出るよ。もしかすると、勝ってしまうかもしれないけどいいかな？」

「ふっ、わかりやすい煽りだな。わかった、のってやる」

「決まりだね」

　俺は右手を挙げて先生に言う。

「先生、俺が出ます」

「うむ。皆もそれで構わないか？」

　反対なし。入学直後の俺だったら、きっと全員が反対していただろう。ここまで全てグレンの思惑通りだとしたら……相当な策士だ。

「ありがと、グレン」

「僕は何もしていないさ。頑張ってくれ、リンテンス」

「ああ」

　やるからには勝つ。兄さんが出るなら、両親も観戦に来るかもしれない。ちょうどいい機会だ。あの人たちに見せつけてやるとしよう。落ちこぼれと吐き捨てた男が、頂に届きうる存在になったことを。
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「なるほどなるほど、親善試合で兄と戦うことになったか」

「はい。それで相談なんですが、師匠に模擬戦の相手をして頂きたくて」

　親善試合の話を聞いた日の夜。食卓を囲みながら、俺は師匠にお願いをした。

「ほう、そこまで必要かい？」

「必要だと思います」

「今の君なら負けることはないと思うけどな～」

「だとしても、完璧な状態に仕上げておきたいんです。今回は……相手が相手ですから」

　俺がそう言うと、師匠は小さく頷く。表情と言葉から、俺の気持ちを察してくれたようだ。

「わかった。が、残念ながらできないね」

「なぜです？」

「実は王国から僕に依頼があったんだよ。明日には王都を出ないといけないんだ」

「急ですね。内容は？」

　師匠は首を横に振る。どうやら極秘の任務のようだ。

「そうですか……」

「すまない。弟子の頼みを無下にはしたくなかったのだが、これもお仕事だからね」

「いえ、師匠は本来こんなところで遊んでいていい人ではありませんから」

「はっはっはっ、別に遊んではいないのだが……」

　さて、となると誰に相手を頼むか。

「リンテンス、ここは友人に頼ったらどうだい？」

「グレンたちですか？」

「うん、彼らの実力であれば、君の相手も務まるだろう」

「そうですね。頼んでみます」

　師匠以外で誰に、と考えた時。まっさきに浮かんだのはグレンだった。




　翌日、俺はグレンにそのことを頼むと二つ返事でオーケーしてくれた。

「君との訓練なら望むところさ」

「ありがたい。じゃあ頼む」

　親善試合まで約一週間。できる限り追い込んで、戦闘の感覚を研ぎ澄ます。今の俺にも、期待してくれる人がいる。期待していない奴らも、大勢見に来るだろう。そいつら全員を沸かせられるような戦いを見せてやる。そして何より、兄さんに認めてもらうため。

　一週間はあっという間に過ぎて――
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　親善試合の会場は、入学試験でも使われた闘技場だ。あの時は単なる集合場所として利用されたが、今回は本来の用途で使われる。

　更地だった地面には障害物となる岩や木が植えられ、土を盛り高低差も作られている。戦うためのフィールドは前日から準備されていたようだ。そして、観客席にはずらっと多くの生徒たちが座っている。

　一年から三年の生徒はもちろん、卒業生や魔術師団の人たち、保護者から王国の重鎮まで勢ぞろいだ。たかが親善試合で何という賑わい……と思うが、あながち馬鹿にできない。サルマーニュ魔術学校の卒業生は、この国の未来を担う存在となり得る。

　特に三年の首席ともなれば、聖域者に最も近い存在だ。期待から値踏みするような目で見られても不思議ではないだろう。

「準備は万端だね？」

「ああ、お陰様で助かったよ。グレン」

「どういたしまして。僕もいい修行になった」

　代表者の控室に俺を含めて四人の姿がある。修行に付き合ってくれたシトネ、グレン、セリカ。特にグレンのお陰で、コンディションは十全に仕上がったと言っても過言ではない。

　俺は力を入れた拳を見つめる。すると、シトネがその手を握って言う。

「頑張ってね！」

「ああ」

　試合前に勇気を注入された気分だな。これでより一層、調子はよくなったに違いない。

「じゃあ僕たちも観客席に向かうよ」

「武運を祈ります」

「ああ、見ていてくれ」

　三人が部屋を出て行き、俺は一人残される。試合開始まであと十五分。静かな部屋で一人になると、余計に色々と考えが浮かぶ。

「兄さん……」

　緊張ではない。武者震いとも違う。何とも形容しがたい震えが、僅かに俺を動かしている。

　ここで待っていても落ち着かない。そう思った俺は、少し早いが控室を出ることにした。フィールドに入るトンネルで、戦いのゴングが鳴るのを待つ。そのつもりだったのだが……。

「兄さん！」

「リンテンスか」

　偶然にも、道中で兄さんと出くわしてしまった。互いに向かい合い、無言のまましばらく立つ。これから戦う相手と戦う前に会ってしまうなんて、何とも間が悪い。俺も兄さんも、その場を立ち去ろうとする。

「ここにいたのか？　アクト」

　が、またしても偶然が重なる。その声に反応したのは、兄さんだけではなかった。俺も……声の主をよく知っている。なぜならその人は――

「来てくださったのですね、父上」

「もちろんだとも、お前の活躍を見られる機会だからな」

　兄の父であり、俺の父でもある。直接顔を見るのは、家を追い出された日以来だ。

「お久しぶりです。父上」

「ん？　ああ、何だいたのかリンテンス」

　気付いていた癖に、わざとらしく父上は言う。ならばこちらも、知っているであろうことをあえて口にしよう。

「はい。親善試合の新入生代表ですから」

「ほう、そうだったな。何かの手違いかと思ったが……そうか。お前のような落ちこぼれを選出するなど……今年の一年生は期待できそうにないな」

　やれやれ、と言いたげに肩をすくめる父上。これが、久しぶりに会った父と子の会話だ。もし何も知らない他人が横で聞いていたら、一体どう思うだろう？

　想像しなくてもわかる。

「ではな、アクト。お前には期待しているぞ」

「はい、父上」

　そう言って、父上は観客席のほうへと歩いていく。

　お前には……か。要するに、俺には期待していないという意味なのだろう。わかりやすくて助かるよ。お陰でごちゃごちゃ考えずに戦える。

　そして、外からブーという音が聞こえてくる。

「時間だぞ」

「はい」

　俺と兄さんは別々の方向へと進む。背を向けぐるっと回り、対角の出入り口からフィールドへ入った。会場が沸き上がる。

　アナウンスが何かをしゃべっているが、フィールドにいる俺には聞こえてこない。

　観客席の声でかき消されているからだ。いや、そうでなくても聞こえなかっただろう。

　今の俺にとって、目の前の情報が全て。余計な情報は省き、戦いが始まった後の流れをシミュレートする。

「父上ではないが、俺も驚いている」

　唐突に、兄さんが口を開いた。研ぎ澄まされつつあった緊張が、僅かに緩む。

「俺が相手ってことにですか？」

「ああ……だが、小さな予感はあった。俺とお前が入れ替わった日からずっと、こうして戦う瞬間が訪れる予感が……それが今日だとは、微塵も思っていなかったがな」

「……俺も、こんなに早く兄さんと戦うことになるなんて思いませんでしたよ」

「ふっ、見ろ」

　兄さんは観客席へ視線を向ける。俺もその視線に合わせて、ぐるりと観客席を見渡した。

「大勢の人が見ている。勝てば賞賛、負ければ恥だ」

「そうでしょうね」

「わかっているのか？　今のお前がここで負ければ、二度と再起の時は訪れない。永遠に負け犬のまま、一生を終えることになる」

「そうはなりませんよ？　勝つのは俺です」

「……そうか」

　試合開始のベルが鳴り響く。微かに聞こえたアナウンスがなくなり、観客席も一瞬静まり返る。

「ならば、兄である俺が引導を渡してやろう」

　兄さんの背後に展開される無数の円陣術式。紫色の光が集まり、魔力エネルギー弾が撃ち出される。それは雨のように俺へと降り注ぎ、爆発の土煙で視界が塞がれる。

　終わったのではないか？

　そう思わせる光景を、観客たちは見ていた。が、当然これで終わるなんて――

「ありえない」

　赤い稲妻が走り、土煙を吹き飛ばす。兄さんの攻撃は一発も俺に届いていない。全て雷撃で相殺して衝撃も四方へ散った。

「赤い雷……それがお前の術式か？」

「そうですよ！　撃ち合いでも負けません」

「ほう、ならば試してみよう」

　兄さんは背後の術式を再展開させる。しかもさっきより多い。言葉通りの撃ち合いをするつもりみたいだ。

「望むところだ」

　俺は腰をおとし、両手を地面につける。威力では赤雷が一番だが、赤雷は威力を上げるほど収束性に欠ける。このコントロールはまだまだ難しい。複数攻撃の撃ち合いならこっちだ。

　色源雷術藍雷――砲術！

　藍色の雷が地面に走り、横一列に大砲を生成する。生成された大砲は全部で十二。撃ち出されるのは、同じく藍雷で生成した雷の砲弾だ。藍雷の長所は威力ではなく密度にある。藍雷で生成した弾丸は、現実の砲弾よりも硬く重い。

　さぁいくぞ。一斉発射だ！

「雷雨！」

　二十全ての砲門から藍雷の砲弾が一斉に発射される。対する兄さんも、術式から紫のエネルギー弾を発射。互いの弾がぶつかり合い爆発し、中央でせめぎ合う。

「本当に止めるか」

「だから言ったでしょう？」

「ふっ、ではこれはどうかな？」

　ニヤリと笑う兄さんの表情に攻撃の気配を察知。一瞬で俺の頭上で何かが生まれる。見上げた空は青くとも、日の光は遮られ、空中には炎の球体が浮かぶ。

　これは炎魔術のメテオか。高密度に圧縮した炎の大玉を生成して落下させる。威力は一撃で地面に大穴を開けるほど高い。だがわからないのは、いつの間に術式を発動したのか。

「落ちろ」

「させない！　赤雷！」

　考えるより迎撃が先だ。俺は右手を上にかざし、赤雷で炎の球体を迎撃する。雷が走り破壊された球体は、バラバラになって地面に降り注ぐ。

「よく破壊した。だがいいのか？　こちらに気を向けなくても」

「しまっ――」

　一瞬。ほんの僅かな隙をついて、兄さんは背後の術式を増やしていた。予想より多く放たれた分のエネルギー弾が、俺の砲弾をすり抜けて降り注ぐ。

「くっ……」

　エネルギー弾は弾けて地面を抉る。直撃こそしなかったが、一発頬を掠かすめていった。ダラーっと流れる血が口に入って、嫌な味が広がる。

「運がよかったな」

　兄さんの言葉に、返す言葉もない。本当に運がよかった。あと少しずれていれば、顔面にエネルギー弾が直撃していただろう。やられはしないにしろ、相当なダメージは負っていたに違いない。

「今度は気を抜くな」

「言われなくても」

　そのつもりだ。兄さんの攻撃パターンは今ので把握した。今度はこっちから攻める。

「蒼雷！」

　蒼い稲妻を纏い、砲撃の雨の中を駆け抜ける。蒼雷で強化した肉体の速度は、光の速さにも匹敵する。速さ自慢の暗殺者ですら反応できなかった速度だ。

　いくら兄さんでも、完全に虚を突かれただろう。俺はエネルギー弾を躱しつつ、兄さんの懐へもぐりこむ。一歩、二歩、手が届く距離に至る。兄さんの視線は俺を捉えきれず外れている。今なら当てられる。そう思った俺に、兄さんの声が聞こえる。

「甘いな」

「な――」

　声が聞こえた直後、兄さんの姿は視界から消えた。次に捉えたのは視界の右端、兄さんはすでに蹴りを繰り出す体勢をとっている。回避を試みる俺よりも一瞬速く、兄さんの蹴りが届く。俺は両腕をクロスしてガードしたが、強化された蹴りに吹き飛ばされてしまう。

「これも防御したか」

「っ……」

　吹き飛ばされた先で体勢を立て直し、構える。兄さんは攻撃を止め俺を見つめる。その表情には余裕が見て取れた。

　まったく見えなかった。反応が遅れてしまった。生体電気の感知は、相手の動きが速くてもその動きを捉えることができる。相手がどう動きだし、どのルートを辿ったのか。しかし今、兄さんの動きは感知できなかった。

　俺のほうが速度は上だったはずだ。雷の速さは文字通りの高速。人間の耐えられる限界までしか発揮できないとは言え、普通ならついてこられない。

　兄さんは俺の速度に対応して……いや、上回った。本当は俺よりも速いのか？

　いいや、今のは速さじゃなくて……そうか兄さんの――

「時間魔術か」

「その通りだ。十年も会っていなかったのによく覚えているな」

「忘れるわけありませんよ」

　そう、忘れることはない。兄さんは俺より前に神童と呼ばれていた。その最大の理由が時間魔術に適性を持っていたこと。文字通り時間を操る魔術で、極めれば世界の時間を停止させられる。

　適応者はほとんとおらず、適応があっても扱えない者のほうが多いと言われる高等魔術。エメロード家でも数百年生まれてこなかった逸材。

「今のは、自分の時間を加速させたのか」

「正解だ」

　確か、時点術式という。自分自身の時間を加速させることで、高速での行動を可能にする。感覚的には自分だけが正常で、見ているもの全てがスローに見えるとか。あるのは知っていたが、まさか蒼雷を上回ってくるなんて。

　駄目だ。攻撃の手を止めれば兄さんにも余裕ができる。速度で上回られている以上、後手に回っては攻撃するチャンスがない。だからとにかく攻める。

「藍雷――弓！」

　俺はすかさず藍色の弓矢を生成。腰を低く構え、四連射で兄さんを攻撃する。藍雷でも速度は十分光の速さに達するのだが、これも兄さんの術式が躱す。

「その程度の攻撃が当たると思っているのか？」

「思ってませんよ」

　と言いつつ攻撃を続ける。変わらず当たらないが、時間魔術を行使している間は、さっきみたいに複数の術式を展開できない。時間魔術の制御は、他の属性と比較にならないほど難しい。複数術式の平行発動なんて、いくら兄さんでも不可能なはずだ。

　事実、兄さんが時間魔術を使っている時だけは、エネルギー砲弾の雨が止んでいた。時間魔術の制御に集中しなくちゃいけないんだ。攻撃し続けていれば、エネルギー弾の雨は止む。とは言え、このまま撃ち続けても当たらない。

　藍雷の速度にも攻撃パターンにも、兄さんは徐々に慣れ始めているだろう。攻撃パターンも一辺倒になってきた。弓の連射じゃ埒らちがあかない。

　やっぱり接近戦に持ち込もう。そっちのほうが俺も得意だ。

　接近の隙を作るため、弓の照準をあえてばらけさせる。兄さんは瞬間移動しているわけじゃない。時間を加速させて高速で回避しているだけだ。

　狙いが正確すぎると逆に躱しやすい。だからあえて攻撃する箇所をばらばらに、そして増やすことで予想しにくくしてやる。

　一瞬、兄さんは驚いたようにピクリと動きが鈍った。その瞬間を見逃さず、俺は弓を変形させる。

「二刀！」

　左右に藍色の刀を握りしめ、左から大きく旋回するように接近する。真正面からダッシュしたら兄さんの視界内でバレバレだ。

　僅かでもいいから視界から外れて、兄さんが時間魔術で対抗するまでの時間を増やし、その隙をつく。側面からの斬撃、兄さんはまだ正面を向いて――

「素直な攻めだな」

　俺の斬撃は空を切る。瞬きしたのかと疑うほど一瞬で、視界から兄さんが消える。突然、背後に生体電気の反応を捉え、咄嗟に俺は地面を蹴る。

「くっそ」

「ほう。回避の反応はさっきより速いな」

　兄さんが攻撃に転じるより速く、俺はその場から移動して距離をとることに成功する。そのまま再び兄さんと向かい合う。

　また回避された。あっさりと二度も……しかも眼前から一瞬にして消えるのは、身構えていても多少は動揺してしまう。

　これは軽率に距離を詰められないな。あまりに近づきすぎると今みたいに狭まった視界でしか兄さんの位置を把握できない。

　接近するなら確実に攻撃を当てられるチャンスがある時だけだ。となると遠距離で……どうにか兄さんの虚を突くしかなさそうだ。

「なら――」

　この地形にうってつけの技があるぞ。

　色源雷術――緑りょく雷らい！

　俺が地面を力強く踏みしめると緑の稲妻が僅かに走る。兄さんも、俺の足元の変化を感じ取ったようだ。この技はグレンとの戦いでは使えなかった。だけど今、この地形と兄さんが相手なら有効に働くだろう。

「貫け、砂刃！」

　兄さんの足元から黒い刃が突き上がる。警戒していたようだけど、まさか自分の足元から攻撃が来るとは思っていなかったようだ。咄嗟に避けた兄さんだったが、僅かに刃が頬を掠めていた。

「今のも躱すのか」

「そうか。緑の雷は砂鉄を操れるのか」

　今ので早々に効果も把握された。ただそれも織り込み済みだ。兄さんが口にした通り、緑雷の能力は砂鉄を操る強力な磁力を持つ。緑雷そのものに攻撃力はなく、あくまで磁力で砂鉄や金属を操ることに特化している。

　グレンとの戦いで使えなかったのは、操れるものがなかったこと。そしてグレンが纏っていた炎の衣は、砂鉄なんて簡単に燃やし溶かしてしまっただろう。

　兄さんは速度で攻撃を回避し続けている。グレンのように防御する術はおそらく持っていない。予想通りこれで隙をつけたが、もう通じないだろうな。少なくとも今の攻撃パターンは把握された。だけど緑雷の本領は不意打ちじゃない。

　俺は操った無数の砂鉄を刃の形に変形させ、鋭い鞭むちのようにしならせ兄さんを攻撃する。もっとも正面から見えている攻撃を躱すことはたやすいだろう。

　回避され地面に衝突した砂鉄の刃が空気中に散る。次々と回避していく兄さんに、俺は構わず攻撃を続けた。

「どうした？　無駄な足掻きが好きなのか？」

　そんなつもりはない。俺の狙いは攻撃を当てることじゃなくて、砂鉄を兄さんの周りに集めることだ。散った砂鉄が薄い膜を作り、兄さんをドーム状に取り囲もうとしている。

「これは――そうか」

　兄さんも俺の狙いに気付いたようだ。そう、俺は兄さんに攻撃を当てたいんじゃなくて、兄さんを捕まえたかっただけだ。

　兄さんはあくまで時間を加速させることで回避している。ならば回避する先をなくしてしまえば、いかに時間を加速させても意味はない。

　あと少しで兄さんを囲むドームは完成する。しかし狙いに気付いた兄さんは時間魔術を解除し、右腕を上にかざして円陣術式を無数に展開する。

　放たれたエネルギー弾が集まっていた砂鉄を散らしてしまい、その隙に兄さんは囲いから出てしまった。

「狙いは悪くない。だが、こうもあからさまではな」

　気付かれてしまった時点で作戦は失敗していた。もう少し砂鉄が集まっていて、厚い層を形成していれば攻撃も防げたかもしれないけど。

「中々上手くはいかないな」

「今度はこちらの番だ」

　兄さんがパチンと指を鳴らす。こちらの番だというセリフが聞こえた俺は、瞬間的に警戒を高めていた。何か仕掛けてくると。だが次の瞬間、円陣術式が俺の四方を取り囲む。

「何――」

「穿て」

　四方から降り注ぐエネルギー弾を前に一瞬の思考。

　そうか。エネルギー弾の術式に時間魔術を組み合わせて、発動のタイミングをずらしたのか。おそらく砂鉄から逃げた時だ。時間魔術を解除したように見せかけて、エネルギー弾の術式を対象に発動させていた。

　複数術式の並行使用……できないと思っていたけど、やろうと思えばできたのか。

　すでに攻撃は放たれており回避は困難な状況。躱すのではなく受けるしかない。

　最大出力――

「赤雷！」

　赤い稲妻を四方へ放つ。エネルギー弾を貫き、到達前に爆発させていく。ギリギリではあったが、エネルギー弾の相殺には成功したようだ。

「よく耐えたな」

　兄さんは余裕の表情を浮かべている。今までの攻防で汗一つかいていない。ここまで苦戦させられるなんて正直思っていなかった。ただ、こんな状況なのに俺は思わず笑ってしまう。

　強い……本当に強いな。

　予想以上に？

　違う、俺は知っていたはずだ。

　兄さんが強いことを……十年以上前から――




◇◇◇




　十五年前、リンテンス誕生。の、さらに二年前、最初の神童が生を受けた。

「凄いぞ。この子は時間魔術に適性があるようだ」

「ええ、奇跡だわ。きっと世界に選ばれた人間なのよ」

　両親は生まれてきた赤子に、アクトという名前をつけた。魔術師の名門に生まれた彼は、その名に恥じない才能を持っていた。数百年間生まれてこなかった時間魔術の適性持ちにして、それを操るセンスを併せ持つ逸材。神童だと言われるまで、時間はかからなかった。

　しかし、彼には欠点があった。それは魔力量だ。貴族の多くは、平民の倍以上の潜在魔力を有している。対して彼の場合は、一般人と同レベルの魔力量しか保有していなかった。ただ、両親や周囲もそれほど大きく問題にはしていなかったのだ。

　魔力量は修練によって増加する。無論限度はあるが、その欠点を差し引いても、時間魔術の適性だけでおつりがくると。が、そう簡単な話でもなかった。

　二年経っても、彼の魔力量はほとんど増えなかった。単に彼の魔力上昇が遅いのだ。これでは時間魔術の奥義に至るまで、十年以上の月日が必要になる。

　それ以前に他の強力な魔術すら、扱えても使いこなせない可能性が浮上する。両親の心には漠然とした不安が募っていた。そこへ、新たな命が誕生する。

　リンテンスという更なる神童が、この世に生を受けたのだ。

　彼らは歓喜した。十一種と言う規格外の属性適性を持ち、貴族に相応しい潜在魔力を秘めた子供だ。

　期待は膨れ上がり、注目されるのも必然。そして同時に、もう一人の神童への期待は、徐々に薄れていく。そんなこととは知らず、二人の兄弟は成長していく。

「リンテンス、こっちだ！」

「おにーちゃんまってよー」

　アクト五歳、リンテンス三歳。

　二人は仲のいい兄弟だった。リンテンスは優しくて強い兄を慕っていたし、アクトも自分を慕ってくれる弟が大好きだった。もしも、普通の家に生まれていたのなら、ずっと仲のいい兄弟でいられたかもしれない。だが、二人が背負ってしまった宿命は、絆を簡単に踏みにじる。

「アクト、今日からお前には別荘で暮らしてもらう」

「え、なぜですか？　父上」

　彼らの父であるガーベルト・エメロードは、アクトが七歳になった頃にそう告げた。

「これから数年、リンテンスの教育に専念する。悪いがお前は一人で頑張ってくれ」

　それは冷たい言葉だった。視線も……親が子に向けるような目ではない。幼いながらアクトは悟った。父や母の期待は、すでに弟のリンテンスに全て移ってしまったのだと。

　自分はもう、用済みなのだということを。そうしてアクトは、一人で遠く離れた別荘へと居を移した。

「父上！」

「ん？　何だ？」

「兄さんはどこにいるのでしょうか？」

「ああ、今は修行のために外へ出ているんだ」

「修行ですか！」

「そうだとも！」

　父の言葉が嘘だとリンテンスが気付いたのは、彼自身が別荘に追いやられた後のことだった。それまでずっと、彼はこう思っていた。

　今もどこかで、兄は魔術を極める修行をしているのだと。日頃から努力する姿を見ていたリンテンスは、今までとは異なる意味で兄を尊敬していた。そして、自分も置いて行かれないように頑張らねばと張り切った。

　月日は流れ、運命の日に至る。激しい雷雨の中、一筋の雷が神童を貫いた。その日、全てはひっくり返る。




「父上？」

「久しぶりだな、アクト」

　何の前触れもなく、アクトの元へ父が訪れた。別荘へ追いやって五年間、一度も顔を見せることがなかった父が、今さら何の用だと彼は思っただろう。

「今まですまなかったな。屋敷に戻ってきなさい」

「え……ど、どうしてでしょう？」

「お前の力が必要なのだ。私たちの……いや、エメロード家のために」

　アクトはのちに、リンテンスの身に起こった悲劇を知る。まさに手のひら返し。一度は見捨てた子を、父は拾い上げようとしていた。嘘のように優しく微笑みかけ、温かい言葉を贈られる。

「さぁ、戻ろう」

　アクトはその手を取った。嬉しかったから――ではない。

　気持ち悪い。彼が最初に感じたのは、喜びとはほど遠い感情だった。それは恐怖に近い。今日までの日々が真実で、目の前にあるものが嘘だと思える。

　彼の頭はグチャグチャになっていた。冷静に、落ち着いて考えて、一つだけ理解する。貴族の世界は……歪ゆがんでいる。彼は今まで以上に努力を重ねた。

　また、同じように見捨てられるかもしれないという恐怖にかられ、来る日も来る日も修行に明け暮れた。いなくなった弟のことすら考えられなくなるほど自分を追い込み、そうして彼は、再び名門貴族の名に恥じない魔術師へと成長した。

　今では誰もが彼を褒め称たたえる。

　さすがはエメロード家の長男だ。聖域者に最も近いのは君だぞ。お前は私たちの誇りだ、アクト。だが、多くの人々が知らない。

　彼の心の奥底には、耐えがたい苦痛が刻まれていること。それに耐えて、耐えて、耐え続けて、今の彼がいるということを。彼が持つ心の強さを知っているのは、同じ苦しみを味わった者だけ。そう、リンテンスだけだ。




◇◇◇




　激闘が続く。色とりどりの雷が走り、光となって戦場を駆ける。片や時を操り、変幻自在の魔術で攻め立てる。

「くそっ」

　やっぱり攻撃が当たらない。不意打ちも通じないし、赤雷と緑雷もパターンを見切られてきている。

　魔術の手数ではあちらが上。普段なら接近戦に持ち込みたいところだが、不用意に近づけば時の加速で追い打ちをかけられる。思うように攻めきれない。だけど、それは向こうも同じはずだ。

「よく避ける」

　兄さんは呆れたようにぼそりと呟く。絶え間なく降り注ぐ雷の嵐を躱しながらでは、初手のように大きく攻められない。つかず離れず、長期戦に持ち込めば、勝算は俺にあるだろう。

　兄さんは潜在魔力が少ないから、持久戦には弱い。長年の修行で魔力量も上がっているようだが、確実に俺のほうが多い。このまま戦えば勝つのは俺だ。しかし、兄さんが黙っているわけもない。

「ここまで追い縋るとは……いいだろう」

　唐突に兄さんは立ち止まり、自身を囲むように結界障壁を展開する。攻撃の雨は完全にやみ、辺りには不気味な静寂が訪れる。

　この場面で守りに入る？

　いや、違う！

「リンテンス、お前の強さに敬意を表し、俺も見せるとしよう」

　兄さんの足元に見慣れぬ術式が展開される。だけど、俺にはそれが何の術式であるかすぐにわかった。わからないはずがなかった。

　あの術式が来る。かつての兄さんが至れなかった時間魔術の極致。最強にして万能の奥義が――

「奥義――役目を忘れた時計の針クロノスタシス」

　兄さんは小さく、囁くように術式を発動させた。




　クロノスタシス。時間魔術の奥義であり、世界そのものに干渉できる魔術。その効果は、自分以外の時間を完全停止させる。

　人も、自然も、何もかもが静止した世界。ただ一人動くことを許されたのは、術者のみである。

「使うつもりは……なかったのだがな」

　アクトにとって、クロノスタシスは最終手段と言える。彼は十数年にわたる修行の末、幼少期の三倍近い魔力を得ている。だが、元々が少なかった分、それでも足りない。奥義に至った今ですら、一日一度きりが限度だった。

「俺が止めていられる時間は、最大で十秒だけだ。ここまで伸ばすのに、十年以上かかったぞ」

　アクトは動かない相手へと近づく。十秒という限られた時間とは言え、この間の絶対的支配者は彼だ。何者も、時の止まった世界では、彼に抗あらがうことはできない。認識すらさせぬまま、彼はその身体に触れる。

「悪いな、リンテンス」

　そして、時は動き出す――




　ああ、これを待っていたんだ。




「っ――!?」

　兄さんが触れた俺の身体から、蒼い稲妻が走る。電撃は触れた手から伝わり、兄さんへダメージを与えた。

「くっ……」

　兄さんは咄嗟に後方へ跳び避ける。顔を上げ、見据える先の俺は、息を切らしながら笑っている。

「はぁ……ギリギリか」

「何をした？」

「カウンターだよ。兄さんが触れたのは俺の身体じゃない。その表面を覆っていた蒼雷だ」

　兄さんが奥義を使うと悟った瞬間、俺は全神経を蒼雷に注いだ。

　時間を止められては何もできない。ただし、時が止まった世界では、兄さんも止まっている相手を攻撃することはできない。それを知っていたから、攻撃の際は術式を解くとわかっていた。

　だから図った。兄さんが俺の身体に触れ、回避不可能な距離で攻撃を仕掛けてくるとよんで、対抗できるカウンターを仕込んでおいたんだ。

「蒼雷は強化術式だけど、これも立派な雷だ。触れられた瞬間、最大出力で全方位に放出すれば、確実に当たるしダメージも与える」

　これこそ色源雷術、蒼雷――反はん。兄さんのクロノスタシスに対抗するために考案した技だ。

　そして……。

「時を止める術式は膨大な魔力を消費する。もう兄さんは、時を止めることはできないよね？」

「っ……それがどうした？　完全に魔力が尽きたわけではない。もう戦えないと思っているなら、お前の目は節穴だ」

「戦えないなんて思ってないよ。でも、今の兄さんに、この技は防げない」

　空を見上げれば曇天。開始時点では晴れていた空に、ゴロゴロと雷雲が満ちている。

「これは……天雷か？　いくら雷魔術の奥義とは言え、俺に躱せないとでも思ったか？」

「うん、確かに普通の天雷なら、躱せるかもしれないね」

「何だと？」

　今から発動するのは、通常の天雷ではない。色源雷術と天雷の複合だ。通常、術式を発動させる際には様々な工程がある。例えば赤雷の場合、雷を発生させる第一段階から、そこに術式効果の付与、発動までの最低三工程が必要だ。

　仮にこれを二工程に縮めることができれば、残された工程に集中することができ、術式の精度は向上するだろう。天雷は、自然の雷雲を利用し、雷を落とす。雷を生成するという工程がない時点で、まず一工程は省かれる。

　さらにこの技は、色源雷術の雷を受けている対象に引き寄せられる。故に狙う必要がなく、発動後はただ落とせばいい。大将の動きがどれだけ速くとも、確実に当たる。残る工程は一つ、術式効果の付与に全神経を注ぎ込み、この技は完成する。

「いくぞ兄さん、色源雷術――奥義！」

「くっ！」

　兄さんは咄嗟に結界障壁を展開した。躱せないと本能が悟ったのか、防御に集中するつもりだ。それも一重や二重ではない。十の結界障壁を重ね、強度を増している。

　天雷とは言え、あの障壁を貫くことは難しい。が、この技は魔術によって防御できない。天然の雷に付与された術式……その効果は魔力のみを霧散させること。

　人や物は破壊できない。代わりに魔力だけを貫き穿つ。

　その雷の名は――

「白はく雷らい」

　純白の雷が多重結界を貫き、兄さんへ降り注ぐ。

　色源雷術奥義――白雷。白雷を受けた魔術師は、内に宿る魔力を全て貫かれ消費してしまう。故に、完全な魔力欠乏を起こし、行動不能となる。

「ぐっ……」

　兄さんは片膝をつき、同じ側の手を地面につける。白雷によって魔力が消失し、もはや立っていることすらできない。いや、意識を保っているだけでも凄い。

　肉体へのダメージはなくとも、雷を受けた衝撃はあるから、気絶してしまうかと思ったけど……。

「はぁ、はぁ……さすが兄さん」

　こっちもすでに限界が近い。魔術師にとっての天敵といえる白雷は保有魔力の半分を消費する。満タンな状態であっても、一日二発が限度の大技だ。

　仮に二発使えば、こちらも魔力切れを起こし、魔術師としての戦闘は困難となる。激戦の後の一発で、残された魔力は一割以下と言ったところか。だが、これで――

「俺の勝ちだよ、兄さん」

　俺は動けない兄さんに近づき、勝利を宣言した。魔力がある者とない者、その差が埋まらないことは誰もが知っている。会場の全員が、勝敗は決したと思っているだろう。

「まだ……俺は動けるぞ」

「兄さん……」

「勝敗は決していない。戦う意思を残している時点で……終わらせたいなら、あと一撃だ」

「何を言ってるんだ。もう、兄さんは戦えないだろ」

　魔力も尽き、体力も限界だ。そんな自分に止とどめを刺せと、兄さんは言っている。もしかすると会場の観客たちも、早く終わらせろと思っているかもしれないな。

　兄さんは弱々しい声で続ける。

「戦いに甘さは命取りだ。聖域者になりたいのなら、その甘さは捨てておけ。敗者に情けは不要だ」

「……違う。違うよ兄さん」

「リンテンス？」

　無意識だった。感情の高ぶりで、勝手に溢れ出たんだ。ポタポタと瞳から、頬をつたって落ちる。

　戦いの最中、涙を流すことがどれほど情けないのか、わかっていたつもりだった。でも、止まらなかったんだ。

　兄さんと戦えて、奥にある心に触れた気がする。冷たくて、寂しくて、消えてしまいそうな弱々しい光。師匠と出会う前の俺と同じみたいに。
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「無理だよ。兄さんを傷つけるなんて、俺にはできない」

「お前……」

　それが、俺の本心だった。両親のことは許せない。貴族の家も、背負った宿命も呪ったことすらある。だけど、兄さんのことを嫌いだと思ったことは、今まで一度もないんだ。

　ずっと見てきたから。期待に応えようと必死に努力して、辛くても俺の前では優しく笑ってくれる。

　そんな兄さんこそ、俺の憧れで目標だったんだよ。

「ふっ、相変わらず……」

　兄さんは小さくため息をこぼし、笑いながら俺に言う。

「優しいな、お前は」

　その笑顔は、幼き日に見せてくれたものと同じ。優しくて、温かい笑顔だった。

　直後、兄さんは限界を迎え、意識が沈み倒れ込む。地に身体がぶつかるより速く、俺は兄さんの身体を受け止めていた。

　親善試合勝者――新入生代表リンテンス・エメロード！

　勝利のアナウンスが響き、会場中が歓声で沸き上がる。そんな中、俺は兄さんを背負ってフィールドを出る。救護班が準備をしていて、こちらへ駆け寄ってきたのが見えた。俺はそれを無視して、兄さんを運ぶ。

　歓声は聞こえない。賞賛だろうと罵声だろうと、今はどうでもいい。この人は……俺が背負うべきだ。今はただ、それしか考えられなかった。




　試合が終わり、控室に戻った。兄さんは魔力を消費した疲労で眠ったまま、医務室で横になっている。しばらくすれば目覚めるだろう。

「リンテンス君！」

「シトネ」

　唐突に扉が勢いよく開いて、シトネが飛び入ってきた。そのまま胸に飛び込んできて、キラキラと目を輝かせながら言う。

「凄かった！　凄くてすごかったよ！」

「ははっ、何だそれ」

　興奮しすぎて語彙が乏しくなっているな。これはこれで可愛らしいし、何より感動しているのが伝わって、心の底から嬉しかった。後からグレンとセリカも顔を出す。

「お疲れ様でした」

「見事な試合だったな、二人とも」

「ああ」

　俺だけじゃない。兄さんも賞賛される戦いをしたと、一体どれだけの人に伝わっただろうか。一番伝わってほしい人たちは、どう思っているのだろうか？

　その答えは、すぐに向こうからやってきた。

「失礼するよ」

「父上……」

　控室にやってきたのは父上と母上だった。二人ともあからさまにニコニコしていて気持ち悪い。この時点で俺は、全てを察した。

「素晴らしい戦いだったな！　リンテンス」

「ええ、まさか貴方がここまで強くなっているなんて、本当に驚いたわ」

　二人は悠々と語り出す。俺もみんなも、その言葉に耳を傾ける。

「よくここまで頑張ったな。お前ならもしかすると、本当に聖域者になれるかもしれない」

「ええ、今まで一人にしてごめんなさい」

　よく頑張った……だって？

　まるで見てきたような言い方じゃないか。

　一人にしてごめんなさい？

　本当にそう思っているなら、なぜ突き放すようなことをしたんだよ。

「本当に今日まで頑張ったね。これからまた一緒に暮らそうじゃないか。どうかな？　友人たちも一緒に食事でも」

「そうね。せっかくだし――」

「ふざけるなよ」

　言葉は感情の高ぶりで勝手に出ていた。場がシーンと静まり返り、両親は二人とも困ったような顔をする。対して俺は、怒りを隠しきれないでいた。

「二人の言葉はうわっつらだけだ。俺のことを見てるんじゃなくて、家柄とか地位のことしか考えてない。今も昔も、何一つ変わってない」

「リ、リンテンス？」

「兄さんのところには行ったの？」

「あ、いや……」

「どうして行かないの？　兄さんのところへ先に顔を出すのが普通じゃないのか？　兄さんが一体、誰の期待に応えるため戦ったと思ってるんだ！」

　ああ、駄目だ。これ以上は言ってはいけないと、理性が囁いている。ただ、残念ながらそんな囁きは聞けない。

「戻ってこい？　そう言って、今度はまた兄さんをのけ者にするのか？」

「……」

「図星か」

　まったく、心から軽蔑する。虫むし唾ずが走るよ。

「ハッキリ言おう！　俺も兄さんも、あんたらが見栄を張るための道具じゃない！　そっちの都合を、俺たちに押しつけるな！」

「なっ……リンテンス、親に向かってなんてことを」

「親だというのなら、なぜ一緒に暮らさなかったのですか？」

　そう言ってくれたのはグレンだった。他の二人も、厳しい表情で俺の両親を見ている。何か言いたげだが、相手がグレンだからか、言い淀よどんでいる。

「……くっ、行こうか」

　父上は唇を噛みしめ、悔しそうに背を向ける。別れの挨拶はしない。もう二度と、直接会うことはないだろう。

「ふぅ」

　言いたいことを全部言えて、スッキリした気分だ。本当の意味で、ようやく俺は解放されたのかもしれない。

「ありがとう、みんな」

　こうして、激闘は終結した。




　この十日後。

　大陸の東西の果てにて未知の敵が出現。現聖域者二名が対処にあたった。うち一人は重傷を負い、もう一人の聖域者は……死亡した。










第五章　黒き竜




　とある日の昼下がり。俺は師匠と一緒に、山奥へピクニックへ来ていた。わけではなく、迷惑のかからない場所で修行をしていた。初めは軽く済ませようという話だったが、当然そんなに簡単に終わることはなく、みっちり扱かれてヘトヘトになりながら、地面に寝そべっている。

「だらしないね～。まだ準備運動のつもりだったんだけどな～」

「嘘つかないでくださいよ。明らかに全力ダッシュしてたじゃないですか」

「いやいや、僕の全力はもっと凄いからね」

「そういう意味じゃなくて……もういいです」

　師匠の基準は常人とずれている。普通なら音を上げるギリギリをゴールに設定するところを、師匠の場合はそこが準備段階だからな。慣れてきたとは言え、キツいことには変わりない。

　さらには苦しんでいる俺をみて、楽しそうに笑ってくれるから。質たちが悪いよ。

「師匠の前世って悪魔なんじゃないですか？」

　と、冗談のつもりで口にした。いつもみたいにおちゃらけたような返答が来ると思ったら、師匠はしばらく黙って考えている様子。そして、俺の横に腰を下ろし、改まって質問してくる。

「リンテンスは、悪魔を知っているかい？」

「え、まぁ本で読んだことがあるくらいですね」

　かつて多くの種族が存在し、互いの領地をかけて争いが起こっていた時代があったという。

　今から何千年も昔の話で、現代では想像を混ぜ合わせた歴史として伝わっている。

　その時代に生きていた種族の中で、最も邪悪で、最も魔力に愛されていた種族の名を悪魔という……らしい。本にそう書いてあったことを思い出す。

「見た目は人に近い。でも思考や力はまったくの別物……いいや、別次元と言っていい。上位の悪魔は、聖域者を上回る力を持っていたそうだ」

「って書いてましたね。でもあれって空想じゃないんですか？」

　悪魔に関する書物はいくつかある。ただどれも理屈に合うような説明がなく、根拠が示されていない。勉強の一環として記憶しているが、誰かの作り話じゃないかと思っているくらいだ。でも、師匠は首を横に振って言う。

「空想じゃない。あれは事実だよ」

「え、そうなんですか？」

「ああ」

「師匠は……悪魔に会ったことがあるってことですか？」

「半分正解かな」

「半分？」

　どう意味なのか尋ねても、師匠はニッコリと微笑んで躱す。そのまま空を見上げて、思い出にふけるようにため息をつき、俺に向けて呟く。

「君もいずれわかるさ。その時までにせめて、悪魔と戦えるくらいにはなっててほしいね」

「師匠？」

「と、いうわけで！　休憩は終わりだよ」

　その後、前半が本当に準備運動だったと思えるくらい扱かれて、帰り道は半分寝たまま引き摺られるようにして帰った。
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　懐かしい夢を見た。扱かれて、疲れたまま帰って、夢の中でベッドに倒れ込んだ。次に目が覚めると、現実のベッドで横になっていたことに気付く。

　外は真っ暗で日の出には早い。いや、そもそも時計を見ると、針は午後七時半を指している。

「ああ……そうか」

　おぼろげな記憶を辿たどり、徐々に思い出す。

　兄さんとの戦いが終わった後、長い長い学校長の話があって、眠そうに聞いていたら後で説教されて、その後も観戦していた貴族たちに声をかけられて……戦った後で疲れているのに、勘弁してほしかったな。

　それで全部が終わってから、トボトボと屋敷に戻って、仮眠をとるつもりで横になったんだ。

「しまったな。六時には起きるつもりだったのに」

　夕食の準備が終わっていないことを思い出し、ベッドから起き上がる。寝たとはいっても短時間だ。そんなに疲れがとれたわけじゃない。白雷を使った影響で、未だに魔力が半分以下なのも不安だな。

　ガチャ、と部屋の扉を開ける。

「ん？」

　ほのかにいい匂いが感じられる。その匂いにつられて一階の台所まで行くと……。

「シトネ？」

「あ、リンテンス君！　起きたんだね！」

　エプロン姿のシトネが台所に立ち、料理をしていた。ぐつぐつと煮込んだ鍋と、すでに何品かはテーブルに並んでいる。

「これ、シトネが作ってくれたのか？」

「そうだよ！　リンテンス君疲れてるだろうなーって思ったから、偶には私が料理も頑張っちゃおうと思ったの」

「そうか。ありがとう、シトネ」

「いいのいいの！　いつもリンテンス君には助けられてるからね。もうすぐできるから、座って待ってて」

「ああ、そうするよ」

　いつもの席に座って、彼女が料理を運んでくるのを待つ。全部の料理がずらっと並んで、シトネも自分の席に着いたら、手を合わせて言う。

「「いただきます」」

　どれも美味しそうだ。まずは手前にあるスープを一口。

「どうかな？」

「うん、美味しいよ」

「本当？　よかった～。リンテンス君ほど上手じゃないから、あんまり自信なかったんだよ」

「いやいや、これだけ一人で作れたら十分だよ」

「そうかな？　じゃあ今度から代わりばんこに料理しようよ！　そうすればリンテンス君の負担も減るでしょ？」

「ああ。そうしてくれるとありがたい」

　二人で話しながら、食卓を囲む。ここに師匠がいないことが、少し寂しいな。今頃ちゃんと仕事しているのだろうか。それにしても、誰かの手料理を食べるなんて、本当に久しぶりだ。

「温かいな」

「作りたてだからね！」

「はっはは、そうだな」

　そういう意味じゃないけど、とかツッコミをいれるのは無粋だな。
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　親善試合の翌日も、通常通り授業が行われる。一夜明けて魔力も回復した俺は、シトネと一緒に登校していた。

「次の日くらい休みにしてくれればいいのにな」

「あはははっ、そう思ってるのリンテンス君だけだと思うよ？」

「えっ」

「だって頑張ったのも疲れたのも、リンテンス君だけだもん」

「ああ……そういえばそうか」

　いや、兄さんも当てはまると思うけど。そういえばあれから、兄さんはどうなったのかな？

　父上は相変わらずだったし、屋敷で責められたりしたのだろうか。だとしたら申し訳ないし、父上には腹が立つ。

「また……ちゃんと話したいな」

「誰とだ？」

　後ろからポンと肩を叩かれ、振り向く。

「グレン」

「おはよう二人とも」

「おはよう！　セリカちゃんも一緒だね」

「はい。おはようございます」

　グレンとセリカが合流して、一緒に学校へ向かうことに。道中、普段より視線を感じて、周囲が気になる。前のように嫌な視線ではないようだが……。

「注目されているな」

「みたいだね。でも前からだし」

「いいや、今はいい意味で注目されているだろ？」

「いい意味って？」

　俺が聞き返すと、グレンは呆れ顔をする。気付いていないのかと言わんばかりにため息をついて、やれやれと肩をすくめた。

「何だよ」

「君はあれだけの戦いを見せたんだ。もう君のことを、落ちこぼれだと思う者は誰もいない。こうして注目を浴びているのも、君の強さを知ったからさ」

「俺の……強さ」

　なるほど、そういういい意味か。ハッキリ言うと、本当に察していなかったよ。というより、どうでもいいと思っていた。

　変な話だな。最初は周りを見返したくて努力していたのに、いざ認められたと思うと、何だか素直に喜べない。

「あまり嬉しそうじゃない顔だね」

「ははっ、そうみたいだ」

　自分自身に呆れて笑う俺を、キョトンとした顔で見つめる。グレンを見て、彼との戦いを思い出しながら、シトネとの出会いも振り返る。それよりもっと前の、師匠と過ごした厳しい日々。全部を通して、今の俺がいる。

　そうか……。

「昔の俺だったら素直に喜んだと思うよ。周りを見返したくて、修行も頑張ったからな。でも今は、他にも理由があるから」

　師匠の期待に応えたい。師匠と同じ場所にたどり着いて、一緒に肩を並べて戦いたい。俺を鍛えてくれた恩を返したい。俺の中にある強さの理由は、あの時よりも増えている。

「俺はまだ何も成し遂げてない。全部これからだ」

「なるほど。さすが、先を見据えている」

「すぐ近くに目標がずっといたからね。まだまだ足りないってことも実感しているよ」

　修行して、鍛えられて、強くなっても届かない。師匠は俺なんかより遥かな高みにいる。いつかそこへ行くために、今のままで満足していられない。そう思えるのも、心が成長してくれたお陰なのだろうか。

「それに、途中から態度を変えられたって、やっぱりスッキリしないな。これから何人理解者が増えようと、お前たちみたいに、最初から普通に接してくれた人のほうが大事だよ」

「リンテンス……」

「なんてなっ」

　言った後で恥ずかしくなって、誤魔化すように笑ってみた。我ながらキザなセリフを口にしたものだ。
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「えぇ～、明日から学外研修後半が始まる。前回同様、各々しっかり準備するように」

　先生が教壇の上で話した内容が耳に入ってきて、俺は思わずぼそりと呟く。

「え？　後半？」

「……リンテンス」

　すると、隣でグレンがとても怖い顔をしていた。言わなくてもわかる。また聞いていなかったのか、と言いたいのだろう。

「違う違う！　今回は聞いてなかったとかじゃない！」

　慌てて否定して続ける。

「た、確か後半ってもっと後じゃなかったっけ？」

「今年は天候が調子よく保っているらしいんだ。前回が終わってから一時的に荒れたそうだが、すぐに回復したそうだよ」

「えぇ～。荒れたら長いって話だったのに」

「そう。だから予想外に早く回復したから、後半を早めたのだろうね」

「そういうことか」

　前回も思ったけど、学校生活って意外と大変なんだな。もう少し落ち着いた感じを想像していた俺としては、異様な慌ただしさに驚いていた。

「あっ、そういえば……」

　ふと思い出した。研修の前半、渓谷で見つけたドラゴンの痕跡のことを。あれから騒ぎにもなっていないし、ドラゴンはいなかったということなのだろうか。

「どうしたんだ？」

「……いや、何でもない」

　もしもいるなら、練習相手になってほしいと思った。
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　学外研修後半初日。準備運動でぐるっと森を一周させられた後、俺たちは建物の中に集められていた。全員が注目しているのは一点。説明している先生、ではなくその横に侍はべる魔物だ。

「これは魔道具によって生成された疑似魔物だ。能力は元となった魔物を模しているが、攻撃力はほとんどない。あくまで訓練用に開発されたものだ」

「へぇ～。便利な魔道具もあるんだな」

「ああ、僕も初めて見るよ」

　話に聞く限り、最近になって新しく開発されたものらしい。最先端の魔道技術を用いられるのも、魔術学校の生徒に与えられた特権だ。

　先生が続けて内容を説明する。

「今からチームに分かれ、森に入ってもらう！　森には百の疑似魔物が放たれているから、それを全て討伐してほしい」

　一年生では全部で四十二チームある。今回は七チームごとに、六つのグループに分かれて戦う。

　魔物にはそれぞれポイントが割り振られており、模した魔物の強さでポイントも異なる。百匹全てが討伐されるまで続け、最終的にチームごとに撃破数、ポイント数を競い合う。

　大体のルールはこんな感じか。各人には専用の腕輪が配布される。ポイントの換算の役割とは別に、魔物から一定以上攻撃を受けると光り、リタイアとなる仕組みだ。

「最初の七チームは前へ！」

「俺たちだな」

「ああ。今回は競争……というわけにはいかないな。残念だが」

　ガッカリするグレン。相変わらず負けず嫌いな奴だと笑ってしまう。

「待機者はここで戦闘の様子が中継される！　見ることも大切な訓練の一つだ。自分たちの番に活かせるよう、しっかり観察するように」

　待機室には巨大な四角いモニターがある。森には使い魔が飛んでいて視界をここに映し出せる。それを聞くと、シトネが不服そうな顔を見せてぼそりと呟く。

「み、見られるのかぁ」

「今さらだろ？　特に俺たちにとってはさ」

「あー確かにそうかも。じゃあいっぱい倒して目立っちゃおうよ」

「ははっ、そうだな」

　俺もシトネも、悪い意味で注目を浴びてきた。この間の親善試合で、俺に対する周囲の視線は緩和されたが、シトネに対してはまだまだ微妙だ。

　特にシトネにとってはいい機会だろう。俺だけじゃなくて、彼女も魔術師として優秀なのだと、周囲に教えるために。今回の訓練ではもちろん魔術が使える。ただし、他チームを傷つけたり、妨害してはならない。それさえ守れば、後は好きなように戦っていい。

「リンテンス、目標はどうする？」

「う～ん、とりあえず半分は狩りたいかな」

「半分か。ならば休んでいる暇はなさそうだな」

　そうして訓練が開始される。バラバラのスタート地点から森へ入り、出会った魔物を狩る。

　魔物は種類豊富だ。ゴブリン、ウルフ、ワーウルフ、ジャイアントマンティス、グレートスネーク。

　森に生息している魔物を模していて、基本的に大きい個体のほうが強いから、ポイントもそれに合わせて決められている。

「皆様、前方よりウルフとゴブリンの群れが接近しております」

「後ろからマンティスが来てるよ！」

　セリカとシトネが接敵を知らせてくれた。前後を挟まれた形になっている。

「僕とセリカで前を」

「じゃあ後ろは俺とシトネで任せてくれ」

「ああ、任せた」

　簡単に割り振りをして、各々の敵に目を向ける。ジャイアントマンティスは、その名の通り巨大なカマキリだ。見た目も能力も、カマキリを大きくしただけだが、強きょう靭じんな鎌は岩をも斬り裂く。とても強力な魔物だ。

「藍雷――二刀」

「二匹きてる。私が左と戦うね」

「了解、右は俺だな」

　俺は藍雷で剣を作り、シトネは腰の剣を抜く。

「いくぞ！」

「うん！」

　俺とシトネは同時に突っ込む。接近により振り下ろされる鎌を回避し、懐にもぐりこんで鎌の付け根を狙い斬りする。鎌は強力だが、これを無力化できれば勝ったも同然。後は逃げられる前に、腹と頭を斬り裂き倒す。

　対してシトネは剣を使っていた。入学試験では使わなかった変わった形の剣。名前は刀という。俺が使っている藍雷の武器も刀をモデルにしている。

　シトネは刀でマンティスの鎌を受け、流れるように付け根へ刃を届かせる。うっすらとだが、刀の刃が光を纏っていた。光属性の魔術によって切れ味を高めている。

　さらに――

「旋せん光こう！」

　斬撃が光をそのまま纏い、マンティスの胴体を斬り裂いた。

　あれこそシトネが独自に編み出した術式。光を斬撃として飛ばしたり、鞭のようにしならせて攻撃したりできる。彼女自身の剣技と合わせれば、どんな敵にも対応可能という汎用性の高い術式だ。

「倒したよ！」

「こっちも終わった。さすがだな、シトネ」

「えっへへ～」

　俺が褒めると、シトネは嬉しそうに尻尾を振る。パチンとハイタッチした様子も、クラスメイトは見ているのだろうか。

　俺とシトネがマンティスを相手にしている間、グレンとセリカも戦闘を開始する。

　二人の相手は、ゴブリンとウルフの群れ。ウルフにゴブリンが騎乗して迫ってきていた。ゴブリンは時折、ウルフを飼って従えていることがある。

　グレンはやる気十分に炎を生成して言う。

「一気に片を付けよう」

「お待ちください。森の中で炎を使えば、木々に引火してしまいます。特にここは背の高い草も多いですから、いかにグレン様でも」

「そうだな。少し気がはやっていたよ」

　グレンはそう言って炎を納める。

「任せていいかい？」

「はい」

　代わりにセリカが前へ出る。グレンのメイドであるセリカは、普通の魔術師ではない。

「ウィンネ」

　名を呼び彼女の肩に風が集まる。集まった風は黄緑色の光を纏って一匹の小動物へと変化した。狐とイタチの中間のような見た目に鮮やかな黄緑色の毛並み。

　あれは動物ではない。風の精霊だ。

「風よ――」

　セリカが唱えると、肩に乗っていた風の精霊が高らかに鳴く。鳴き声に呼応するように風が生成され、ゴブリンたちを宙に浮かす。

「巻き上げ、斬り裂け」

　さらに風は強まり、鋭い刃となってゴブリンたちを攻撃した。竜巻と風の刃の合わせ技によって群れは全滅する。

「終わりました。グレン様」

「ああ、完璧な手際だったよ」

「ありがとうございます」

　セリカ・ブラント。彼女は精霊魔術師だ。精霊とは、大自然から生まれた生物とは異なる存在。魔力を持っているのは、俺たちのような人間だけに限らない。

　動物、虫、魚類や魔物はもちろん、植物や木々、大地といった自然にも魔力はこもっている。それらが徐々に漏れ出し、意思を持つ魔力の集合体となったものを、精霊と呼んでいた。

　精霊魔術師は、大自然から生まれた精霊と契約し、その力の一端を使役する者。セリカの場合は、風の精霊ウィンネと契約し、大気を自在に操ることができる。何より特異的なのは、精霊魔術の発動には、自身の魔力を消費しないということ。

「凄いよね～。私、精霊って初めて見たよ」

「ああ、俺もだ」

　精霊魔術師はとても希少な存在だ。新入生でもセリカ一人だけらしいし、世界中探しても百人に達しないと聞く。秘めた才能という点では、俺やグレンより上だろう。

　精霊と契約している彼女は、独特な気配を持っている。まるで自然と一体化しているような。そこにいるようで、いないような不思議な気配。鬼ごっこの時に、彼女の接近を感知できなかったのは、彼女が精霊魔術師だからだと推測できる。

「お二人とも警戒を。次が来ます。それも今度は――」

　セリカが上を見上げる。

「上空です」

　そこには五匹の飛竜がいた。灰色の翼を広げ、グルグルと飛び回っている。

　グレンが叫ぶ。

「ワイバーンか！」

「そのようです」

　グレンとセリカが確認し合う。ワイバーンは小型のドラゴンで、山岳地帯や火山などに生息している。現存する飛行魔物では、上位に位置する強敵だ。おそらくこの訓練では、最高のポイント付与だと予想される。

「リンテンス君！」

「ああ」

　シトネが光の弓を、俺が藍雷で弓を生成。どちらも通常の二倍の大きさで、ワイバーンのいる上空を狙う。

「一匹は遠い。二匹を俺たちで落とすから、後は任せる」

「わかった」

「よし。もういけるか？　シトネ」

「うん！　いつでもいいよ！」

　狙いはすでに定めてある。後は射抜くのみ。ワイバーンは空中で旋回している。俺の弓もシトネの弓も、それぞれ魔術によって生成されたもの。

　その速度は、どちらもワイバーンを射止めるには十分だった。藍雷と光の矢が放たれ、それぞれのワイバーンに命中。片翼を射抜かれて、高度を大きく落とす。

「セリカ、僕を打ち上げてくれ」

「かしこまりました」

　剣を構えるグレンを、セリカの風が吹き飛ばす。風の力で一匹へと向かい、そのまま炎を纏った剣で斬り裂く。さらに斬り裂いたワイバーンを踏み台にして、もう一匹に狙いを定める。だが、ワイバーンもただでは死なない。顎を大きく開き、炎のブレスを吐き出した。

「真紅」

　その炎を、グレンの炎は呑み込み燃やし尽くす。炎すら燃やす炎、それこそ真紅。

「空中であれば、周りを気にする必要もないからね」

「さすが」

　ワイバーン二匹を難なく倒し、グレンが地面に降り立つ。グレンは剣をおさめる。

「お疲れグレン。さすが余裕だったな」

「なに、みんなの支援があったからこそだよ」

　謙遜だな。と、心の中で呟く。

「あと一匹いたよな？」

「ああ。できれば僕たちで狩りたいね」

「距離がありますね」

「じゃあ他の倒しながら行こうよ！」

　そのまま四人で次のターゲットを探す。目標の半数を達成するため、作戦を練りながら進む。

　順調。極めて順調な滑り出しだった。

　次の瞬間。空を漆黒が覆うまでは――

　俺とグレンが空を見上げる。

「これは……」

「何だ？」

　黒い闇が青空を覆い隠す。その場にいた全員が上を見上げていた。立ち止まり、訓練も忘れている。

「黒い……雲？」

　シトネはそう言いながら首を傾げる。続けてセリカが言う。

「雲ではなさそうです。ウィンネが怯おびえている」

　風の精霊が震えている。突如、それは何の前触れもなく出現した。雲ではなく、見た目は沼に近い。ドロドロとしているようで、落ちてはこないけど、何だか汚らしい。

　そして――

　漆黒のそれは、同じく漆黒の影を呼び出す。

　ワイバーンと同じ形状をしている。ただし、大きさはワイバーンの十倍を超え、迫力は似て非なるもの。黒い翼を羽ばたかせ、ギロっと赤い目で睨まれれば、誰もが死を悟るだろう。

　ほとんどの者たちが初対面。俺は……久しぶりだ。

　ドラゴンが声をあげ、翼をばさりと開く。その迫力を前に、誰もが動けない。森にいた全員が声を忘れ、戦うことも忘れてしまっていた。

　ただ一人を除いて――

「蒼雷」

　青い雷を纏い地面を蹴る。そのままドラゴンの頭部を、思いっきり殴り飛ばした。

「リンテンス君！」

「全員下がれ！　こいつは俺が倒す！」

　俺が大声で叫ぶ。シトネたちはもちろん、他のクラスメイトにも言ったつもりだ。

　ドラゴンが相手ではさすがにみんなを庇かばいながら戦えない。それに今回は、ドラゴンの中でも最強と称されるブラックドラゴンだからな。

　ドラゴンには種類がある。簡単な色分けで、黒と白が最も強い個体とされ、次が赤、黄、青、灰色の順だ。俺が中間試験と言われ戦ったのはレッドドラゴン。冒険者として追い払った群れは、青と赤の混合だった。

　ドラゴンの尾が、空中の俺を叩き落とす。吹き飛ばされた俺は、地面に叩きつけられた。蒼雷を纏っているから平気だが、尻尾だけでかなりの破壊力を持っているようだ。

「ちっ、黒は初めてだな」

　今の一撃だけでわかる。他の色とは明らかに異なる強さだ。本気で戦うべきだと悟り、大きく深呼吸をする。

　ドラゴンも俺を敵として定めたのか、こちらを睨んでいる。いつの間にか、さっきの黒い影は消えていた。おそらく転移系の魔術で、人為的に送り込まれたのだろう。色々と疑問はあるが、今やるべきことは一つだ。

「まず、お前を倒す」

　右腕を前に伸ばし、左手で支える。

「赤雷！」

　放たれる赤い稲妻。言わずもがな、最大威力で放った一撃だ。対してドラゴンは顎を開き、黒いブレスを放つ。黒い砲撃と赤い稲妻。二つがぶつかり合い、中央で爆発する。

「くっ……」

　ブレスの威力も桁違いだな。赤雷で競り負けそうになったぞ。

　ドラゴンは上空で毅然と待ち構えている。まるで、ここまで来いと言っているように見えた。

　上空対地上。分があるのは上空だ。ならばこちらも、同じフィールドで戦うまで。

　色源雷術、黄おう雷らい――

「鳳オオトリ」

　黄色の稲妻が走り、頭上で一つへと集結する。集まった雷は形を変えていき、大きな雷の鷹たかとなった。黄雷は意思を持つ雷を生み出す。召喚魔術の術式と掛け合わせることで、精霊のような存在を生み出す術式に進化した。俺は鳳に飛び乗り空へ上がる。

「藍雷――大槍」

　そのまま藍雷で巨大な槍を生成。ドラゴンの腹目掛けて投げ飛ばすが、硬い鱗に覆われていて、貫けず弾かれる。

「さすがに硬いか」

　レッドドラゴンなら、今ので貫けたんだがな……藍雷の貫通力では、ブラックドラゴンの鱗は貫けない。

　加えて――こいつは動きも速い。

　頭も回るのだろう。翼と尻尾を巧みに使い、俺を叩き落とそうとしている。俺は回避しながら、赤雷と藍雷の弓を駆使して応戦。しかし、どちらもブラックドラゴンにダメージは与えられない。

　ノーモーションからのドラゴンブレス。今度は赤雷が間に合わず、回避に徹した。もし一撃でも受ければ、蒼雷を纏っている状態でも大ダメージを負う。

「さて……」

　どうする？

　俺は思考を巡らせる。ブラックドラゴンの鱗を貫く方法。考えられるパターンはあるが、どれも時間がかかってしまう。それを悠長に待つほど、ドラゴンものんびり屋じゃない。

　一番可能性の高い手の中で、一番短い時間で使える手段。それでも十秒はかかるだろう。つまり、十秒の足止めがいるということ。

　ならば――

「ドラゴンの相手は、ドラゴンに任せよう」

　俺は両手を上にかざす。

「色源雷術黄雷――竜」

　発生した膨大な雷撃が、一本の線を引くように伸びる。さらにグルグルと雷が巡り、巨大な蛇のような形へ変化した。同じドラゴンでも、こっちのはモチーフが違う。神話や童話に登場する架空の生物としてのドラゴンであり、神の使いとも呼ばれる。
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　名を神竜という。とぐろを巻いた竜が、俺と共にブラックドラゴンを睨む。

「さぁ、始めようか」

　バリバリと雷が走る音が鳴り響く。

　そして――

「行け」

　黄雷で生み出した神竜が、黒き邪竜へ突っ込む。弧を描くような軌道で、ドラゴンへと迫る。ドラゴンは躱そうと翼を羽ばたかせるが、神竜のほうが速い。一瞬で間合いを詰め、ぐるりとドラゴンに巻き付いた。雷が走り、苦しそうにしているが、それでも致命傷には遠いだろう。

「ここからだな」

　俺は左腕を前に突き出す。

「藍雷――大弓」

　藍雷によって弓を生成。大きさはこれまでの比ではなく、ドラゴンと同規模のサイズで展開する。

　藍雷の弓は、光魔術の弓とほぼ同じだ。威力を上げたいなら、弓そのものを大きくすればいい。光魔術の弓の場合は、大きくするほど精度が落ちてしまうが、藍雷はそのデメリットがない。

　しいて言えば、莫大な魔力を消費するだけだ。ふと、懐かしい記憶が脳裏をよぎる。
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「リンテンスはさ。魔物と戦うより、人と戦うほうが弱くなるね」

「は？」

　修行中のことだ。何の脈絡もなく、師匠からそんな指摘を受けた。突然だったからか、反応も荒っぽくなる。

「おいおい、そう怒らないでおくれよ」

「あ、いやすみません。どういう意味でしょう？」

「言ったまんまだよ。君は人を相手にするほうが弱くなる」

　二度同じことを言われたが、俺は意味がわからなくて首を傾げた。魔物のほうが戦いやすいかと言われると、別段そうでもない。そんな俺を見て、師匠はやれやれと肩をすくめる。

「なるほど、自覚なしか」

「……」

「仕方ない、教えてあげよう。リンテンス、君は人が相手だと無意識に手加減しているんだよ」

「手加減……本気でやってないってことですか？」

「うん」

　即答する師匠。そんな自覚はない。誰が相手だろうと、全力で戦っているつもりだった。でも、師匠の目にそう見えているのなら、それが正しいのだろうとも思う。師匠は続けて理由についても話す。

「原因は君の優しさだ。君はとても優しい。裏切られても、蔑まれても、根っこの部分の優しさは消えない。人を相手にすると、その優しさが滲みでてしまう。冒険者の依頼で盗賊退治をやっただろう？　あの時も君は、殺さないように力をセーブしていたよ」

「そう……だったんですね」

「落ち込む必要はないさ。別に悪いことじゃないからね。人は殺したら死んでしまう生き物だ。強くなると忘れてしまいがちなことを、君はちゃんと理解しているだけだよ」

　師匠は微笑みながらそう言ってくれた。だけど……。

「ただそれは甘さとも言い換えられる。聖域者になるならその甘さを制御できるようにならないとね」

「制御ですか？」

　てっきり捨てろと言われるものだと思った。師匠はこくりと頷いて言う。

「そう、制御だ。手を下すべき時、情けをかける時。それらを感情ではなく、思考で選択できるようになりなさい」

「悪には容赦するな、という意味ですか？」

「まぁ大体そんな感じかな。匙さじ加減は君次第だけど、ようするにちゃんと考えられるようになれってことだよ」

「考える……難しそうですね」

「うん。捨ててしまうほうが楽かもしれない。でも、その優しさは君らしさでもある。捨ててしまうのは勿もっ体たいないし、何よりそれをなくせば、ただの人でなしになる」

　そうして、師匠は最後にこう言った。

「だからリンテンス、君は優しいまま強くなりなさい」
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　師匠に言われたことを思い出して、ふいにため息が漏れる。そういえば、同じことを最近グレンにも言われたっけ。すみません師匠。俺はまだまだ、自分の感情を制御できていないみたいです。

　だから今は、ほっとしている。

「人じゃなくて安心したよ」

　ドラゴンは神竜に巻き付かれ身動きがとれない。この隙に、あれを倒せる一撃を構えよう。藍雷で生成された巨大弓の威力は、一撃で山を穿つほどに達している。ただ、おそらくこれでも足りないだろう。ブラックドラゴンの鱗は、赤雷の最大出力でも容易には貫けない硬さだ。

　威力を底上げしても、ダメージ止まりになる。もっと貫通力が必要だ。

　ならば――

「赤雷」

　藍雷の矢に赤雷を纏わせる。

　色源雷術最大の貫通力を誇る赤雷。単体で倒せないなら、こうして混ぜ合わせればいい。これこそ、術式の応用。対する標的は、未だ神竜に阻まれ動けない。

　狙いはまっすぐ。矢の先端を、ドラゴンの心臓部に向ける。

　色源雷術――混こん。

「梔子くちなし一いっ射しゃ」

　赤黄色の一撃が放たれる。稲妻は流星のごとく軌道を残し、ドラゴンの心臓を貫いた。悲鳴をあげ、黄雷が拡散する。ぽっかりと開いた穴から全身へ、雷撃が走った。

「ふぅ」

　ほっと息を吐く。力尽きたドラゴンは、ゆっくりと地面に落下していった。

　地に落ちた黒きドラゴン。空から地上を見下ろし、そのまま視線を上げる。広がっているのは雲一つない青空だ。ただ、一時的に暗闇が襲ったことを思い出し、眉間にしわを寄せる。

「さっきのあれは一体……」

　転移系の魔術だろうと思うのだが、あんな術式は見たことがない。少なくとも、俺が知っている転移系術式には当てはまらない。そもそも、ブラックドラゴンを送り込んできた時点で……。

「あれを手て懐なずけていたというのか？」

　その後、言うまでもなく研修は中断された。ドラゴンが出現してしまったのだから仕方がない。明らかに人為的な犯行だったが、敵の正体も目的も不明。王国の魔術師団が調査に当たることとなった。










第六章　未来の自分




　初めて耳にしたのは噂だった。単なる噂でしかないと、その時は深く聞かなかった。だけど、噂は知らせとなって、俺の耳にも入ってくる。

　聖域者の一人が死亡した。もう一人は重傷を負い、現在意識不明の状態。

　俺はその情報を、魔術学校の教室で聞いた。

「聖域者が？」

「嘘だろ……一体何があったんだ？」

　ざわつくクラスメイトたち。シトネも不安そうな表情で、俺に目を向けてくる。




　ことの発端は十日ほど前。大陸の東西両端にて、魔物の大侵攻が起こった。魔術師団が現場に急行したが、その後に連絡が途絶えてしまう。

　緊急事態と考えた王国は、それぞれに聖域者を派遣、この対処にあたった。聖域者は王国の最大戦力であり、最高の魔術師の称号。彼らを派遣した時点で、この問題は解決したと思われていた。

　しかし、最悪の事態となる。魔物の侵攻こそ止まったが、二人の聖域者が犠牲となってしまった。

　噂と真実が混ざり合って、すでに王都中に広まっている。聖域者が敗れたのだ。それはつまり、聖域者をも凌りょう駕がする存在の証明。人々の不安は高まっている。

　王国を揺るがす緊急事態。昨日のドラゴン襲来と重なって、先生たちも大忙しの様子。その日の授業は午前中で終わり、午後は帰宅し待機するよう言い渡された。

　俺とシトネは屋敷へ帰ることにした。グレンとセリカも、今日は一緒に来てくれるという。二人とも、俺を心配してくれたのだろう。

「屋敷に戻らなくていいのか？」

「ああ」

「そうか」

　屋敷に戻っても、暗い雰囲気が続く。帰り道でも噂を耳にして、どんよりとした気分だ。それを拭い去るように、俺は口にする。

「大丈夫だ。師匠は絶対に負けない」

「そ、そうだよね？　アルフォース様が負けるなんてぜーったいないよ！」

「ああ。あの方は聖域者でも別格の強さをもっている。正式に誰がという発表がないだけで、アルフォース様ではないよ」

「私もそう思います。おそらく他の聖域者でしょう」

　俺の意見に合わせるように、三人が口に出して言った。

　そう、師匠は別格だ。あの人が負けるなんてありえない。

　俺の師匠だぞ？

　世界で一番強い人なんだ。絶対に大丈夫だと、俺は信じている。だけど、そう言い聞かせながら、俺の心には雲がかかっている。信じていながら、漠然とした不安は消えない。

　何より王国の対応も不可解だ。聖域者の訃報……それが事実なのはもはや間違いないとして、誰がという部分を発表していない。それが更なる不安を煽っている。

　そういえば、師匠は王国からの依頼で旅立ったのだった。時期は今回の話と一致している。

　もしかして……駄目だ。悪いことばかり想像してしまう。師匠を信じているのに、どうしても考えてしまう。未だ帰らない師匠の身に、何かが起こったのではないかと。

　俺が感じている不安はきっと、国民たちが抱いているものとは違うのだろう。どうか、どうか無事であってほしい。

「師匠……」

「おやおや、深刻そうな顔をしているね？」

　不意に、後ろから声をかけられる。一人ぼっちで途方に暮れていたあの日のように、彼はふらっと現れた。変わらぬ笑顔を見て、思わず俺は――

「師匠！」

　そう叫んだ。瞳からは、涙が溢れる寸前だったよ。

「アルフォース様！」

「ただいま、みんな揃っているようだね」

　何事もなかったかのように、師匠は自分の席に腰を下ろした。よいしょとおじさんくさい一言をそえて。さっきまでの暗い雰囲気が、一瞬でいつも通りに引き戻されるようだ。

「師匠……無事だったんですね」

「うん。その様子だと、事情は一部分だけ伝わっているようだね」

　師匠はため息交じりに言う。

「まぁことが重大だし、仕方がないのだろうけどね。それにしても、まさか負けたのが僕だと思われていようとは……」

「ち、違いますよ！　師匠が負けるはずないじゃないですか！」

「う～ん？　だってさっき落ち込んでたでしょ？」

「そ、それはそうですけど……」

「はっはっはっ！　冗談だよじょーだん。心配してくれていたのだろう？　ありがとう、リンテンス」

　まったくこの人は、と呆れる。不安だった心は、もう消えてしまっていた。師匠の声を聞いて、心にかかった雲が晴れたみたいだ。

「さてさて、色々と疑問はあるだろう。それについては安心したまえ。今から私がする話を聞けば、大方の疑問は解消されるはずだからね」

「その口ぶり……やはり師匠もこの件に関わっているんですね」

「もちろんだとも！　と言いたいところだが、半分正解で半分違う」

　半分？

　と心の中で呟き、次の言葉に耳を傾ける。

「君も知っての通り、僕は王国からの依頼で留守にしていた。それを今回の件だと思っているなら間違いだよ」

「そうなんですか？」

　てっきりそうなのだと思い込んでいた。師匠は頷き、続きを説明する。

「うん。僕が受けていたのは別の依頼でね。この件とはまったくの無関係だった。ことの顛てん末まつを知ったのもついこの間のことだよ。たぶん、君たちより数時間早い程度の差でしかない。もちろん君たちよりは細かく事情を知っているけどね」

　師匠は話しながら、テーブルの上のカップを手にかけ、紅茶を一口含む。落ち着いたため息をこぼして、カチャリとカップを置く。そして、唐突にこんな質問を投げかけてきた。

「リンテンス、以前に悪魔の話をしたことを覚えているかい？」

「えっ？　あ、はい。覚えていますよ」

　確か、悪魔がいるかどうかの話だっけ？　俺はおとぎ話の生き物だと思っていたけど、師匠はいると断言していた。

　それから……悪魔と出会う時までに、戦えるようになっていてほしい。師匠は俺にそう言ったんだ。その記憶が脳裏をよぎり、師匠の言葉と繋がる。

「東西で確認された未確認生物……その正体こそ悪魔だった」

「なっ……本当なんですか？」

「うん、間違いないよ。戦った本人からの情報だからね」

「本人？」

　聖域者の二人のことか。でも一人は死亡して、もう一人も意識不明だと聞いている。

「生き残った一人、アベルがさっき目覚めたんだよ。両脚と左腕を失っていたが、命は何とか繋ぎとめていた。残念ながらシュレトンさんは、遺体も発見できなかったよ」

　アベル・レイズマン。師匠より後に聖域者となった男性で、家は騎士の家系。太陽神ミトラの加護をもち、太陽の下では無限に等しい魔力量と、魔術センスを得られる。類いまれなる剣術の才能があり、太陽の騎士と呼ばれていた。

　シュレトン・マーシャル。現存していた聖域者では最年長のご老公。御年六十二歳を迎えたが、まだまだ魔力も肉体も衰えることなく現役だった。その源は、地母神レアの加護を受けていたからだろう。大地を自在に操り、植物から生命力を分け与えられていたから、肉体の老化も緩やかだったに違いない。師匠の師であるナベリウス校長の同期でもある。

「師匠、校長のところへは」

「うん、わかっているよ。さすがに後で顔を出すさ」

「そうですね。それがいいと思います」

　きっと落ち込んでいるはずだ。なんてわかった風に言うのは失礼かもしれないけど。師匠も心配していることが伝わる。

　そのまま師匠は詳しい説明を続けた。

　東西を侵攻していた魔物の群れ。その群れを率いていた将こそ、悪魔だったという。悪魔たちは魔物を使い、近くにあった街や村を襲っていた。

　魔物たちに下されていた命令は『鏖おう殺さつ』。アベル様が到着した時には、女子供も無関係に、一人残らず殺されていたそうだ。そして、魔物の群れを一掃した後、悪魔と交戦した。

　激しい戦いの末、アベル様は重傷を負ってしまう。しかし、相手も傷を負い、止めを刺される前にどこかへ消えた。

　シュレトン様のほうは詳細はわからない。ただ、戦いの激しさを物語る痕跡が残されており、アベル様と同様の結果だったと予想されている。

「その後は大きな被害が出ていない。二人はちゃんと、人々を守るという役目を果たしたんだ。さすがだよ」

「……はい」

　俺に合わせて、シトネたちも頷く。師匠と俺の会話を邪魔しないよう、みんなは空気を読んで黙ってくれているようだ。

「師匠、聞いてもいいですか？」

「何だい？」

「悪魔ってそもそも何なんですか？　前に話した時も具体的なことは話さなかったですよね？　でも……」

　師匠はたぶん、知っている。悪魔という存在のことを、本に書いてある内容以上に。そんな予感がして、俺は質問していた。師匠は答える。

「そうだね。あの時はまだ……いや、今は話すべきだね。君の言う通り僕は悪魔を知っている。というより、僕の中には悪魔の血が混ざっているんだ」

「えっ……」

「いい反応だね。普段なら喜ぶところだけど、今は調子に乗らず話を続けよう。混ざっていると言ってもほんの僅かだ。僕の祖先はね、悪魔と人間の混血だったんだよ。その関係なのか、大昔の記憶が断片的に残っている」

　そうか。師匠の話を聞きながら察した。以前、悪魔に会ったことがあるのか尋ねた時、師匠は半分正解だと言った。

　半分と言うのは、そういう意味だったのか。

「当時、世界はとても平和だった。本の歴史だと種族同士で争っていたって書いてあるけど、あれは間違いなんだ。本当の歴史は別にある」

　時を遡る。今からざっと数千年以上前の話だ。世界は今よりずっと平和で、今よりもっと栄えていた。人口も現在の倍以上いて、国や街の数も多かった。多数の種族が共に生き、助け合いながら生活していたという。しかし、そんな平和を脅おびやかす存在が地獄より現れてしまった。

「それが悪魔……地獄っていうのは？」

「おっと、そこも説明していなかったね」

　うっかりしていたというように話す師匠。そのまま続ける。

「実はこの世界ってね？　四つの世界が重なってできているんだよ」

　四つの世界？

　そんな話は聞いたことがない。いろんな文献を読んでいるけど、チラリとも見かけなかった。師匠は続けて説明する。

「四つの世界。昔は行き来も簡単だったらしいけど、今は事情が変わってしまったようだね。天使や神々が住まうという天界。僕たちが生きる現世。死した魂が還かえる冥界。そして、悪魔たちがいる地獄だ。彼らは地獄から現世に侵攻を開始した」

「目的は何だったんですか？」

「単純だよ。現世を支配することだ」

「何のために？」

「そこはいろんな事情が絡んでいるよ。当時の支配者が、支配欲に溺れていたことも原因だろうね」

　地獄には三人の支配者がいる。皇帝ルシファー、君主ベルゼビュート、大公爵アスタロト。彼らは絶大な力を有し、荒れ狂っていた地獄をまとめ上げた。地獄の統一を成し遂げた彼らが次の標的に定めたのが、現世だったという。

「侵攻は突然始まった。平和だった世界は一瞬でひっくり返ってしまったよ」

　三大支配者を筆頭に、部下の悪魔たちによる大侵攻。服従するなら慈悲を与え、抵抗するなら容赦なく殺す。利用価値が低い老人は、服従の意思を示しても、魔物の餌にされた。

「ひどい……」

　シトネから声が漏れていた。非情、残忍、冷酷……その言葉がピッタリくる存在なのだろうと、俺は頭の中で想像する。想像するだけで、吐き気がしそうな悪だ。

　人々は抵抗した。種族同士で手を取り合い、悪魔たちと戦った。しかし、悪魔たちの力は常軌を逸していた。

　特に三大支配者と、その直轄の部下である【六柱】と呼ばれた悪魔たちは、たった一人で大国を滅ぼせる力を持っていた。そんな彼らに対抗できたのは、神々の加護を受けた者たちだけだった。

「今でいう聖域者。僕たちのような存在が、当時にもいたんだよ。彼らを主軸として戦い、何とか退けていた。たくさんの犠牲を払いながら……ね」

　挑めば死ぬ。それが当たり前のように、プチプチと踏みつぶされる命。こんなにも命は軽かったのかと思い知らされるような光景だった。そう、師匠は受け継いだ記憶を覗きながら話す。

「劣勢が続く中、神々の助力が得られることになった。ようやく重い腰を上げたんだ。もっと早くしろって、僕なら直談判に行っていたよ」

　呆れながらそういう師匠。師匠なら本当にそうしそうだ。神が相手だからって、いつもの通りに振る舞いそうな予感すらある。

「ともかく助力を得て、形勢は持ち直した。一瞬で逆転とはいかなかったようだけど、徐々に押し戻して、最終的に地獄と現世の境界で、最後の戦いが起こったんだ」

　当時の聖域者たち七人と、三大支配者による激闘。激しい戦いは三日三晩続いたという。そうして勝利を収めたのが、聖域者たちだった。三人の支配者が倒されたことで悪魔たちは地獄へ撤退していった。そして――

「全ての悪魔が戻った後で、聖域者たちは神々の協力のもと、地獄に大きな蓋をしたんだ」

「蓋？　魔術的な結界とかですか？」

「大体そんな感じかな。僕もその辺りの記憶は曖昧でね。ともかく、その蓋によって悪魔たちは現世に来られなくなった」

「なるほど……でもじゃあ、今いる悪魔はどこから来たんです？」

「無論地獄からだよ。何千年と経っているからね。蓋は緩んできている。一人や二人が出てくるくらいはできるほどにね。まぁそれと、三人の支配者が復活したことも関係しているかな？」

「えっ、復活……したんですか？」

「うん。間違いないね」

　師匠はキッパリと言い切った。師匠曰く、悪魔には完全な死は存在しないらしい。一度滅んでも、長い年月をかければ復活できる。そもそも蓋は、彼らが復活することを見越して作られたものだろうと師匠は付け加えた。

「とはいっても、今の状況では現世に来られない。緩んだ蓋の隙間も、絶大な力を持つ彼らには小さすぎて通れないのさ。ただ蓋を維持しているものを破壊すれば、その限りではない」

「じゃあ彼らの目的は、蓋の核を破壊することですね？」

「その通り。だからこそ彼らは無作為に人々を襲い、二人を呼び寄せたんだ」

　その時、頭に電流が走ったような感覚がした。師匠の言葉と、過去の歴史。それらをまとめると、彼らの狙いは――

「もうわかるよね？　聖域者こそ、蓋を維持する核なんだ。彼らの目的は聖域者の全滅と、聖域者を生み出す装置の破壊。つまり……」

「学校？」

　魔術学校に、悪魔が攻め込んでくる。そういうことか。

「聖域者を倒した悪魔が、この学校に攻め込んでくるんですね？」

「うん。彼ら自身がそう言っていたらしいよ」

　悪魔と戦ったアベル様が、会話の中でその情報を引き出した。

　いずれお前たちの城を落としに行く。残りの楔くさび共も集めておけ。そして精々足掻いてみせろ。

　去り際、悪魔はそう言い残したそうだ。城と言えば王城だが、師匠の話を聞いた後では受け取り方も変わる。残りの楔というのも、聖域者のことだろう。彼らの目的は、師匠が教えてくれたことで間違いなさそうだ。問題は……。

「いつですか？」

「僕の予想だと、一週間以内かな。どれだけの傷を負ったのかにもよるし、最悪もっと早い」

　現在、王城では急いで戦力を集めているそうだ。とは言え、聖域者で敵かなわなかった相手に、魔術師や騎士を何人集めたところで意味がない。死体の山を築くだけになってしまうだろう。

「じゃあ……師匠が戦うんですね」

「もちろんさ。そもそも僕以外では止められない相手だ。国王や重鎮たちもそれをわかっているから、もの凄く丁寧にお願いされたよ」

　師匠は笑いながら語る。笑い事ではないのだが、師匠らしくて安心する。

「師匠なら負けませんもんね」

「おうとも！　と、言いたいところなのだがねぇ～」

　笑顔からの落差。急に深刻そうな表情を見せ、自分の頭をポンポンと叩きながら言う。

「正直に言うと、ちょっと厳しいかな」

「厳しいって」

「君も知っての通り、僕はこう見えて強い」

　知っている。この世界で最高の魔術師なのだから。

「悪魔が相手でも戦える。ただ相手は聖域者を倒したほどの手練れ……それも二人で攻めてくる可能性が高い。加えて学校を守りながらの戦いだ。一人なら何とかなるけど、二人はちょっとしんどい」

「師匠でも……ですか？」

「うん。だから――」

　師匠が俺の目をまっすぐ見つめる。俺に何かを伝えようとしている眼だ。この時点で俺は、師匠がこれから何を言うのか、何となく察した。

「一緒に戦ってくれる仲間がほしくて、ここへ立ち寄ったのさ」

　言葉より先に、視線が雄弁に語る。それは……お前だと。

「リンテンス、僕と一緒に悪魔と戦ってほしい」

「――！」

　全身に稲妻が走ったような感覚に襲われる。身が震えた。恐怖ではなく、武者震いというやつだ。

「わか――」

「待ってください！　アルフォート様！」

　返事をしようとした俺の声を、グレンの声が遮る。大きな声で怒鳴るように口を挟んだ彼に、全員の視線が向けられる。

「なぜ彼なんですか？　相手は聖域者すら倒す強さなのでしょう？　いくら何でも危険すぎます」

「グレン……」

　グレンは俺のことを心配して言ってくれている。口にした内容も正しい。彼はさらに続けて進言する。

「協力を仰ぐのであれば、残る二名の聖域者に求めるべきではありませんか？」

「残念ながらそれは無理だよ」

「なぜです？」

「う～ん、ほとんど説明しなくてもわかると思うけどな～。ボルフステン家の人間なら、聖域者の事情にも詳しいはずだろう？」

　師匠がそう言うと、グレンは黙り込んでしまう。図星だったのだろう。それでも、わかった上で聞くしかなかったのだと思う。納得できないという表情は変わらない。そんなグレンに、師匠はあえて説明する。

「僕以外の聖域者は二人。うち一人は数年前から行方不明。さすがに生きているとは思うけど、どこで何をしているかわからない。もう一人、彼女に協力を求めたところで、確実に拒否されるよ」

「どうしてですか？」

　と聞いたのはシトネだった。師匠は優しく答える。

「彼女は聖域者だけど、あまり戦闘が得意じゃないんだ。得ている加護も戦いに向いていない。彼女自身がそれを一番理解している」

「そう……なんですね」

「うん。もちろん聖域者だから、その辺の魔術師とは比較にならない強さだよ？　それでも悪魔には及ばない。だから勝てない戦いには出てこない。そもそも彼女は隠れるのが得意でね。探すのがまず一苦労なんだよ」

　聖域者にもそれぞれ事情があるようだ。要するに、現状で戦える聖域者は、師匠ただ一人。

「聖域者に協力は頼めない。残された魔術師の中で、僕が知る限り一番可能性を持っているのはリンテンスなんだよ」

　グレンたちの視線が俺に向く。心配そうに見つめる彼らを見てから、俺は師匠に視線を戻して尋ねる。

「俺なら……悪魔に勝てるんですか？」

「僕はそう思っているよ」

　師匠の答えを聞いて、心の中で決心がつく。いや、決心なら最初からついていた。師匠に頼られた時点で、回答なんて一つしか思いつかない。

「わかりました」

　俺は立ち上がってまっすぐに師匠の眼を見つめながらそう答えた。すると、師匠は嬉しそう微笑む。

「ありがとう。君ならそう言ってくれると思ったよ」

「師匠の頼みですからね。弟子として、断るわけにはいきませんよ」

「はっはっはっ、さすが僕の弟子だ」

　師匠は笑っている。俺の隣では、不安そうな顔をするグレンとシトネ。

「ありがとう、グレン」

「……本当にいいんだな？」

「ああ」

「そうか……」

　グレンは言葉を呑み込んで、拳を俺の胸に当てる。

「死んだら絶交だ」

「おう」

　男の約束を交わす。せっかくできた友達と絶交なんて嫌だな。これは意地でも勝つしかない。それに……。

「シトネもごめん。心配しなくていい……って言っても無理だよな？」

「うん。心配するよ」

「……ごめん」

「ううん。信じてるよ」

「ああ」

　心配してくれる人がいる。一人ぼっちじゃないと教えてくれた人たちがいる。だから俺は、負けるわけにはいかない。

　決意を胸に、俺は立ち上がる。いや、身体はもう立っているけど、心がという意味で。

「よーし！　それじゃさっそく始めようか」

「始めるって、何をです？」

「もちろん修行だよ。それも初めての……ね。特別なことをする」

　師匠が特別なんて言い方をすると、なぜだか無性に不安が募る。続けて師匠は俺に言う。

「君には一番可能性があると言ったね？　でも、今の君じゃ確実に負ける」

「えっ……負けるって」

　さっきと話が違うような？

「当然だろう？　相手は聖域者ですら勝てなかった悪魔だよ？　神の加護も権能も持たない魔術師では戦えない。だから修行して強くなってもらう。これから最短時間で」

　悪魔の襲撃まで最大でも一週間。これもただの予想でしかなく、もしかすると明日や明後日という可能性もゼロではない。それほど短い時間で、俺に聖域者以上に強くなれと言っている。

「そんなことができるんですか？」

「できるさ。僕にはそのための秘策がある」

　師匠は胸にトンと手を当ててそう言った。これまで師匠から色々と教わっているけど、その秘策とやらに心当たりはない。考えられるとすれば、師匠の持つ権能だが……。

「リンテンスは僕についてきて。他のみんなはすまないけど、ここに残ってもらえるかな？」

「わかりました」

「うん。なら行こうか」

　師匠に連れられ屋敷を出る。向かった先は、魔術学校の闘技場だった。すでに鍵を借りていたらしく、中へ入って明かりをつける。当然のことながら、他には誰もいない。

　二人きりの貸し切り状態なんて、中々味わえないことだが、今は素直に喜べなくて残念だ。

「さてさて、説明を先にしておこうか」

　師匠はクルリとこちらを向き、改まって話し出す。

「さっきも言った通り、今の君では悪魔には勝てない。単純な戦闘能力だけなら、君より強い人は何人か知っているしね。それでも君を選んだのは、君の中に可能性が眠っているからだ」

「可能性……何度もそう言いますけど、可能性って何なんですか？」

「うーん、言い換えるなら潜在能力？　いや、魔術師としての到達点か。改めて説明しようと思うと難しいね。結論だけ言ってしまうと、未来の君なら悪魔にも勝てる力を持っているんだよ」

「未来？」

　唐突に、思いもよらない単語が飛び出して、思わず声に出てしまった。

「未来、あるいは将来、君は魔術師としての極致にたどり着く。僕の眼は特別製でね？　色々なものが見える。君の中にある本当の力は、君が思っている以上に凄いんだよ」

　そう言って、師匠は俺の起源を指さす。師匠の眼には、人の起源が見える。本来見えないものが見える眼。神の権能の一つとして与えられたものだと聞いた。

　師匠の眼は、未来すら見えているのだろうか？

「厳密に未来を見ているわけじゃないさ。ただわかるんだ。そうなるってことがハッキリわかる」

　師匠は話しながら、左腕に魔力を集める。すると、白い花びら生成され、一本の杖を生み出した。

　師匠が普段、武器として使っている魔術の杖だ。見た目は派手な装飾の施されたタダの杖だけど、なぜか剣より斬れたり、硬い岩を粉砕できたりする。

　師匠曰く、師匠のイメージによって強化されているらしい。その杖を持ち出しコンと地面を叩く。

「今から君には【夢幻結界】という場所に入ってもらう。そこは僕の権能で生み出したまったく別の空間だ」

「何度か修行で使っている空間とは違うんですか？」

「違うよ。系統は同じだけど、こっちは色々とアレンジしてあるから」

「そうなんですね。それで俺は、その空間で何をすればいいんですか？」

「戦うんだよ。未来の自分とね」

「えっ……」

　師匠の言葉に驚き口を開ける。まったく今日は驚かされてばかりだな。

「正確には、君の起源から読み取った情報を基に作られた幻影だ。君が将来たどり着く姿を具現化し、投影する」

「それと戦って、勝てばいいんですか？」

「そうだとも。勝利すれば、君は未来の自分の力を手に入れられる。その力をもって、僕と一緒に戦ってほしい」

「わかりました」

　即答した俺に、師匠は呆れたように微笑む。そうして続けてこう尋ねる。

「最後に一つ確認するよ。この修行は一度始めれば止められない。幻影と君、どちらも残っている限り空間からの脱出もできない。次にこっちへ戻ってくる時は勝った時だけだ。負ければ当然死ぬ」

　俺はごくりと頷く。

「相手は未来の君だ。確実に強い……負ける可能性のほうが高い。それでもやるかい？」

「今さらですね。師匠はそれでもやれって言うんでしょう？」

「よくわかってるじゃないか。どの道、悪魔に負ければ終わりだ。命をかけるのが今か、この後かの違いだよ。それに僕は信じている。僕の弟子なら、この程度の試練は簡単に超えてみせると」

「そうですか……なら、弟子として師匠の期待に応えてみせます！」

　師匠ができると言ったんだ。それなら間違いなんてない。今までも、そうして強くなってきたのだから。




　夢幻結界。師匠がもつ権能をベースに、特殊な術式を組み込んで生成した空間。その中に入った者は、己の起源を基にした自分自身と戦うことになる。一度始めると、決着がつくまで出られない。

　外と中との時間にはずれがあり、空間内での一日は、現実世界での三時間に相当する。また、中に入っている間は睡眠や食事を必要としない。

「説明は以上だ。そろそろ始めるよ」

「はい」

　師匠は杖を両手で握り、地面をコンコンと二回叩く。すると、水面に広がる波紋のように、白い光が周囲へ広がっていく。闘技場の範囲の手前で止まり、綺麗な正円を描いている。

「準備はこれでよし。後は僕が領域内から出れば、その瞬間から修行スタートだ」

「わかりました」

　俺がそう言うと、師匠は頷いて円の外へと歩いていく。

「悪魔の侵攻まで時間がない。なるべく早めに終わらせて戻ってくることを期待するよ」

「はい。頑張ります」

「うん。じゃあ――」

　三、二、一歩。師匠の足が円から離れた。その瞬間、円を囲っていた白い線が光を放ち、ドーム状にぐるっと覆う。最後に見えた師匠の口が、頑張れと言っていた。

　真っ白な空間。自分以外には何もない。ただ白くて、果てしなくて、どこが前か後ろなのかもわからなくなりそうだ。以前から修行で使っている空間は、大空の上にいくつもの島が浮かんでいた。

　あそこも異質だったけど、今回はもっとだ。確かに違う。

「ん？」

　胸がざわつき、視線を下げる。すると、起源があるという右胸が淡く光を放っていた。

　その光は胸から溢れて、まっすぐ前を照らす。光は壁のような何かにぶつかって広がり、黒く染まっていく。

　人……いや、俺だ。黒く染まったそれは、まるで俺の影のように形を成していく。そうして出来上がった黒い人が、未来の自分であると――

「っ!?」

　気付くのに時間はかからなかった。

　刹那、黒い人影が視界から消えた。次に見つけた時、黒い影は自分の目の前にいて、左手が俺の身体に触れていた。放たれる赤い稲妻。俺は既すんでのところで蒼雷を発動させ、辛うじて回避する。

「ぐっ……」

　すでに触れられていたし、完全には躱せなかった。左脇腹からタラタラと血が流れる。致命傷ではないが、肌と肉を一部抉られてしまったようだ。このまま放置すると出血死する危険性がある。

　俺は傷口を押さえるように触れる。

「橙とう雷らい」

　オレンジ色の雷が、傷口にびりっと走る。

　色源雷術、橙雷は、俺がもつ唯一の回復手段だ。細胞を強制的に活性化させ、自己治癒能力を向上させる。外傷であればすぐに治るが、その代償として負った傷の倍以上の痛みを感じる。

「っ……今のは……」

　あれが使ったのは赤雷だった。威力も攻撃範囲も桁違いだぞ。ほんの僅かでも対応が遅れていたら、今の一撃だけで死んでいた。これからはもっと集中して……。

「何だ？」

　黒い影が右腕を高く上げている。視線の誘導、ではない。術式の発動を告げるモーションだと気付き、素早く上を向く。

「藍雷か！」

　天井に生成された無数の剣にぞっとする。その数はもはや数えることすら馬鹿だと思えるほど。黒い影が上げた右腕を下ろす。空中に留まっていた無数の剣が、雨のように降り注ぐ。

「赤雷！」

　俺は赤雷で迎撃を試みた。通常であれば、貫通力で勝る赤雷で弾き飛ばせる。

　しかし、相手の藍雷は真に迫った未来の攻撃。今の俺が繰り出す赤雷を、いともたやすく凌駕して、剣の雨は無慈悲に襲いかかる。

「くっそ……」

　降り注ぐ雨は止まない。俺は後方へ跳び避けようと試みる。それは油断ではなく意識の隙間だ。逃げようと重心が後ろへ傾いた瞬間をついて、黒影が懐に迫る。その右手には藍雷の一刀が握られていた。

「しまっ――」

　藍色の刃が俺の胸を斬り裂く。

「ぐふっ」

　蒼雷――反！

　青い稲妻を身体から放ち、黒い影を懐の外へ追いやる。二撃目を構えていたが、何とか一撃ですんだ。いや、これをすんだと捉えていいものか。

「はぁ……はぁ……強いなまったく」

　思わず笑えてくる。たった数十秒戦っただけでこの疲労感。正直に言えば、勝てるイメージが……まったく湧かなかった。
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　夢幻結界の発動後、誰も中へは立ち入れない。発動者であるアルフォースですら、出入りはもちろん、結界を解除することはできない。そういう条件をかすことで、奇跡に等しい現象を発生させているからだ。

「後は君次第だよ。リンテンス」

　故にアルフォースは見守ることしかできない。リンテンスが試練を乗り越えられるかどうかは、彼が持つ才能と努力にかかっている。

「さて、次の準備を始めようかな」

　リンテンスに関してはこれ以上何もできない。そこでアルフォースは、悪魔襲撃に備えた準備を始める。闘技場を出て向かったのは、グレンたちが待っているリンテンスの屋敷だった。

　ガチャリと扉を開け、リビングへ入る。三人の顔が一斉にこちらを向く。

「ただいまみんな。待たせてすまないね」

「アルフォース様！　リンテンス君は？」

「心配いらないよシトネちゃん。彼ならちゃんと試練を乗り越える。僕たちはそれを信じていればいい」

「そう……ですよね。信じます」

　言いたいことをぐっとこらえ、シトネは力強く返事をした。それを見てアルフォースはニコリと微笑み、うんうんと頷く。グレンが尋ねる。

「アルフォース様、僕たちにできることはないのですか？」

　リンテンスが大変な修行をしている。そんな中で、何もせずにただ待っているだけなんて嫌だ。と、グレンは考えていた。アルフォースが答える。

「もちろんあるとも。それを伝えるためにここへ戻ってきたのさ」

「本当ですか！」

「うん。悪魔襲撃まで最長一週間、最短で三日といったところだと僕は予想している。君たちにはその間に、学校を守る結界を新たに作ってもらう」

「結界ならもうあるのでは？」

　グレンの質問通り、魔術学校には外敵から生徒たちを守るための結界が張られている。

　結界は二段階。一つは、敵意を持った対象を識別し、侵入を拒むもの。もう一つは、攻撃に対してのみ効果を発揮するもの。二つの結界によって守られた校舎は、未だかつて傷ついたことは一度もないという。

「あれでは足りない。所詮は魔道具による簡易的な結界だからね。悪魔の攻撃を受けたら簡単に壊れてしまうよ」

「それほどですか……」

「ああ。悪魔の力に関しては、君たちが想像している倍は強いと思ってね？」

　三人はごくりと息を呑む。経緯を聞いていた彼らも、ことの重大さを再確認させられる。アルフォースは懐から四つの指輪を取り出し、テーブルの上に置いて説明する。

「この指輪には、僕が考案した結界術式が刻まれている。みんなには、僕やリンテンスが戦っている間、これで学校を守ってほしい」

　アルフォースは付け加える。

　本来なら、こんな役割を学生に任せたりはしない。ただ、今回は状況が特殊であり、相手も近年比較対象がいないほどの強敵だった。

　故に手段は選んでいられない。目的が魔術学校だとしても、王都には多くの人たちが暮らしている。魔術師団の役割は王国の守護であり、国民を守る責務がある。悪魔襲来時には、彼らは王都を守ることに兵力を割かれることになるだろう。

「これなら学校を守れるのですか？」

「そうだね。君たちが結界の起点となってくれたら、悪魔の攻撃を防ぐには申し分ない強度になる。ただ、当然だけど君たちが狙われる。戦況次第では、君たちも悪魔と戦うことになるかもしれないね」

　説明の後、アルフォースは三人に問いかける。

「強制はしない。やりたくなければ、別の人たちに任せる。どうするかは君たちが選んでくれたまえ」

「もちろんやります」

「グレン様がそうおっしゃるなら、私も助力いたします」

「私もやります！　リンテンス君が頑張っているんだし、私だって何かしたい」

　三人の意見が出揃う。そう言うと思っていたと、アルフォースは嬉しそうに微笑んだ。

「よし、これで四人だ」

「四人？　僕たち以外にもう一人いるんですか？」

「そうだよ。結界の起点は四つだからね」

「誰にお願いしたのでしょう？」

「アクト・エメロード。リンテンスのお兄さんさ」

　三人、特にグレンとシトネが大きく反応する。アクトは、親善試合でリンテンスと死闘を演じた相手。まだ最近のことで記憶に新しい。

「彼の奥義クロノスタシスは、いざという時に君たちを守る力となりえる。すでに了承は得たから問題ないよ」

　アクトの実力は親善試合で見ている。一緒に結界を守る者として、彼以上に心強い相手はいないだろう。ここでグレンは、あることを思い出す。

「アルフォース様、一つよろしいでしょうか？」

「何だい？　グレン君」

「先日の学外研修の時なのですが――」

　グレンが伝えたのは、学外研修での一件。ブラックドラゴンの襲来と、それを起こした黒い影についてだった。

「なるほど。それはおそらくゲートだ」

「ゲート？」

「上位の悪魔が持つ転移手段だよ。ただ、僕らの知る二体の悪魔ではないね。時系列的に、その頃はまだ戦闘中だったはずだから」

「つまり、三人目がいるということですか？」

「かもしれない。これは尚更、リンテンスに頑張ってもらわないとね」

　死闘の予感が過る。全ての期待は、リンテンスに向けられていた。

　そして二日後の正午。青空を黒い影が覆い隠す。その日の空も雲一つなく青く澄んでいた。心地いい日差しが、人や植物を豊かに育む。

　前触れなどなかった。突然、青い空は黒く染まり、王都の街は影に包まれてしまう。

「遂に来たようだね……悪魔が」

　黒い影の中心に、二つの人影がある。彼らが見つめる先には、同じく見返す五人の姿があった。

「頼むよ、みんな」

「「「「はい！」」」」

　戦闘開始。の、三十分ほど前――
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　アルフォースに連れられ、シトネたち三人が闘技場に集まった。闘技場にはすでに、四人目であるアクトの姿もある。

「待たせたね」

「いえ、お気になさらないでください」

　淡々と会話をするアルフォースとアクト。二人は幼少期の頃から面識があり、少なからず交流もあった。名門エメロード家の長男であるアクトは、当代の聖域者のほぼ全員と会ったことがある。

　短い期間だが、手ほどきを受けたこともあるという。

「さて、まだ二日目だがそろそろ警戒を強めたい。君たちには日中、すぐに動けるよう準備しておいてほしい」

　四人が頷く。闘技場には、臨時で転移用の魔道具が設置されていた。

　一人分の台座が四つ。転移の術式が組み込まれ、結界の起点である各地に一瞬で移動ができる。

　学校は現在臨時休校中で、彼らと一部教員以外誰もいない。アルフォースが席を外す。ナベリウスのところで話があるといい、闘技場を去っていった。

　残った四人は、絶妙な空気のまま襲撃に備える。

　静寂が続く。楽しげに話せる状況はないが、会話一つないというのも居心地が悪い。そんな静寂を破ったのは、意外にもアクトだった。

「君たちはリンテンスの友人だね？」

「え、はい！」

　一番近くにいたシトネが反応した。アクトはシトネに尋ねる。

「アルフォース様から聞いたが、リンテンスは修行中なのだろう？」

「はい。二日前から」

「そうか……」

　切なげな表情を見せるアクト。何となく、心配している様子がシトネに伝わる。

「あ、あの！」

「何かな？」

「リンテンス君が言ってました。いつか、お兄さんとちゃんと話がしたいって。だからその……」

「……そうか」

　アクトは小さく笑う。

　そんな彼を、意外そうに見つめるグレンとセリカ。リンテンスからアクトのことを聞いていたシトネは、その笑顔にどこかほっとする。

「俺も話したいことがある。また後で、全てが片付いたら話しに行くよ」

「はい。待ってます！」

　ニコニコ微笑むシトネ。会話の端々から、リンテンスに近いものを感じていた。

（何だかリンテンス君と話してるみたいで落ち着くなぁ）

　二人の会話をきっかけに、少しだけ場が和やかになった。穏やかな時間が過ぎ、迫る脅威に対する警戒が、少しだけ緩まる。そんな時、四人は圧倒的な魔力を感じ、全身が震え上がった。

「こ、これは！」

「上だ！」

　グレンが叫んだ。四人が天井を見上げると、そこには青空ではなく、黒い影がかかっている。

「ゲートだ！」

「研修の時と同じだな」そこへアルフォースが駆けつけ、四人に指示を出す。

「みんな配置につきたまえ！　転移後三秒が術式発動の合図だよ！」

「アルフォース様！　リンテンス君は？」

「残念ながらまだ修行中だ。こうなれば仕方がない。彼の修行が終わるまで、僕が何とか時間を稼ごう。君たちも頼むよ？」

「はい！」

　転移装置を作動させる。全員が配置につき、指輪の術式を発動させると、薄緑色の結界が学校を覆い隠した。その直後、ゲートから大量の魔物が投下される。

「やはりそう来たか。魔術師団を王都中に配置したのは正解だったようだね」

　グレンからの報告を聞き、魔術師団は国中に散っている。こうなることを予想し、備えてきた。

　国民には安全のため、家から出ないように伝えてある。王都全域には特殊な魔道具が張り巡らされており、非常時に発動させることで、建物を攻撃から守ることができる。魔物の殲せん滅めつは、魔術師団がしてくれるだろう。

「さてと」

　ゲートが消失し、二人の悪魔が空中に浮かんでいる。見つめる先にはアルフォースがいて、昇って来いと訴えているようだった。やれやれと口にするアルフォース。飛翔魔術を発動させ、悪魔たちの前に立ち塞がる。

「ようやく来たかよ」

「貴方がこの国で最強の魔術師アルフォース・ギフトレンですね？」

「おやおや、僕のことを知っているのかい？」

「ええ、もちろんです。脅威となり得る存在の情報は、すでに頭に入っていますよ」

「なるほど。悪魔に脅威と思われるなんて光栄だね」

　悪魔は二人。丁寧な口調で話す一人は、人間とほとんど変わらない見た目をしている。

　肌の色は白く、目の色は淀んだ青で、髪色も濃い青色。悪魔の特徴である二本の角と、腰からは尻尾が生えている。

　もう一人の乱暴な口調な悪魔は、もっと悪魔らしい見た目だ。ドラゴンのようにごつごつとした肌は、黒に近い鼠ねずみ色をしていて、手足の爪は強靭かつ鋭利。それも剛腕が四つ。身体の大きさも、隣の悪魔より一回り大きい。

　見るからに肉弾戦が得意そうだ。そして、どちらの魔力量も人間のそれを大きく上回っていた。間違いなく、悪魔の中でも上位の存在だろう。

　王都の街には魔物が放たれ、魔術師団はその対処に当たっている。魔術学校の校舎は、シトネたち四人の結界に守られていた。その頭上で、アルフォースは悪魔二人と対峙する。

「私はエクトールと言います」

「オレはグレゴアだぁ」

「これはこれはご丁寧にどうも」

　丁寧な話し方の悪魔がエクトール、四本腕の悪魔がグレゴアという。

「それにしても早かったね～。僕の予想だと、もう少し遅いと思っていたのだけど」

「なーに言ってやがる。これでも遅れたほうだぜ」

「ええ。当初の予定では、戦闘後すぐここへ攻め込むつもりでしたから」

「へぇ～。そうなんだ」

　アルフォースはじっと彼らを観察する。聖域者二人と戦い、傷を負ったのは確かなのだろうが、今の彼らは傷一つない。回復は完璧に終わっていると考えるべきだろう。

「現代の魔術師なんて大したことねーと思ってたんだがな～。さすが神の庇ひ護ごを受けた人間だ」

「傷を癒やすのに今日までかかってしまいました。貴方たちの認識を改めるにはいいテストケースでしたよ」

「そうかそうか。二人はちゃんと君たちを追い詰めたんだね」

「不覚にもな。が、勝ったのは俺たちだ」

「そうです。そして貴方は現代最強の魔術師。こちらは二人で、貴方を殺します」

　エクトールが背後に円陣術式を展開。グレゴアも四本の腕それぞれにまがまがしい大剣を持つ。戦闘態勢に入った二人に対して、アルフォースも杖を構える。

「やれやれ。僕としては、少しばかり手を抜いてくれると助かるのだけどねぇ」

「そいつは無理な相談だぜ！」

　グレゴアが迫る。四つの大剣を同時かつ、不規則に振るう。アルフォースは杖で受け流しながら後方へ下がり、流れるように炎の渦を発生させグレゴアを攻撃した。

「おらぁ！」

　炎の渦をグレゴアは大剣を一薙なぎすることで消し去る。

「それは魔剣だね？」

「当たりだぜ！　ついでに言やー」

　アルフォースの頭上。無数の大剣が待機していることに気付く。

「全部俺の魔術で作ったもんなんだがな！」

　降り注ぐ魔剣の雨。一本一本が強力な魔力を帯びており、アルフォースの結界障壁を貫く。当たる直前で回避したが、そこへ今度は魔力エネルギーの砲撃が襲いかかる。

「おっと、今度は君かい？」

「ええ。我々は二人で戦うと言いましたよ」

「そうだったね」

　エクトールの背後の円陣術式は、魔力エネルギーをビームのように発射できるようだ。さらに足元で別の術式を展開。黒い鞭がアルフォースに襲いかかる。

「術式の並行処理は当たり前か。どれもレベルが高くてビックリだよ」

「お褒めにあずかり光栄です。ですが、それならもっと驚いた表情をして頂きたいですね」

　続けて巨大な氷柱がアルフォースに放たれる。これを突風で弾き飛ばし、炎の玉を生成。炎の玉をエクトール目掛けて放つ。

「させっかよ！」

　隙ありと言わんばかりに切りかかるグレゴア。魔剣で切り裂かれたアルフォースの身体は、白い花びらとなって散る。

「幻術か!?」

「その通りさ！」

　放たれていた炎の玉が、アルフォースの姿へ変身する。全てがアルフォースとなり、エクトールを惑わせる。

「ふっ、この程度――」

　エクトールは頭上に術式を展開させ、鋭い針のような光の雨を降らせる。接近していたアルフォースの分身は光の雨に貫かれ消滅していく。

「全て消してしまえば済むこと」

「だと思ったよ」

「何っ！」

　エクトールの足元にアルフォースが迫っている。先ほどの分身は全て囮おとりで、本体は幻術で姿をくらませ、エクトールの足元に近づいていた。光の雨は、術者自身にはかからないよう調整する。ならば術者の足元と頭上だけは、安全なエリアになるということ。

「もらったよ！」

　アルフォースが手を伸ばす。確実に虚を突いた。

　しかし――

「おっと？」

「危ないですね」

　エクトールが一瞬で消えてしまった。次に彼を見つけたのは、数十メートル離れたグレゴアの隣だった。

「なるほど。転移の魔術が使えたんだね」

「ええ。まさかこれほど早く使わされるとは思いませんでしたよ」

「はっはっはっ！　何だか今日は褒められてばかりだな～。普段なら嬉しいけど今は素直に喜べない」

　互角の戦い。どちらも一歩も引かない攻防を、結界を維持しながらシトネたちが見ている。

「凄い……さすがアルフォース様」

　でも……攻め切れていない。悪魔二人には、まだまだ全然余裕が感じられる。

「このまま戦えば、体力が尽きてしまうぞ」

　人間と悪魔では肉体の作りが異なる。強度はもちろん、魔力量や体力も、悪魔のほうが圧倒的に上だ。いくらアルフォースでも、持久戦になればいずれ体力が底をついてしまう。

　長引けば長引くほど不利になる。そうだとわかっていても、下手に踏み込みすぎると命取りになる。

　加えて下には守るべき校舎がある。今の彼にできることは、リンテンスの修行が終わるまでの時間を稼ぐこと。

「こんなにも他人を恋い焦がれたのは初めてだな」

　激闘が続く。怒ど涛とうのような魔術の応酬は、見る者を圧倒する。

「ちっ、やっぱこいつは別格だな」

「ええ。情報通りですね」

　悪魔二人の攻撃にも、アルフォースは的確な対応を続けていた。両者一歩も譲らない攻防が続き、僅かに呼吸を休める時間が生まれる。

「しかし妙ですね。思ったよりも消極的すぎる」

「だな。なーんか企たくらんでる感じしねーか？」

　二人が疑いの目をアルフォースに向ける。アルフォースは普段通りの表情で、冷静に返す。

「いやいや。対処するので精一杯なだけさ。君たちの攻撃があまりにも強いから、こっちは大変なんだよ」

「かっ！　白々しい演技だぜ。やっぱなんか企んでるじゃねーか」

「そのようですね。ですが、まだ時間がかかるようですよ」

「……」

　おっと、もうその段階まで来たのか。さすがに頭も回っているね。となれば、ここからが本番というわけか。アルフォースが杖を構えなおす。

「なぁエクトール、あれ使っていいか？」

「そうですね。このまま戦い続けても無駄な時間を使うだけですし」

「よし来た！　んじゃいっちょ暴れるぜ～」

　グレゴアが左腕の一本を前に出す。

「何だ？」

　その腕には、黒く歪いびつな形をした腕輪が装備されていた。アルフォースが目を細める。グレゴアはニヤリと笑い、腕輪を強引に引きちぎる。

「――限定突破！」

　破壊された腕輪が飛び散った瞬間、爆発的なまでに魔力が高まっていく。結界を維持していた四人が、同時に身の毛もよだつ寒気を感じた。

「な、何？」

「これは――」

　グレゴアの周囲を風が舞う。膨大な魔力が溢れ出て、視覚化できるほどに膨れ上がっている。

「もの凄いパワーアップだね。一体何をしたのかな？」

「かっ！　別に強くなったわけじゃーねーんだよ。オレたち悪魔は、こっちの世界じゃ力の一部を制限されちまうんでなぁ～。さっきの腕輪は、その制限を一時的に引っぺがすもんなんだよ」

　人間が住まう現世と、悪魔たちが住まう地獄。両界には出入りを拒む蓋が設けられており、容易に世界を跨ぐことはできない。力が弱まった現在では、数人が通る程度は可能となっているものの、ノーリスクではなかった。

　世界を跨ぐ際、大幅に能力を制限されてしまう。上位の悪魔でなければ、その制限によって人間以下になってしまうほど。かといって膨大な力を持つ支配者クラスでは、そもそも両界を渡ることすらできないが。

「つっても、一度使ったら一日で効果が切れちまうがな」

「なるほど。君たちの奥の手というわけかい？」

「ああ、お前は強いからなぁ～。こっちもガチでやらせてもらうぜぇ！」

　刹那。グレゴアの姿が眼前より消える。魔力感知を掻かい潜り、アルフォースの背後へと回ったのだ。

「くっ……」

「よく反応したな！　だがこっからだぜ、本番はよぉ！」

　剣撃の連続。先ほどまでが制限されていたと、誰もが納得する実力を発揮する。豪快に大剣を振るう姿は、まさに嵐そのものであるかのよう。

「おらおらどうしたぁ！」

「っ……」

　まずいな。術式を発動させる隙がない。

　速すぎる攻撃に押され、アルフォースは防戦を強いられることになる。フリーになったエクトールが見据えるのは、校舎を守る結界だった。

「さて、この隙に私はこちらを破壊しましょう」

　展開される無数の円陣術式。放たれた魔力エネルギーが、校舎を守る結界を襲う。

「ほう。中々強力な結界のようですね」

「させないよ！」

　グレゴアの攻撃を受けながら、アルフォースがエクトールを攻撃する。ひらりと躱したエクトールに追撃を放とうとするアルフォースだが、グレゴアが黙っていない。

「よそ見してんじゃねーよ！」

「失礼だな！　ちゃんと君も見ているよ！」

　言い合いをする程度の余裕はあるようだが、明らかにギリギリの戦いを強いられていた。とてもじゃないが、二人同時に相手をする余裕はなさそうである。

「グレゴア、任せますよ」

「おう！　てめぇーはさっさとうざったい結界を破壊しやがれ」

「ええ」

　エクトールを止めたいアルフォース。それを阻むように、グレゴアの攻撃が加速していく。

「さて、この手の結界には起点があるはずですが――」

　エクトールの視線が、シトネに向けられる。

「なるほど。貴方たちが起点となっているのですね」

　ぞわっとした寒気がシトネを襲う。ただ目が合っただけで、死を予感するほどの殺気に、シトネの脚は震えていた。

「リンテンス君……」

　早く来てくれ。

　そう誰もが願う男は――
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　白い世界に七色の雷が交錯する。互いに同じ術式を扱い、同じ色の雷撃をぶつけ合う。否、同じでは決してない。起源から生み出されたそれは、俺が目指すべき頂にたどり着いた自分自身。一撃一撃が重く、速く、鋭く迫る。

「ぐっ……」

　視界を覆うほどの赤雷を、間一髪のところで躱し、藍雷の槍を投とう擲てきする。槍は届く前に赤雷で弾かれ、続く攻撃を受ける。修行開始から相当な時間が経過しただろう。

　時計なんてないから、正確な時間はわからない。一秒でも早く終わらせて、師匠のところへ行きたいという気持ちはあれど、そんなことを考える余裕はとうの昔になくなっていた。

　強い……強すぎる。

　わかっていたことか？

　いや、ここまでとは予想できなかった。全てにおいて完璧で、隙の一つもない術式の発動。まるで雷そのものと対峙しているような感覚にさえ襲われる。

　これが未来の俺？

「はははっ」

　そう思うと、思わず笑ってしまう。呆れた笑いだ。同時に喜ばしくもある。遠い未来とは言え、いずれ自分がこんな風に強くなっていたのだと思うと、無性に誇らしい。

　そして、何もかも足りない今の自分に腹が立つ。

　力の差は歴然。それでも戦えているのは、俺が人間で、相手が作り物だからだ。思考、駆け引き、直感といったものは、人間である俺にしかない。

　ギリギリの攻防にも慣れ始め、多少の余裕ができたことで、勘頼りだった戦いにも思考が入り込む余地が生まれる。そうして俺は思考を巡らせる。

「どうする？」

　どうすればあいつに勝てるんだ。圧倒的な実力差を前に、俺はどう戦えばいい？

　多少の余裕が生まれても、実力差がひっくり返るわけじゃない。一瞬でも気を抜けば殺されるという感覚は、始まった時から消えていないんだ。

　そもそもだ。勝てるビジョンがまったく浮かばない。始まってからずっと、これに勝てるイメージをしたくても、敗北の予感が過るだけだ。

「黄雷――竜！」

　生成された竜が黒い影に迫る。ドラゴンすら抑え込んだ攻撃だが、黒い影に触れた途端、弾けて消えてしまう。

「ちっ、この程度じゃ陽動にもならないな」

　大技を繰り出しても、大した隙は生まれない。当然ながら魔力の消耗は感じられず、こちらの体力が一方的に削られている。このまま戦っても、殺されるのは時間の問題だ。

　勝つ方法を探れ。突破口はどこにある？

　師匠は、俺なら勝てると言ってくれたんだ。それなら不可能なはずもない。絶対に勝てない試練を、師匠が与えるはずないんだ。と、己を鼓舞しながら戦い続ける。

　攻撃は届かず、重い一撃を受け続け、ボロボロになっていく手足。

　勝てるのか――脳裏に浮かぶ弱気な言葉を、何度振り払って戦ったかわからない。

　師匠のこと、シトネやグレンたちのことを思い出して、勝たなければならないと奮い立たせる。それでも……肉体の限界が先に来る。

「しまっ――」

　ギリギリの攻防にできた綻ほころび。着地地点を見誤り、ツルっとドン臭く足を滑らせる。普段なら絶対にしないミスだ。極限まで追い込まれしてしまった。

　一瞬の隙をついて、最大威力の赤雷が迫る。

　回避不可能。防御も間に合わない。俺は心の中で敗北を……赤雷を受け入れてしまう。

「ぐはっ……？」

　赤雷をまともに受けた俺は、全身が丸焦げになったと思った。しかし、生きていることに驚く。

　明らかに即死レベルの攻撃をモロに食らったはずだった。痛みはあるし、ダメージは入っている。

　だけど……。

「生きてる？」

　疑問が浮かび、脳がサラッとクリアになる。思い出したのは師匠とのやりとり。そういえば、師匠は俺に勝てと言った。戦って勝て……でも、倒せとは一言も言っていない。

　戦うということを、倒すという風に曲解していたのは俺自身だ。ここで一つの仮説が思い浮かぶ。

　もしも成功すれば、俺は生き残ることができるだろう。しかし、万が一間違っていた場合、その時点で勝敗が決してしまう。

　危険で分の悪い賭けだ。それでも、この方法以外に、勝利を掴む手は思いつかない。

　何より相手は――

「俺自身だろう？」

　俺は両腕を広げた。

　何もしない。ただ、相手の雷撃を受け入れる準備をする。放たれる赤雷は、俺を貫通して抜けていく。一歩、一歩とゆっくり近づき、黒い影に歩み寄る。

　そして――俺は黒い影をギュッと抱き寄せた。

「よかった。思った通りだ」

　痛みはない。攻撃もしてこない。どうやら、俺の予想は当たっていたらしい。

　相手は俺の起源から生まれた存在。言い換えれば、俺自身の分身体でもある。俺自身の攻撃なら、受け入れてしまえば傷つかない。自分の力なのだから、俺が自分の一部だと思えば、なんてことはなかった。赤雷を受けた時も、諦めから心の奥では受け入れていた。

　今度は全身で、未来の自分自身を受け入れる。流れ込んでくる。黒い影から、俺の力の全てが濁流のように。

「ありがとう」

　そんな俺から出た言葉は、意外にも感謝の一言だった。
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　アルフォースとグレゴアの戦闘は、目で追えない速さへ達していた。一瞬も気が抜けない攻防。もう一人に気を向けることが、命取りになってしまう。

「そこですか」

　結界の起点を破壊しようと考えるエクトール。起点となっている四人が身構える。エクトールは結界の前に降り立ち、左手で結界に触れる。バチっと弾かれ、理解したように言う。

「ほう。やはり相当な強度だ。それにしても面白い術式を使っていますね」

　四人が展開している結界は、アルフォースの権能を主軸に構成された術式が付与されている。

　従来の結界が、魔力量と密度に比例して強度を増すのに対して、この結界は意志の強さによって強度が増す。繊細な魔力コントロールが要求される結界で、恐怖や焦りでコントロールが乱れると、著しく強度が低下してしまう。

　しかし意志を強く保ち、コントロールさえ乱れなければ、世界で最も堅い結界となる。アルフォースが彼らを選んだ理由の一つ。それは、彼らなら悪魔の発する魔力にも怯えず、立ち向かえると考えたから。

「簡単には破壊できそうにありませんね。まぁ時間の問題ですが」

　エクトールが円陣術式を頭上に展開。雨のように砲撃を降らせる。

「ぐっ……」

「グレン様」

「ああ、わかってる。これを続けられたらいずれ……」

　破壊だけに集中されては、いかに強力な結界と言えどもたない。空で戦っているアルフォースも、グレゴアから手が離せない様子だった。

「やむを得ん、迎撃するぞ」

　そう言ったのはアクトだった。彼は続けて言う。

「アルフォース様もそのつもりで、我々を選んだんだ。倒すことは考えなくていい。奴の注意を逸らすんだ」

「わ、わかりました！」

　シトネが刀を、グレンが剣を構え、セリカが精霊を召喚する。

「おや、戦うつもりですか？」

「ああ」

　答えた直後、アクトが視界から消える。一瞬でエクトールの背後に周り、至近距離で円陣術式を発動。避けられない距離での攻撃。しかし、エクトールは結界障壁で身を守っていた。

「やはり防がれたか」

「これは驚いた。貴方は時間魔術の使い手ですね」

　アクトは自身の時間を加速させ距離を取る。それよりも速く、エクトールの拳が腹に入る。

「ぐっ」

「――ん？　これは……」

　吹き飛んだアクトはすぐに体勢を立て直す。殴った拳の感覚を確かめるエクトール。

「本当に面白い術式だ。この結界術式は、起点となっている貴方たちにも付与されているのですね」

「その通りだ」

　起点となっている四人の身体は、展開している結界と同強度の防御膜を纏っている。生半可な攻撃では、彼らに傷をつけることはできない。アクトが迎撃を提案できたのも、この結界が身体を守っているからこそ。

「……恐ろしいな」

　ただ魔力で強化した拳。その一撃を受けただけで、纏っている防御膜が綻んだ。もしも守っていなければ、今頃風穴が開いていると悟る。

「真紅！」

　アクトに注意が向いている隙をつき、グレンが炎を放つ。真紅は炎すら燃やす最強の炎魔術だ。

「いい炎だ。障壁を通して熱を感じる」

「なっ……」

　それすらエクトールの魔力障壁を突破できない。畳みかけるようにセリカが仕掛ける。

「アクト様！　お下がりください！」

　セリカはエクトールの頭上にいた。

「風の精霊術師ですか」

「墜ちなさい！」

　セリカは下降気流を発生させる。岩すら押しつぶす風の圧力に、エクトールの周囲の地面がへこむ。

「これも中々悪くない」

「今です！」

　風圧で動けないエクトールの背後にシトネが回り込む。居合の構えから、光の斬撃を放つ。

「旋光」

　斬れ味はダントツ。

　鋭い斬撃でエクトールの障壁を斬る。

「剣術と光魔術の合わせ技ですね。工夫していて大変よろしい。ですが――」

　パチンと指を鳴らす。音が増幅し、周囲を蹴散らす衝撃波によって、四人とも吹き飛ばされる。

「所詮は人間だ」

　続けて紫色の雷撃を放つ。

「真紅！」

　雷撃を紅蓮の炎でかき消す。これにはエクトールも驚いた表情を見せる。

「悪いな！　雷魔術なら――」

「リンテンス君のほうがずっと凄いよ！」

　シトネが刀を構え、エクトールに斬りかかる。光魔術を付与して、刀の切れ味を上げている。

「それは少々……心外ですね」

「ぐっ」

「うっ」

　エクトールの雷撃が広範囲に放たれる。グレンは真紅を前方に展開し防御。シトネは至近距離だったこともあり回避が遅れる。直撃しそうになった時、彼女は自分の身体がふわっと浮く感覚に襲われる。

「大丈夫か？」

「お兄さん」

「さすがに速いですね。時間魔術師」

　アクトが時間の加速でシトネを抱きかかえ、雷撃の速度を遅くしながら回避していた。

「迂う闊かつに近づきすぎるな」

「す、すみません」

「シトネさん！」

「怪我はありませんか？」

　グレンとセリカも集まる。シトネは頷き答える。

「うん。大丈夫だよ」

　そうして四人は悪魔と向かい合う。時間にして一分弱の攻防。たったそれだけで、全員の額から汗が流れ落ちる。

　悪魔の強さを痛感する。戦えているのは、結界の付与効果あってこそ。アクトのフォローもあって何とか凌しのいでいるが、長く続かないことは明白だった。

「よく頑張りますね。無駄な足掻きだというのに」

「無駄なものか」

「リンテンス君が戻ってくるまで、私たちが守るんだ！」

「そうですか。希望を持つなど弱々しい限りだ。上をごらんなさい」

　彼らの頭上では、アルフォースとグレゴアが激闘を繰り広げていた。二人の戦いは互角……いや、僅かにアルフォースが押されている。

「いずれあちらも決着がつきます。遅かれ早かれ、君たちは死ぬ」

「っ……」

「頑張らなくてもいいのですよ？　そんなことをしても余計に恐怖を感じるだけだ。私にゆだねて頂けば、苦痛なく最期を迎えられますよ？」

「必要ないよ。アルフォース様は負けないし、リンテンス君も来てくれる。それに……私たちだって、まだ負けてないよ」

　シトネがカチャリと刀を構えなおす。グレンたちも同様、戦う姿勢を崩さない。それがエクトールは気に入らなかった。

「わかりました。私も少々飽きてきましたので――」

　エクトールは右腕を上げる。頭上には空を埋め尽くすほどの円陣術式が無数に展開される。四人とも感じ取る。先ほどまでとは比べ物にならない魔力の流れを。

「終わりにしましょう」

　円陣術式から放たれるエネルギーは、一斉に辺り一面を抉る。雨ではなく、滝のように降り注ぐ攻撃。躱す場所などなく、防御に徹するしかなかった。

「貴方たちの魔力では防げない威力だ。いかに結界の効果があろうとも……ほう」

「はぁ……はぁ……」

「お兄さん！」

「今のを防いだか」

　攻撃が放たれる直前、アクトは回避困難だと悟った。三人とも結界障壁を展開したが、攻撃を防げる強度ではない。そこで彼が発動したのは、時間魔術の奥義――クロノスタシス。

　止まった十秒という時間の中で、アクトは三人の結界障壁を、自身の魔力を流し込むことで強化した。

　その後、残った時間で学校を覆っている結界内に避難、自身の身も守った。

　エクトールがアクトに再び興味を示す。グレンは彼が奥義を発動したことに瞬時に気付き、もう戦えないと悟る。今しかない。

「セリカ！」

「かしこまりました」

　セリカがグレンの意図を悟る。グレンが真紅を放ち、セリカが竜巻を発生させる。炎を纏った竜巻がエクトールを襲う。

「風の力で炎を強化しているのですね。しかしこの炎はもう見飽きましたよ」

「どうかな？」

　グレンが不敵に笑う。

「これは……削っているのか？　私の障壁を」

　真紅と竜巻の合わせ技は、エクトールの結界障壁を削っていた。強度な結界も万能ではない。試行錯誤することで、打ち破ることもできる。リンテンスという男を知っている彼らにとって、不可能だと思うことのほうが難しい。

　そして――弱まった障壁ならば、シトネの刀でも貫ける。

「追つい閃せん」

　光魔術で強化された突き。光の線が引かれるように、一直線にエクトールの喉元へ伸びる。

「――惜しかったですよ」

　万事を尽くした一撃すら、彼は容易に躱していた。紙一重で、喉元から血を流しながら、頭上に巨大な術式を展開する。眩まぶしい光が周囲を覆う。次の瞬間、激しい爆発音と共に結界ごと周囲が崩れる。

「一瞬遅ければ、私も危なかった」

「っ……」

「やはり油断ならない結界だ。今のを受けて生きているとは」

　結界の効果に守られ、四人とも意識を保っている。

　しかし戦える状態ではない。シトネは何とか立ち上がろうとしている。そんな彼女の元へ、エクトールが歩み寄る。

「まだ諦めませんか？」

「……絶対……負けない。リンテンス君が来るまで……」

「ふっ、その諦めの悪さだけは認めてあげましょう」

　シトネに、エクトールの攻撃が迫る。

「さようなら。勇敢で無謀なお嬢さん」

　雷が走る。爆発音と共に地面が弾け飛び、土煙が舞う。

「さて、では建物を――!?」

　エクトールは土煙の中を凝視する。攻撃は確実に当たったはずだ。威力も十分で、耐えられるものではなかった。それなのになぜ、人の影が見える？

「しかも二つ？　何者ですか？」

　土煙が晴れていく。そこに立っていたのは、シトネを抱きかかえたリンテンスだった。

「リンテンス……君？」

「ああ。待たせてごめんな？　シトネ」

「ううん！　来てくれるって信じてたよ」

　間一髪、攻撃が当たるギリギリで彼女を守っていた。破壊されたのは地面のみで、シトネに怪我はない。リンテンスは頭上を見上げる。

「師匠！」

「その声！　ようやく来たんだね」

「はい！　お待たせしてすみません」

「いいとも！　そんなことより任せていいかな？」
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「もちろんです」

　リンテンスは視線をエクトールに戻す。すると、エクトールが呟く。

「貴方がリンテンス・エメロードですか」

「俺のことを知っているのか？」

「ええ。脅威となり得る魔術師の一人として、情報は得ていますよ。この場で見かけなかったのは不自然でしたが、何かしていたようですね」

　エクトールは警戒している。故に攻撃を仕掛けてこない。

「シトネ。結界をもう一度発動できる？」

「う、うん！　できるよ」

「じゃあ頼むよ。俺はあいつを倒してくるから」

「うん。頑張ってね、リンテンス君」

「ああ」

　リンテンスはシトネを下ろし、エメロードの前に出る。その隙に、シトネが結界を再発動。他の三人もそれに合わせて、魔力を注ぎなおした。

「ここからは俺が相手だ」
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「よろしいのですか？　一人で」

「何が言いたい？」

「いえ、他の方々と一緒にかかってくれば、多少はまともな戦いになるのではと思っているだけです」

「心配しなくても俺一人で大丈夫だよ」

「ほう、舐められたものですね」

　悪魔が俺を睨みつけている。さっきの言葉が癇しゃくに障ったのだろう。

「私はエクトール。リンテンス・エメロード、貴方は雷魔術が得意と伺っていますが？」

「ああ」

　得意というより、それしか使えないだけだ。どうやらこちらの情報はある程度漏れていると考えたほうがよさそうだ。となると、色源雷術についても、多少は知られているのか。

「実は私も雷魔術は得意でして」

　そう言いながら、パチンと指を慣らす。展開された術式から赤黒い稲妻が走り、虎のような形を作る。

「どうです？　一つ力比べに興じてみませんか？　そうすれば貴方も、力の差を理解して一人で挑むなど愚策だと気付くでしょう」

　相当な魔力量だ。あの魔術一つでも、悪魔の力が常軌を逸していると伝わる。だからあいつも、勝ち誇ったように余裕なんだ。エクトールは小さく笑う。

「そうは言っても、この一撃で死んでしまうかもしれませんがね！」

　放たれる雷撃の虎。迫りくる攻撃を前に俺は右手を無造作に上げる。確かに強力な一撃だろう。今までの俺なら、もっと焦ったりしたかもしれない。

　だけど――

「――赤あか」

　赤い稲妻が雷撃の虎を穿ち、エクトールの耳元を掠めていく。

　今の俺には、そんな雷撃も可愛く見えるよ。

「馬鹿な……」

「力の差を理解して、だったか？　どうやら知るべきは、そっちだったらしい」

「……人間風情が」
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「おいおい、マジかよあいつ……」

「うん、ちゃんと強くなったようだね？　リンテンス」

　アルフォースとグレゴアは一時的に攻撃の手を休めていた。突如として現れたリンテンスを警戒してか、一定の距離まで離れて様子を窺うかがっている。

「あんな奴がいたのかよ。お前以外に」

「ああ、何だい？　リンテンスのことは情報になかったのかな？」

「馬鹿にすんじゃねーよ。フルレティ様の情報に取りこぼしなんてあるか。オレの記憶力の問題だな。どうでもよさそうなのは一々覚えてねーんだよ」

「そうかそうか。ならば認識を改めるべきだね」

「かっ！　そうみてーだな。まぁお前を倒した後、あっちも味見してやるよ！」

　グレゴアが迫る。アルフォースはリンテンスたちの方向を見たまま油断している。

　その隙をついて、一気に片を付ける。つもりだった。少なくともグレゴアは、これで終わりだと確信していただろう。

「悪いけど、君はもういいよ」

「はっ？」

　アルフォースの眼前で、グレゴアの突進が止まる。彼の身体を太く黒い触手が貫き、繋ぎとめていたのだ。

「ぐっ……何だこりゃ？」

　触手はアルフォースの杖の下部分から伸びていて、鞭のようにしなりグレゴアを吹き飛ばす。

「僕はリンテンスの戦いを見物したいんだよ。君との戦いは終わりだ。もう飽きたしね」

「飽きた……だと？」

「うん。何か出してくれるかなーって期待したんだけどね。これ以上戦っても、君から得られるものは何もなさそうだ」

「何を言って――」

「おや？　まだわからないのかな？」

　ここでようやくグレゴアは気付く。あれだけの攻防を後にして、アルフォースは汗一つかいていない。劣勢も劣勢で、次の攻撃を受けるので精一杯だったはずだ。それなのに呼吸も乱れていないし、表情も余裕そのもの。何より彼は聖域者。

　神より権能を与えられた者であるにもかかわらず、その力を一度も使っていない。

「てめぇ……手を抜いてやがったのか！」

「うん！　正解」

　ニコッと笑みを浮かべて答えるアルフォース。それに苛立ったグレゴアは響くほどの舌打ちをして立ち上がる。迫る触手を大剣で斬りつけ、掻い潜ってアルフォースに近づこうとする。

「これじゃ凌がれるか～。だったらこの子ならどうだい？」

　触手が形をかえる。八本の触手が竜の頭に変化して、独立した一つの生命体となる。巨大な翼を持ち、胴体は一つ、首は八つで尻尾は三つ。色合いも独特で、青白い尻尾と、他は全て濃い紫色をしていた。

「な、なんだそりゃ……そんな魔物見たことねーぞ」

「うん。だってこの子は、僕の空想から生まれた幻獣だからね」

「空想……だと？」

「うん。僕の持つ【幻神アーレス】の権能は、空想を具現化してそこに命を与えることができるのさ。だからこうして、僕の空想は現実に飛び出す」

　アルフォースの権能『幻獣召喚』。

　自分自身の空想や、物語に登場する存在しない怪物に命を吹き込み、現実へ召喚させることができる。誕生した幻獣の強さは、アルフォースの想像によって強化される。故に、空想が確かなものであればあるほど、幻獣の強さは跳ね上がる。

「さぁ、食い散らかせ」

　八つ頭の幻獣がグレゴアを襲う。大剣で対抗しようとするが、圧倒的なスケールと力に対応できず、六肢を食いつぶされていく。

「ぐおっ、あが！」

「痛そうだね～。それでも死なないなんて可哀想だよ」

「なぜだなぜだなぜだ！　これだけの力があってどうして手を抜いた!?」

「そんなの決まっているじゃないか？　僕が二人とも倒したら、リンテンスが戦う相手がいなくなるだろう？」

「は？」

「僕は師だからね。弟子を育てるためなら何でもするのさ」

　そう。全てはリンテンスを鍛えるため。彼は最初から、そのことだけを考えていた。勝敗、守護、それらは彼にとって最初から決まっていたこと。

　負けるはずのない戦いで劣勢を演じ、弟子であるリンテンスの成長を促す。弟子への常軌を逸した期待から試練を与えた。

　召喚された幻獣が役目を終えて消滅していく。それは物語の一頁のようにあっという間の出来事だった。

「ぅ……ぐ……」

「おや？　驚いたね。その状態でもまだ死なないなんて」

　厳重に六肢をもぎ取られ、ダルマのようになったグレゴア。全身から血を流し、地面へ落下する。それでも命を繋いでいるのは、彼が悪魔の中でもタフな身体を持っていたからだろう。

「化け物が……」

「はっはっはっ！　君にそう言われたくはないな～」

　グレゴアはギロっとアルフォースを睨む。しかし、もはや戦う力は残されていなかった。生きていると言っても時間の問題で、放っておけばいずれ終わりが来る。

「まぁいい。君もそこで見ているといいよ」

　アルフォースはそう言って、空を見上げる。視線の先に見える稲妻を、恋人を見つめるような視線で眺めながら言う。

「僕の弟子がどこまで成長したのかをね」
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「ありえない」

　無数の砲撃が雨のように降り注ぐ。隙間なく、逃げ場なく、止むことのない嵐のように。そんな攻撃を一筋の雷撃がかき消し、多重の結界障壁を突き破る。

「こんなことが……」

　エクトールの額から汗が流れている。彼の心情を考察するなら、おそらくこう思っているのだろう。

　ありえない。ただの人間で聖域者でもない魔術師に、自分がここまで追い込まれているなんて。そんなことがあっていいはずがない。

「――赤」

「ぐっ……」

　赤雷がエクトールの左腕を掠める。結界障壁では防御しきれないから、エクトールも回避するしかない。対する俺は、戦闘開始直後からほとんど動いていない。

　ほぼ同じ位置から攻撃を繰り返し、放たれた攻撃は赤雷でかき消していた。

「どうした？　悪魔っていうのはこの程度なのか？」

「……いいでしょう。その減らず口を叩けなくしてあげます」

　エクトールが術式を大量に展開させる。全て砲撃の術式だが、何かを企んでいるのがわかる。放たれる砲撃の雨を、赤雷で相殺。砲撃と赤雷の衝突で爆発が起こり、視界が一時的に遮断される。

　気配が――

　その一瞬をついてエクトールは転移の術式を発動。俺の背後に回り込み、ゼロ距離から砲撃を撃ち出そうと手を伸ばす。

「もらった！」

「――青」

　青い稲妻が僅かに走り、エクトールの眼前から俺が消える。

「なっ――」

「遅いぞ」

　不意をついたエクトールの頭上に回り込み、背中を蹴り落とす。吹き飛んだエクトールは地面に叩きつけられた。土煙が舞う地面を、俺は上空から眺めている。

「いくら転移で一瞬に移動しても、その直後の行動が遅ければ意味ないぞ」

「……そうですか。参考になりましたよ」

　土煙が消えエクトールが膝をついている。むっくりと起き上がり飛翔魔術で上空に戻ってきた。そして、彼は俺に問いかける。

「貴方は誰ですか？」

「なんだ？　俺のことを知っているんじゃなかったのか？」

「ええ、知っていますよ。ですが、私が知っている貴方と今の貴方は明らかに別人だ。一体何があったのかと、疑問で頭がいっぱいですよ」

「ああ、まぁそれはそうだろう」

　憑ひょう依い装着。師匠の修行で獲得した技。未来の自分を投影、自身の身体に憑依させることで、一時的にその力を引き出す。今の俺は、未来の自分自身を体現している。

　その影響か、瞳の色が七色に変化していて、魔力量も跳ね上がっている。さらに完成された色源雷術は、悪魔の力すら凌駕しているようだ。

　飛翔魔術なしで空を飛んでいるのも色源雷術の応用で、飛んでいるというより立っているというほうが正しい。

「ふっ」

「何を笑っているのです？」

「いや、何だか楽しくなってきてさ」

「楽しい……ですか。なるほど、どうやら認識を改める必要があるようですね」

　そう言ってエクトールは小さくため息を漏らす。先ほどまでの感情的な態度が落ち着き、冷静さを取り戻している様子だ。

「貴方は強い。ですがやはり、悪魔である我々には届かない」

「今の戦いを経てそう言い切れるのか？」

「はい。我々悪魔は、こちらの世界では力を制限されていますからね」

　エクトールは左腕の腕輪に手をかける。

「この腕輪は、我々の制限を一時的に外すことができます。本当は使うつもりはなかったのですが、貴方を倒すには、全力でなくては足りないらしい」

　その腕輪を握りつぶした。

「見せてあげましょう。私の真の力を！　そして恐怖するがいい！」

　腕輪を破壊した途端、膨れ上がる魔力。彼の周りを突風が吹き荒れ、漏れ出した魔力場がバリバリと稲妻のように走る。なるほど確かに、本気ではなかったのだと理解した。

「そうか、なら第二ラウンドといこうか」

　限定突破によって解放された力が、周囲をピリつかせる。さっきまでとは比べ物にならない魔力量と圧だ。俺も自然と力が入る。

「いきますよ」

　エクトールが右手を前にかざし、砲撃の術式を展開させる。俺も同様に右手をかざし、赤雷を放つ準備をする。そして、最初と同じ撃ち合いが始まる。

「赤」

「マテリアルバレット」

　赤い稲妻と砲撃がぶつかり合う。一度目は赤雷の勝利だった。しかし、今回はせめぎ合い、拮きっ抗こうしている。威力が向上した赤雷と張り合っている。

「やはりすさまじい威力ですね。今の私と張り合えるとは」

「こっちのセリフだ」

　完成された赤雷は、コントロールも向上している。

　ばらけやすかった欠点がなくなったことで、一つに束ねたり、分けたりを自由自在に操れるようになった。一つに束ねれば貫通力も跳ね上がる。だから結界障壁も簡単に貫くことができたわけだが……。

「これが本気か」

「ええ、ですがまだ序の口です！」

　エクトールが消える。転移の術式を使ったようだ。気配は俺の背後に回っている。だが、振り向いた時にはもういない。残っていたのは、爆発を起こす術式だけ。

「青」

「今度こそ逃がしませんよ」

「これは――」

　蒼雷の加速で逃げた先に、無数の爆発術式が展開されていた。逃げるポイントを予測され、罠わなを張られていたようだ。

「弾けなさい」

　連鎖的に爆発していく。俺は蒼雷の出力を上げて防御に徹する。

「効いたな」

「そうでしょう？　しかしさすが、この程度では倒せませんね」

　思った以上に強くなったな。今の俺の全力にもついてこられる。口ぶりからして時間制限付きだろうけど、おそらく俺よりは長くもつ。このまま戦っても、最終的に限界を迎えるのは俺のほうだ。

「仕方ない。お前は強いからな」

「何か言いましたか？」

「ああ。俺も本気を見せると言ったんだよ」

「本気？　今までも手を抜いていたと？　わかりやすいハッタリですね」

「ハッタリじゃないさ。この術式だけは、使うつもりもなかったんだよ」

　未来の自分と対峙して、得られた経験と技術。色源雷術の完成形にして、たどり着いた究極の術式。

「色源雷術裏――」

　漆黒の稲妻が、俺の身体を覆う。

「黒こく雷らい」

「ほう。それが貴方の本気……いいえ、奥の手といったところですか？」

「ああ」

　走る稲妻。自身に纏った黒雷が弾ける。この技を発動中、他の雷撃は使えない。今までのように多彩な攻撃はできなくなる。

「漆黒の雷など初めて見ましたが……いいでしょう。試してあげます」

　エクトールが砲撃を放つ。威力も速度も桁違いに上がっている。熟練した魔術師でも、防御できるかわからない攻撃。俺はただ、右手を前にかざすだけでいい。

　それだけで砲撃は消える。

「――!?　今……」

「どうした？」

「いえ、どうやらこれでは足りなかったらしい！」

　さらに術式を無数に展開。数は数えるだけ無駄なほど、エクトールの背後を覆う。そこから放たれる砲撃が降り注ぎ俺を襲う。が、これも無意味だ。

　黒雷を纏っている今の俺には、どんな攻撃も通じない。砲撃は全て掻き消える。バリっと黒い稲妻が走り、綺麗になくなる。

　その様子を見て、エクトールは疑問を浮かべる。

　防御しているのではない。攻撃が届く前に制御を失って霧散した？

　あの黒い雷は、攻撃を退ける絶対的な何かをもっているのか？

　だとしたらその効果は一体……。

「これで終わりか？」

「――っ、まだですよ！　私の全てをぶつけましょう！」

　エクトールが両腕を大きく広げる。展開された巨大な円陣術式に、小さな無数の円陣術式が集まっていく。

「ちょうどいい！　この一撃で下の建物ごと破壊してさしあげましょう！　いくら貴方でも、これを防ぎきることは不可能です！」

　術式が光り、特大の砲撃が放たれる。エクトールの全力。魔力の大半を消費して放たれた一撃は、確かに結界なんて簡単に破壊できそうな威力だ。

　下手をすれば、王都の街を消し飛ばせるかもしれない。ただし、どんな攻撃であろうと、今の俺には関係ないのだが――

「無駄だ」

　右手で触れる。たったそれだけのことで、彼の全力は消える。走った黒い稲妻が虚しく、ひと時の静寂を生み出す。

「ば、馬鹿な……ありえない。ありえないぞ！　一体何をしたのだ！　どうやって防いだ！」

　激昂するエクトールに俺は答える。

「別に防いだんじゃない。ただ、お前の攻撃を変換しただけだ」

「変換……だと？」

「そうだ。黒雷の能力は触れたもの全てを黒い雷に変えることだからな」

「なっ……」

　驚愕するエクトールを前に、俺は自身に纏った黒い雷に視線を向ける。

　色源雷術の裏。黒雷は、全ての術式を強引に合わせて完成した術式。七つの雷全ての力を有し、それら全てを否定する力の象徴だ。

　黒雷に触れたものは、自然だろうと魔術だろうと、無条件に雷へ変えてしまえる。

　故にどんな攻撃も俺には届かない。一度発動すると、しばらく色源雷術を使えなくなるから、文字通りの奥の手だ。
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「ありえない！　そんな魔術があるものか！　それではまるで神ではないか！」

「俺もそう思うよ。でも、現にここにある」

「ふざけ――」

「それから」

　大きな一歩を踏み出す。俺は瞬時に移動して、エクトールの懐にもぐりこんだ。そして、俺の右手は彼の腹に触れている。

「悪魔も、雷に変えられるんだよ」

「貴様――」

「さようなら」

　触れた箇所に黒い稲妻が走り、肉体の全てが黒く染まった直後。バチンと大きな音をたて、エクトールの身体は雷となって消え去った。
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　悪魔エクトールが黒い雷となって消滅した。その瞬間を、アルフォースとグレゴアが眺めている。

「おぉ～。凄いねあれ」

「なっ……なんだよありゃ……ありえねぇだろ」

「うんうん。その気持ちはすごーくわかるよ～」

　嘘をつくな、と言いたげにグレゴアが睨む。すでに勝敗は決し、肉体は半分ほど消滅しかかっていた。

「そろそろ限界のようだね？」

「……くっ、ククク、クハハハハハハハ――ああ終わりだよ！　オレたちはなぁ」

　突然、グレゴアは開き直ったように大きく笑った。先ほどまでの驚愕が演技だったようにも思えるほど、活き活きとした表情に戻っている。

「この状況で笑えるなんて凄いね、君」

「かっ！　正直驚かされっぱなしだったし、負けちまったから返す言葉もねぇんだけどな。だが、安心しろよ人間。お前たちはどうせ滅ぶんだ」

「へぇ？　本当によく言えるね、そんななりで」

　アルフォースは笑顔のまま、瀕死のグレゴアを杖で突き刺す。

「ぐっ……」

「君たちは負けたんだ。これで戦いは終わりだよ」

「いいや、終わらねぇよ。こっちの世界に来てるのがオレたちだけだと思ってるのか？」

「ん？　あー、そういえば上司が来てるんだったね」

　地獄の三大支配者の直轄。悪魔たちを束ねる六柱の一人。【中将】フルレティ。グレゴアとエクトールを従えて、こちらの世界に来ている大悪魔だ。

「オレたちが失敗したと知れば、今度はフルレティ様が直々に手を下される。あの方の力は、オレたちの比じゃねぇ。いくらお前でも、勝ち目なんてねぇんだよ」

「やれやれ、何を言うかと思えば他人頼りなことだ。死に際とは言え情けないね」

　呆れた顔をするアルフォースに、グレゴアが舌打ちをする。

「その余裕もなくなるぜ」

「それはどうかな？　まぁでも確かに、あの悪魔はとても勤勉だからね。君たちがもっている情報はもちろん、他にも色々と知っていた。僕の権能に対して物量で挑んできた時には、正直ちょっと驚いたけどさ」

「そうだ！　フルレティ様は――おい？」

「ん？　何かな？」

　グレゴアが違和感に気付く。アルフォースの言葉には、明らかにおかしな点があった。まるで、フルレティを直接知っているような話しぶりではないか。

「なんでてめぇがそれを知ってる？　物量だと？　何の話だ！」

「え？　何だわからないのかい？　そんなの直接会っているからに決まっているだろう」

「なっ……」

　会っている。そう、アルフォースはフルレティを知っている。グレゴアは驚きで両目を見開き、口をパカっと開けている。

「いい表情だね～。よーし、そんな君に特大のニュースを教えてあげようか」

「な、なんだ――」

「君たちの上司ならもういないよ？　僕が倒してきたからね」

「なっ……」

　驚愕で顎が外れるくらい口を開くグレゴア。そんな彼を見て、楽しそうな笑みを浮かべるアルフォース。

「うんうん！　さっき以上にいい表情だよ。やっぱりドッキリはこうでなくっちゃねぇ～」

「ふ、ふざけるな！」

「おっと、ふざけてなんていないさ。ちゃんと事実を伝えたまでだよ」

「ありえねぇ！　フルレティ様が倒されるはずねぇだろ！」

「あーそう思うのは仕方がないか。確かに強かったけど、彼って六柱でも戦闘が得意じゃないでしょ？　僕の相手は務まらなかったよ」

　アルフォースは笑いながら、友人と接するように話す。グレゴアには彼の笑顔が、どうしようもなく恐ろしく感じられた。

「信じたくないのなら確認してみたらどうだい？　君たちは彼から、何かしらの連絡手段を貰っているはずだよ」

「そ、それは……」

　グレゴアが言い淀む。

「ほーらやっぱり。数日前から連絡がないんでしょう？　僕が彼を倒したのは五日ほど前だからね。ちょうどその辺りからじゃないかな？」

「ぅ……」

「図星だね」

　勤勉なフルレティは、部下の彼らに定期的な連絡を強いていた。毎日決まった時間に連絡することとなっていたが、それが五日前から途絶えている。ただ、彼らは大して問題に感じていなかった。忙しいのだろう、くらいにしか思っていなかったのだ。それはフルレティが死ぬはずないという絶対の自信と、次なるターゲットに対する期待が高まっていて、冷静な判断ができていなかったから。

「さすがに彼が来てしまうと、リンテンスの修行にならなかったからね。先に処分させてもらった。本当なら二人も助けたかったけど、間に合わなかったようだね」

　アルフォースは申し訳なさそうに語る。二人というのは、彼らと戦った聖域者のことで、アルフォースは彼らを助けるつもりだった。しかし、予想よりも敵の動きが早く、間に合わなかったのだ。

「ふ、ふざけるな……何なんだ……何なんだよてめぇは！」

「僕はアルフォース・ギフトレンだよ。この世界で最も強い魔術師だ。君たちは僕を、甘く見すぎていたんだよ」

　その言葉を最後に、グレゴアが消滅する。虚しく、絶望の表情で、何一つ残らず消えてなくなった。

「残念だったね。僕と出会ってしまったことが、君たちの不運だよ」
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　グレゴアが逝き、二人の悪魔が消滅した。俺は上空から見下ろして、師匠の無事を確認する。地上で手を振っている様子は、いつも通りの師匠で安心した。

「お疲れ様、リンテンス」

「師匠こそお疲れ様でした」

「はっはっはっ、僕はそんなに疲れていないよ。むしろ結界を維持してくれていた彼らのほうがお疲れなんじゃないかな？」

「そうですね」

　学校を守っていた結界が消える。戦いが終わったことを悟り、四人がこちらへ集まってきた。

「リンテンス君！」

「シトネ。みんなも」

　シトネ、グレン、セリカ。そして兄さんの姿がそこにはあった。

「勝ったんだな、リンテンス」

「ああ」

「お見事でした。リンテンス様」

「ありがとうセリカさん。みんなも学校を守ってくれてありがとう。お陰で間に合ったよ」

「ぅ……リンテンス君」

「シトネ？」

　瞳を潤ませたシトネが、俺の胸に飛び込んでくる。頬が俺の胸に触れた途端、彼女の瞳に溜まっていた涙が、滝のように流れだす。

「よかった……よかったよぉ」

「シトネも無事でよかった」

　一番怖い思いをしたのは彼女だろう。目の前に悪魔が迫って、ギリギリまで俺のことを信じてくれていた。あの時、シトネが俺のことを呼んでくれた気がして、俺の身体は応えてくれたよ。

　泣き崩れるシトネを抱き寄せながら、互いの無事を確かめ合う。壮絶な戦いが終わり、心からほっとしている。ふと、兄さんと目が合った。

「リンテンス」

「兄さん」

　そうだ。兄さんと話したいことがたくさんあったんだ。

「あのさ――ぅ！」

「リンテンス？」

「リンテンス君!?」

　胸を締めつけられるような強い痛みが襲う。苦しさに胸を押さえ、両膝をついてうずくまる。今までに感じたことのない強い痛みに、俺の頭はパニック状態に陥っていた。

「どうしたの？　リンテンス君！」

「ぐっう……」

「憑依装着の反動が来たようだね」

「アルフォース様？」

「大丈夫だから。リンテンスを屋敷に運ぶよ」

　最後に聞こえてきたのは、師匠の声だった。そうして意識を失っていく。
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　ピタッ――

　額の冷たさを感じて、俺は目覚める。

「ぅ……シトネ？」

「やっと起きたんだね。リンテンス君」

　ニコリと微笑むシトネの顔が、とても近くにあった。額には冷たいタオルが当てられている。シトネが取り替えてくれている最中だったようだ。

「おはよう」

「うん！　もう夜だけどね」

　窓の外は真っ暗だ。戦いが終わってからの記憶が曖昧で、彼女にぼんやりと尋ねる。

「どのくらい寝てたんだ？」

「五時間くらいだよ。あの後倒れちゃって、アルフォース様とここまで運んだんだ」

「そうか……」

　おぼろげな記憶を辿って思い出す。そういえば、憑依装着の反動とか師匠が言っていたな。

「ふっ。未来の力を今の自分が使ったんだから、当然だよな」

「アルフォース様もそう言っていたよ。修行の直後だったことも理由だって」

「そっか。そういえば師匠は？」

「アルフォース様は学校に残ってる。色々やることがあって大変なんだぁって言ってた」

「はっはは、嫌々やってそうだな」

　師匠はこの件に大きく関わっていたようだし、校長に問い詰められてるのかもしれないな。というか、明らかに手を抜いて戦ってたし、何か企んでたのかも。後で師匠に直接聞いてみるか。

「みんなはさっきまでいたんだけど、もう遅いからって帰ったよ」

「そうなのか」

　じゃあ兄さんも帰ってしまったのか。色々と話したいことがたくさんあったのに、残念だな。

「大丈夫」

「え？」

　と思っていたら、シトネが笑顔でそう言った。すると、トントンと扉を叩く音が聞こえる。シトネがはいと答えると、扉を開けて入ってきたのは――

「兄さん？」

「目が覚めたのか」

「どうして兄さんが？」

「なに、お前とは一度話したいと思っていたからな」

「えへへ～。リンテンス君も同じこと言ってたから、待っててもらったの」

　そう言ってシトネが椅子を用意する。ベッドで座る俺の前に、兄さんが座った。

「身体の調子はどうだ？」

「大丈夫。ただの反動だから、怪我はしてないよ」

「そうか。悪魔を倒したのだな」

「うん、何とかね」

　俺と兄さんの会話を、シトネは横で聞いている。ずっと話したいと思っていた。兄さんが今までどうしていたのか、何を思っていたのか知りたくて。でも、いざ目の前にすると、何だか緊張して言葉が上手く出ない。

「あのさ、兄さん……家のほうは大丈夫なの？」

「ん？　ああ、父上なら荒れているよ。お前の予想通りね」

「そ、そうですよね……ごめんなさい」

「なぜ謝る？　お前は何も悪くないだろう？」

「でも兄さんに迷惑がかかってるんじゃ」

「俺の置かれている状況は何も変わっていないよ。元々あの人たちは、俺に期待していたわけじゃないからね」

　お前もわかっているだろう？

　と兄さんは言った。俺も兄さんも、あの人たちがどういう考えで言葉や態度を取り繕っているのか知っている。それでも俺には、兄さんに申し訳ないという気持ちはあって……

「リンテンス。強くなったな」

　そんな思いは、兄さんの言葉で吹き飛んでしまった。優しい兄さんの表情が、幼かったあの頃を思い出させる。ただの兄弟だった頃が、自分たちにもあったのだと、教えてくれるように。

「兄さん……俺、兄さんとまた……昔みたいに話したかった」

「ああ、俺もだ。お互い随分と、辛い思いをしてきたな」

　溢れ出る涙と言葉は全て本物で、隠しきれない感情の表れだった。戦いが終わり、一つの関係が終わる。

　もう、後ろめたさは感じない。










エピローグ　最強の魔術師




　魔術学校での戦闘が終わり、静かな夜を過ごす。誰もいない闘技場で一人黄昏たそがれる後ろ姿は、なんだかおかしくて笑ってしまいそうだ。

「こんなところにいたんですね。師匠」

「ん？　ああ、リンテンスか。目覚めたんだね」

「はい。ご心配をおかけしました」

「うんうん、まったくだよ。僕がどれだけ心配したかわかってるかい？」

　大げさな身振りを見せてそういう師匠に、俺は呆れた顔を返す。こういう時は大抵何とも思っていないんだ。師匠のことだから、大丈夫だという確信でもあったんだろう。

　素直に心配してほしかったという子供っぽい考えもありながら、心配しないほうが師匠らしさを感じられる。複雑な感情だ。

「他のみんなは一緒じゃないのかい？」

「ええ。こっそり抜け出してきましたから」

「おやおや、それは心配されているんじゃないかな？　駄目だぞ友人を心配させちゃ」

「師匠に言われたくないですよ」

　俺がこうなったのもほとんんど師匠の影響なんだから。そう言う気力もないくらい、今は身体が怠だるいんだ。

　本当なら屋敷で寝ていたい。だけど、どうしても師匠と話したいことがあって、シトネたちにも内緒でここに来た。

「師匠、聞いてもいいですか？」

「何をかな？」

「今回のこと……師匠はどこまで知っていたんですか？」

　悪魔の襲撃から撃退に至るまで、師匠の指示に従って行動して、何とか乗り越えることができた。一緒に戦ったシトネたちは、俺が試練を乗り越えたことで状況を打開できたと思っている。

　ただ、俺自身はそう思っていない。誰よりも師匠の強さを知っている俺には、彼の背中を追いかけていた俺にはわかるんだ。

　あの時の師匠は全力で戦っていなかった。余裕をもって悪魔をあしらい、俺が戻ってくるタイミングを待っていた。

「師匠なら一人でも、あの悪魔二人を倒せていた。そうですよね？」

「うーん、さぁどうかな」

　師匠はそっぽを向いて誤魔化す。これも普段通りなら、嘘をついている時の反応だ。もっとも、確かめるまでもなく、師匠なら倒せたと俺が確信している。

　師匠は時々、何を考えているのかわからないことがある。今回もそうだ。疑っているわけじゃないけど、少し不安になる。そして悲しい。

　俺が見ている景色と、師匠が見ている景色は、きっと違うものだから。

「そんな顔をしないでくれ、リンテンス」

　師匠は囁く。

「僕はね、ずっと君に期待していたんだ」

「そう言ってくれましたね」

「ああ。でもね？　君が思っている以上の期待をしていたんだよ。今回だってそうだ。君は僕の期待にちゃんと応えてくれた。やっぱり君を選んで正解だったよ」

　それは弟子に選んだという意味ですか？

　それとも……違う何かなのですか？

　聞きたくなったけど、聞いたところではぐらかされる未来はわかっている。だから俺はぐっと呑み込んで、別の言葉を口にする。

「いつか必ず、師匠の隣に立てる魔術師になります。だからその時は、ちゃんと教えてくださいね」

「リンテンス……」

　きっと今の俺じゃ力不足なんだと思う。師匠は何を考えているかわからないけど、何も考えていない人じゃない。そしていつも、俺たちが想像できないほど大きな何かと戦っている。

「ありがとう。期待しているよ」

「はい」

　早くこの人と同じ場所へ辿り着き、共に肩を並べて戦えるようになりたい。それが俺の……原動力だ。俺はもっと強くなるぞ。この人が抱えている全てを、一緒に背負えるくらいに。

「さぁさぁ、そろそろ戻らないとみんなが心配するよ？　君だって万全じゃないんだから」

「わかってますよ。師匠も一緒に戻りましょう」

「ああ。そうだね」
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　前を歩くリンテンスの後ろ姿を見つめながら、アルフォースはゆっくりと視線を空へ向ける。輝く星空を見ながら、彼は呟く。

「さて、ようやくここまで来たね」

　この五日前――

　大陸の北部には砂漠がある。元々は大国があったそうだが、半世紀ほど前に魔物との戦闘で半壊。

　今では何も残っていない。いいや、古くからある遺跡だけが、ぽつりと残っていた。

　その遺跡は砂漠のど真ん中にある。とても目立つが、普段は誰も訪れない。周囲には強力な魔物がいて危険だし、そもそも訪れる理由がない。そんな場所にいるとすれば、よほどの命知らずか、どこかの世界からきた悪魔だけだろう。

「やぁやぁこんばんは。君が六柱の一人、中将フルレティだね？」

「そういう貴方は、当代最高の魔術師アルフォース・ギフトレンですね？」

「そうだとも！　さすがは悪魔一勤勉な男。僕のことは調査済みってところかな」

「ええ。ですが、まさかそちらから来るとは思っていませんでしたよ」

　遺跡の中で話す二人。

　中将フルレティは、魔界の三大支配者に使える幹部の一人。悪魔随一の頭脳を持ち、計算高く思慮深い。その見た目は、人間の成人男性と変わらない。ある意味、人間に最も近い悪魔と呼べなくはないだろう。

　もちろん、人間とは比べ物にならない魔力を有しているのだが――

「一応確認しておきますが、どうしてここへ？」

「なに、僕の眼は特別製だからね。君の隠れている場所くらい簡単に見つけられるのさ」

「それは知っています。私が聞いたのは、何の目的でここを訪れたのかということですよ」

「そんなの決まっているじゃないか」

　アルフォースは不敵に笑い、杖を構える。

「君を殺すためだよ」

「そうですか」

　フルレティがパチンと指を鳴らす。その瞬間、地面がひび割れ、遺跡がバラバラに弾け飛ぶ。

「おーっと、危ないことするな～。それに何だい？　この数の魔物は」

　遺跡から出たアルフォースが目にしたのは、砂漠を覆いつくすほどの魔物の群れだった。大小様々な魔物がひしめき合い、アルフォースを見ている。

「貴方と戦うことは想定済みです。貴方の持つ権能を相手にするなら、これくらいの戦力は必要でしょう？」

「なるほど。さすが仕事熱心な悪魔だ。リンテンスが知ったら見習えと言われそうだ」

「リンテンス？　ああ、貴方の弟子でしたね」

「へぇ～。そこまで知っているのか」

「当然です。彼もまた、排除対象ですので」

　フルレティが夜空に手をかざす。彼の持つ能力によって雲一つない空から大量の雹ひょうが降り注ぐ。高速で降り注ぐ雹には、魔術的防御を貫通する効果が付与されていた。

「やれやれ」

　ため息をこぼし権能を発動させる。アルフォースはオレンジ色の蛇を生み出し、頭上でとぐろを巻かせ雹の雨を防ぐ。

「それは困るな～。尚更ここで殺さないといけないようだ」

「私としても、一番の障害である貴方にはここで死んで頂きたい」

「そうかそうか！　じゃあ一つ、命の奪い合いをしよう」

　さらにアルフォースは権能を発動。無数に、無形質に、空想を具現化した幻獣たちを呼び出す。伝説に登場しそうな巨人から、可愛らしくも恐ろしいウサギの怪物まで。形容しがたい見た目をした化け物もいて、どちらが悪魔かわからない。

　魔物の群れと幻獣の群れ。二つの異形がぶつかり合う。

「ねぇねぇ、一つ聞いていいかな？」

「何ですか？」

「君がこっちへ来たってことは、三人の支配者の復活が近いってことでいいのかい？」

　アルフォースの質問に、フルレティはピクリと反応する。

「さぁどうでしょうね」

「嘘が下手だな～。君がいる時点でそうとしか考えられないだろう」

「だと思うなら無駄な質問をしないてください」

　異形たちがぶつかり合う最中、二人も交戦する。雹の雨と魔術の嵐。互いに一歩も引かず、異形たちも押し合って拮抗している。

「おやおや、これじゃ決着がつかないかな？」

「いいえ、いずれ決着はつきます。貴方は所詮人間だ。先に体力の底が見えるのは貴方でしょう？」

「う～ん……確かに！　じゃあこういうのはどうかな？」

　アルフォースは杖をぐるっと回し、紫色の光の玉を生み出す。光の玉は彼の前で形を変え、人型に近づく。

「僕の権能はね？　空想を現実にするんだよ。空想であれば何だって生み出せる。君たちの崇あがめる支配者ってさぁ、僕のイメージだと」

　人型から更なる変化。歪に折れ、ごつごつととがり、腕は二つにから四つに増え、背中からはまがまがしい翼が生える。

「こんな感じじゃないかな？」

　幻獣召喚――魔王。

「これは――」

　フルレティは一瞬で察する。形はどうあれ、アルフォースが生み出したそれの力を。瞬時に防御態勢を整えようとした。

　しかし――

「っ!?」

　その時にはもう、幻の魔王が彼の肉体を抉っていた。

「しまったな。質問の答えを聞く前だったのに」

　フルレティの肉体が消滅していく。たった一撃で身体の七割以上を抉られれば、悪魔と言えど耐えられない。魔物たちも幻獣に噛み殺され、徐々に数を減らしていった。声の出せないフルレティは、最後までアルフォースを睨んでいる。

「そうだ！　最後に一つだけ訂正させておくれ」

　何をだ？

　と、フルレティの視線が語る。

「僕は最高の魔術師じゃない。最高最強の魔術師だ。次に巡り会うことがあれば、その一文も付け加えておいておくれ」

　これは戦いの終わりであり、一つの戦いの始まり。世界はここから、激動のように変化していく。










あとがき




　初めまして皆様、日之影ソラと申します。

　まず最初に、本作を手に取ってくださった方々への感謝を申し上げます。

　順風満帆だった幼少期、一度の不運からその全てを失ったリンテンスが絶望の中で師匠と出会い、逆境から這い上がっていく姿。学園で出会った仲間たちとの交流や、平穏を揺るがす強敵とのバトルはいかがだったでしょうか？

　少しでも面白い、続きが気になると思って頂けたなら幸いです。




　本作は元々、小説家になろう様にて投稿していた作品になります。連載当時から私の中で思い描いていた作品のコンセプトは、逆境から這い上がる主人公の成り上がりファンタジーでした。

　主人公であるリンテンスは、幼い頃には魔術師としての才能に溢れ、両親はもちろん周囲からも期待された存在でした。彼自身もその期待に応えようと努力し、両親に褒められたり認められることに嬉しさを感じていました。

　そんな中、一筋の落雷によって全てを失い、周囲からの期待は消え失せ、もっとも近しい存在である両親にも見捨てられてしまいます。

　この時点でリンテンスは絶望し、誰も助けてくれない孤独を体感しました。結局、周囲が見ていたのは自分ではなく自分の中にあった才能であると知った彼の悔しさは計り知れません。

　そんな彼に救いの手を差し伸べたのが、師匠となるアルフォースでした。最初は周囲を見返すために彼の弟子となったリンテンスですが、長い時間を共に過ごす中で考えが変わっていき、いつしか彼のような魔術師になりたい。隣に立てる存在になりたいと思うようになりました。

　こうした心情の変化はリンテンスの成長の現れですし、師匠への憧れや信頼関係は美しいものだと思います。私は特に、こうした師弟の信頼関係が好きです。キャラクターとして言えば、アルフォースのように普段は飄々としているけど、いざという時に強くて頼りになるのは魅力的ですね。

　その次に好きなのが、ライバルや親友との友情です。特に熱いバトルを経て生まれた友情は、先に述べた師弟関係に勝るとも劣らない美しさを感じます。

　本作ではリンテンスを中心に様々な人間関係が構築されており、バトルや会話などを通して、リンテンスの心の成長がみられるのも見どころの一つだと思っています。

　もちろんバトル部分やヒロインとの可愛らしいやりとりも楽しめる要素になっております。私が感じていることの一部でもいいので、読者の皆さまにも感じて頂ければ幸いです。




　最後に、素敵なイラストを描いてくださった白味噌先生を始め、書籍化作業に根気強く付き合ってくださった編集部のＦさん、ＷＥＢ版から読んでくださっている読者の方々など。本作に関わってくださった全ての方々に、今一度最上の感謝をお送りいたします。

　それでは機会があれば、また二巻のあとがきでお会いしましょう！




日ひ之の影かげソラ










好敵手という名の友




「リンテンス！　今日こそ勝たせてもらうよ」

「いいや、今日も俺が勝つよ」

　屋敷の中庭で俺とグレンが向かい合う。互いに構えを取り、魔力を循環させ気持ちを高ぶらせている。

　ピリピリとした緊張感の漂う中で、俺たちは魔術をぶつけ合う。

「色源雷術――赤雷！」

「燃やし尽くせ！　真紅！」

　赤い雷撃と紅蓮の炎がぶつかり合い、その衝撃で空気が振動し大地までが揺れる。衝突と共に爆発が起こり、草木は焼け焦げ抉れる。

　炎すら燃やし尽くす最強の炎に対し、あらゆるものを貫く雷一閃。能力の相性、最大出力、術式の精度。複数の条件を総合した衝突は互角に終わった。

　俺もグレンも、今の一撃で決着がつくなんて思っていない。爆発が治まった直後に駆け出し、接近戦に持ち込む。

「藍雷二刀！」

　俺は即座に雷撃で刀を生成し、グレンは腰の剣を抜いて刃に紅蓮の炎を纏わせる。師匠に剣術を教わった俺の実力は、王国の騎士たちと比べてもそん色はない。師匠からもそうお墨付きをもらっている。

　ただグレンも一流の魔術師だ。魔術に頼るだけでなく、剣術や体術もしっかり身に着けている。特に剣術はお家柄、卓越した才能を持っていた。

　おそらく剣術の才能だけなら俺よりもはるかに上だ。教わったのが師匠でなかったら、グレンと斬り合うことは厳しかったかもしれない。

　お互いに全力の斬り合い、鍔迫り合いを演じる中、屋敷を背にして観戦していた二人から声がかかる。

「リンテンス君！　そろそろお昼の時間だよー」

「お二人ともご休憩なされてはいかがでしょうか？」

　シトネとセリカの声が聞こえて、俺たちはぴたっと動きを止める。武器を降ろし、互いに顔を見合わせて一呼吸おく。

「ふぅ、一旦休憩するか」

「そうだね。いつの間にかお昼の時間になっていたようだ」

　一時休戦した俺とグレンは、並んで歩く二人の元へ向かう。一緒に屋敷へ戻ると、すでに昼食が準備されていた。

　普段は俺が作る担当なのだけど、グレンとセリカが訪ねてきた時は、セリカが料理を作ってくれる。そしてシトネがそのお手伝いをしてくれていた。

「昼食の準備ありがとう。本当は俺がやるべきなのに」

「いえ、私たちはお邪魔している立場ですのでこれくらいは当然です」

「そうだよ、リンテンス。今さら遠慮することもないだろう？」

「まぁ、そうだな……って、お前は一度も料理なんてしたことないだろ」

　俺がそう言うと、グレンは豪快に笑った。家のことや身の回りのこと、それらをメイドのセリカに任せている時点で、グレンに料理が作れるはずない。

　彼の魔術を見せられているせいかな。料理をやらせたら、全部燃やして炭にしてしまいそうなイメージすらある。

　グレンは明るく、猛々しく燃える強い炎のようだ。

「真紅の威力、上がってたな」

「そうかな？　だとしても、また競り合いで勝てなかったけどね」

「俺だって常に成長しているからな。まだ勝ちは譲る気はない」

「はははっ、それでこそだよ」

　グレンと知り合って以来、こうしてよく俺の屋敷に顔を出すようになって、一緒に訓練をする機会が増えた。訓練というより試合と表現したほうが適切だろう。

　お互いに全力で戦い、どちらかが倒れるまで続ける。今のところは俺が圧倒しているけど、日に日にグレンも強くなっている。だから俺も、負けないように修行する。

　彼との戦いは楽しい。師匠以外でこんな気持ちになったのは初めてだし、悪くないと思った。口でいうのは恥ずかしいけど、こういうのをよきライバルというのだろう。

















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。












ナナイロ雷術師の英雄譚


―すべてを失った俺、雷魔術を極めて最強へと至る―【電子限定ＳＳ付き】
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